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テ
ィ
ー
ト
マ
ル
と
そ
の

（
１
）

世
界

「
か
く
し
て
、
汝
は
、
私
の
中
に
卑
小
な
人
間
の
姿
を
見
る
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
頰
と
顔
面
の
左
側
が
歪
ん
で
い
る
の
は
、
か
つ
て
こ
こ
に
瘻ろう
孔こう
の
腫

れ
物
が
現
れ
、
未
だ
に
膨
れ
続
け
て
い
る
か
ら
だ
。
幼
少
の
頃
に
折
れ
た
鼻
は
、

容
貌
を
滑
𥡴
な
も
の
に
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
全
て
に
つ
い
て
、
何
も
悲

嘆
し
た
り
は
す
ま
い
、
も
し
、
そ
の
内
面
に
お
い
て
光
彩
を
放
っ
て
い
る
の
な

ら
ば
。
だ
が
、
私
の
性
格
は
、
憐
れ
で
、
酷ひど
く
激
し
易
く
、
善
き
方
向
へ
と
御

し
ず
ら
く
、
嫉
妬
深
い
。
己
自
身
が
笑
い
物
に
相
応
し
い
の
に
、
他
人
を
嘲
笑

す
る
の
が
好
き
で
、
道
理
に
反
し
て
、
誰
一
人
と
し
て
容
赦
し
は
し
な
い
の
だ
。

私
は
、
大
食
家
に
し
て
偽
善
者
、
吝りん
嗇しょく
漢
に
し
て
誹
謗
者
で
あ
る
。
そ
し
て
、

以
上
の
、
当
然
な
が
ら
己
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
悪
徳
を
最
後
に
締
め
括
る
な
ら

ば
、
人
が
言
う
以
上
に
、
あ
る
い
は
何
か
し
ら
評
価
す
る
以
上
に
、
下
劣
な
人

間
で
あ
る
」

。

『
年
代
記
』
の
著
者
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
（
九
七
五
／
七
六
年
七
月
二
五
日
｜
一

〇
一

年
一
二
月
一
日
）
が
描
き
出
し
た
赤
裸
々
な
自
画
像
で
あ
る
（
第
四
巻

七
五
章
）。
作
品
中
で
屡
々
繰
り
返
さ
れ
る
厳
し
い
自
己
批
判
の
言
葉
は
、
も

と
よ
り
そ
の
ま
ま
額
面
通
り
に
受
け
取
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
理

想
的
司
教
の
徳
た
る
「
謙
虚
さ
（h

u
m
ilitas

）」
と
い
う
自
己
卑
下
の

定
型
的
表
現

ト

ポ

ス

を
超
え
た
、
重
い
罪
悪
意
識
の
葛
藤
に
、
彼
が
実
際
苦
し
み
続
け

て
い
た
こ
と
も
ま
た
間
違
い
な
い
。「
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
憂
鬱
」

そ
の
精

神
的
緊
張
関
係
が
何
に
由
来
す
る
の
か
、
以
下
で
は
、
作
品
と
時
代
背
景
を
通

じ
て
そ
の
一
端
に
迫
っ
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

【
ヴ
ァ
ル
ベ
ッ
ク
伯
家
と
シ
ュ
タ
ー
デ
伯
家

ザ
ク
セ
ン
人
貴
族
の
世
界
】

一

テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
父
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
は
、
東
ザ
ク
セ
ン
地
方
、
ヘ
ル
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ム
シ
ュ
テ
ッ
ト
近
郊
の
ヴ
ァ
ル
ベ
ッ
ク
を
拠
点
と
す
る
ヴ
ァ
ル
ベ
ッ
ク
伯
家
の
、

母
ク
ニ
グ
ン
デ
は
、
エ
ル
ベ
川
下
流
域
地
方
に
勢
力
を
張
る
シ
ュ
タ
ー
デ
伯
家

の
生
ま
れ
で
あ
る
。
双
方
の
家
門
の
始
祖
は
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
に
と
っ
て
は
曾

祖
父
に
当
た
り
、
い
ず
れ
も
リ
ウ
タ
ー
ル
と
い
う
名
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
名
が

初
め
て
史
料
に
現
れ
る
の
は
、
九
二
九
年
で
あ
る
。
象
徴
的
な
こ
と
に
、
エ
ル

ベ

オ
ー
デ
ル
間
の
西
ス
ラ
ヴ
系
民
族
の
レ
ダ
ー
リ
族
と
の
戦
い
で
、
両
名
と

も
そ
の
命
を
落
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
家
門
間
で
は
常
日
頃
か
ら
互
い
に
競
合

し
つ
つ
も
、
外
敵
の
ス
ラ
ヴ
人
、
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
脅
威
に
対
し
て
は
、
結
束

し
て
「
故
郷
（patria

）」、
す
な
わ
ち
ザ
ク
セ
ン
の
防
衛
に
当
た
る
こ
と
、
そ

れ
が
ザ
ク
セ
ン
人
貴
族
の
責
務
で
あ
っ
た
。
そ
の
指
導
的
地
位
に
あ
る
オ
ッ
ト

ー
家
の
頭
領
が
九
一
九
年
以
来
国
王
と
し
て
、
九
六
二
年
以
降
は
皇
帝
と
し
て

西
欧
世
界
に
君
臨
し
た
こ
と
は
、
彼
ら
ザ
ク
セ
ン
人
の
誇
り
と
名
誉
を
著
し
く

高
揚
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
九
六

年
の
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教

座
及
び
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
、
マ
イ
セ
ン
、
ツ
ァ
イ
ツ
の
各
司
教
座
の
創
設
以
降

は
、
エ
ル
ベ
川
以
東
の
地
に
キ
リ
ス
ト
教
の
福
音
を
伝
え
る
こ
と
が
、
宗
教
的

使
命
と
し
て
新
た
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二

ヴ
ァ
ル
ベ
ッ
ク
伯
家
の
後
を
継
い
だ
同
名
の
息
子
リ
ウ
タ
ー
ル
二
世
は
、

近
隣
の
ク
ヴ
ェ
ー
ア
フ
ル
ト
伯
家
か
ら
マ
テ
ィ
ル
デ
を
妻
に
迎
え
た
。
と
こ
ろ

が
、
リ
ウ
タ
ー
ル
は
九
四
一
年
、
王
弟
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
よ
る
兄
オ
ッ
ト
ー
一
世

の
暗
殺
未
遂
事
件
に
加
担
し
た
廉
で
、
ノ
ル
ト
マ
ル
ク
辺
境
伯
ベ
ル
ト
ー
ル
ト

の
下
で
一
年
間
拘
禁
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
娘
ア
イ
ラ
は
、
後
に
ベ
ル
ト
ー
ル

ト
と
結
婚
し
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
名
門
バ
ー
ベ
ン
ベ
ル
ク
家
と
の
血
縁
関
係
を
構

築
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
に
洗
礼
と
堅
信
礼
を
授
け
た

ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
司
教
ヒ
ル
デ
ヴ
ァ
ル
ト
の
父
は
、
こ
の
事
件
で
斬
首
に

処
さ
れ
て
い
る
。
リ
ウ
タ
ー
ル
は
、
贖
罪
の
証
し
と
し
て
ヴ
ァ
ル
ベ
ッ
ク
の
地

に
修
道
参
事
会
を
建
立
し
、
九
六
四
年
の
死
に
際
し
同
院
に
埋
葬
さ
れ
た
。

（
２
）

長
男
の
リ
ウ
タ
ー
ル
三
世
、
す
な
わ
ち
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
伯
父
は
、
九

四

年
の
王
位
継
承
争
い
に
お
い
て
、
上
記
の
王
弟
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
息
子
で
あ
る
バ

イ
エ
ル
ン
大
公
ハ
イ
ン
リ
ヒ
（
喧
嘩
公
）
の
側
に
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
後
、
国
王
オ
ッ
ト
ー
三
世
と
和
解
し
、
恐
ら
く
は
九
九
五
年
頃
、
ハ
ル
デ
ン

ス
レ
ー
ベ
ン
伯
家
の
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
の
後
任
と
し
て
、
ザ
ク
セ
ン
・
ノ
ル
ト
マ

ル
ク
辺
境
伯
の
地
位
に
抜
擢
さ

（
３
）

れ
た
。
本
拠
地
を
同
じ
く
す
る
同
家
と
ヴ
ァ
ル

ベ
ッ
ク
伯
家
は
、
以
後
様
々
な
局
面
に
お
い
て
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
と
し
て
対
峙
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
九
九

年
に
起
き
た
粗
暴
な
性
格
の
長
男
ヴ
ェ

ル
ナ
ー
に
よ
る
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
の
娘
リ
ウ
ト
ガ
ル
ト
の
誘
拐

事
件
は
、
皇
帝
オ
ッ
ト
ー
三
世
の
庇
護
を
得
て
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
地
方
の
最
有

力
家
門
へ
と
台
頭
し
た
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
家
と
の
対
立
を
深
め
て
い
く
原
因
と
な

っ
た
。
確
か
に
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
、
一
〇
〇
三
年
に
父
が
死
去
し
た
後
、
ノ
ル

ト
マ
ル
ク
辺
境
伯
の
地
位
を
金
銭
を
用
い
て
獲
得
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
し

か
し
、
ハ
ル
デ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン
伯
家
、
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
家
の
双
方
と
提
携
し
た

ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ー
ン
家
と
私
戦
を
繰
り
広
げ
、
一
〇
〇
九
年
に
そ
の
地
位
を
、
さ

ら
に
一
〇
一
四
年
に
は
命
を
も
失
い
、
ヴ
ァ
ル
ベ
ッ
ク
伯
家
の
凋
落
を
決
定
づ

け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

リ
ウ
タ
ー
ル
が
新
た
に
ヴ
ォ
ル
ミ
ー
ル
シ
ュ
テ
ッ
ト
に
居
を
構
え
た
の
に
対

し
、
ヴ
ァ
ル
ベ
ッ
ク
の
地
は
弟
の
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
が
継
承
し
た
。
ジ
ー
ク
フ

リ
ー
ト
は
、
戦
功
に
乏
し
い
兄
と
は
対
照
的
に
、
九
九
一
年
に
没
す
る
ま
で
幾

多
の
戦
闘
に
参
加
し
た
。
晩
年
は
、
皇
后
テ
オ
フ
ァ
ー
ヌ
に
忠
実
に
仕
え
続
け

た
が
、
九
九
〇
年
の
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
遠
征
で
負
っ
た
怪
我
が
原
因
で
、
翌

九
九
一
年
に
亡
く
な
っ
た
。

妻
ク
ニ
グ
ン
デ
と
の
結
婚
は
、
九
七
二
年
六
月
以
降
で
あ
る
（
第
二
巻
二
九

（ ）
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章
）。
彼
女
の
父
の
シ
ュ
タ
ー
デ
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
、
ザ
ク
セ
ン
大
公
ヘ
ル
マ

ン
・
ビ
ル
ン
グ
と
共
に
ス
ラ
ヴ
戦
役
に
参
加
し
た
他
、
オ
ッ
ト
ー
一
世
に
も
忠

臣
と
し
て
信
を
置
か
れ
て
い
た
。
妻
に
迎
え
た
ユ
ー
デ
ィ
ッ
ト
は
、
ハ
イ
ン
リ

ヒ
一
世
の
前
任
国
王
コ
ン
ラ
ー
ト
一
世
の
出
自
す
る
コ
ン
ラ
ー
ト
家
の
出
で
、

ラ
イ
ン
中
流
域
地
方
の
有
力
貴
族
に
し
て
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
大
公
を
輩
出
す
る

同
家
と
の
結
び
付
き
に
よ
り
、
シ
ュ
タ
ー
デ
伯
家
の
盛
名
は
一
躍
高
ま
っ
た
。

ま
た
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
は
言
及
し
て
い
な
い
も
の
の
、
後
妻
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の

同
名
の
娘
は
、
ヘ
ル
マ
ン
の
後
継
ザ
ク
セ
ン
大
公
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
一
世
に
嫁
い

で
（
４
）

お
り
、
同
じ
く
エ
ル
ベ
川
下
流
域
地
方
を
本
拠
地
と
し
、
そ
れ
ま
で
競
合
関

係
に
あ
っ
た
ビ
ル
ン
グ
家
と
の
間
に
、
提
携
関
係
を
築
き
上
げ
る
こ
と
に
成
功

し
た
。

「
ザ
ク
セ
ン
」
の
枠
組
み
を
越
え
て
幾
重
に
も
張
り
巡
ら
さ
れ
た
貴
族
間
の

人
的
絆
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
高
位
聖
職
者
と
し
て
の
キ
ャ

リ
ア
と
行
動
半
径
に
も
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

三

ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
と
ク
ニ
グ
ン
デ
の
結
婚
は
、
息
子
五
人
の
子
宝
に
恵

ま
れ
た
。
長
男
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
、
九
九
一
年
に
父
の
伯
領
を
継
承
し
、
九
九

年
に
は
次
男
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
と
共
に
従
兄
弟
の
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
の
誘
拐
事
件
を
支

援
し
た
。
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
が
失
脚
し
た
一
〇
〇
九
年
の
デ
ー
デ
ィ
殺
害
事
件
で
は

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
協
力
し
、
落
命
に
至
っ
た
一
〇
一
四
年
の
誘
拐
事
件
で
は
ハ

イ
ン
リ
ヒ
が
仲
介
を
試
み
て
い
る
。
彼
は
ま
た
、
一
〇
〇
四
年
の
国
王
ハ
イ
ン

リ
ヒ
二
世
に
よ
る
ベ
ー
メ
ン
遠
征
と
バ
ウ
ツ
ェ
ン
奪
還
戦
に
も
参
加
し
て
い
た
。

両
名
の
歿
年
は
不
明
で
あ
る
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
、
後
年
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
の

城
塞
伯

ブルクグラーフ
に
就
い
て
い
る
が
、
そ
の
地
位
を
継
承
し
た
息
子
コ
ン
ラ
ー
ト
の
死

に
よ
っ
て
男
系
は
途
絶
え
、
ヴ
ァ
ル
ベ
ッ
ク
伯
家
は
断
絶
す
る
こ
と
に
な
る
。

世
俗
貴
族
と
し
て
は
目
立
っ
た
活
躍
に
欠
け
る
兄
二
人
と
は
異
な
り
、
聖
職

者
の
キ
ャ
リ
ア
を
定
め
ら
れ
た
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
以
下
の
三
人
の
弟
は
、
い
ず
れ

も
司
教
の
地
位
に
ま
で
昇
っ
た
。
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
が
最
も
愛
し
た
兄
弟
で
、

『
年
代
記
』
を
献
呈
し
た
四
男
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
は
、
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
市
外
の

山
の
上
に
立
つ
聖
ヨ
ハ
ネ
ス
修
道
院
（
通
称
ベ
ル
ゲ
修
道
院
）
の
院
長
を
経
て
、

ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
司
教
に
就
い
た
。
末
弟
ブ
ル
ー
ノ
は
、
コ
ル
ヴ
ァ
イ
修
道
士
を

経
て
、
ニ
ー
ン
ブ
ル
ク

ベ
ル
ゲ
修
道
院
長
、
フ
ェ
ル
デ
ン
司
教
の
要
職
を
歴

任
し
た
。
ヴ
ァ
ル
ベ
ッ
ク
伯
家
と
コ
ル
ヴ
ァ
イ
修
道
院
と
の
間
に
は
人
的
繫
が

り
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
院
長
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
（
在
位
九

三
｜
一
〇
〇
一
年
）

と
の
血
縁
関
係
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
は
、
ク
ニ
グ
ン
デ
と
の
結
婚
に
先
立
ち
男
子
を
儲

け
て
い
た
。
一
〇
〇
九
年
の
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
司
教
登
位
に
伴
い
、
後
任
ヴ
ァ

ル
ベ
ッ
ク
修
道
参
事
会
の
院
長
と
な
っ
た
ヴ
ィ
リ
ギ
ス
で

（
５
）

あ
る
。

【
若
き
日
の
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
】

一

テ
ィ
ー
ト
マ
ル
は
、
九
七

（
６
）

五
年
か
も
し
く
は
九
七
六
年
の
七
月
二
五
日

（
第
三
巻
六
章
）、
恐
ら
く
は
ヴ
ァ
ル
ベ
ッ
ク
に
て
産
声
を
上
げ
た
。「
第
二
の

誕
生
日
」
た
る
命
日
と
は
対
照
的
に
、
誕
生
日
が
記
録
に
残
さ
れ
る
こ
と
は
、

当
時
は
稀
有
な
こ
と
で
あ
っ
た
。『
年
代
記
』
で
も
、
他
に
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二

世
の
誕
生
日
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
み
で

（
７
）

あ
る
。
洗
礼
、
そ
し
て
後
に
堅
信
礼

を
授
け
た
の
は
、
ヴ
ァ
ル
ベ
ッ
ク
を
管
轄
す
る
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
司
教
ヒ

ル
デ
ヴ
ァ
ル
ト
で
あ
っ
た
（
第
四
巻
一

章
）。
九

三
年
頃
、
最
初
の
教
育

を
受
け
る
た
め
、
ク
ヴ
ェ
ト
リ
ー
ン
ブ
ル
ク
女
子
修
道
参
事
会
に
滞
在
す
る
父

方
の
大
叔
母
エ
ム
ニ
ル
デ
の
手
に
託
さ
れ
た
（
第
四
巻
一
六
章
）。
幼
少
期
の

テ
ィ
ー
ト
マ
ル
は
、
同
地
に
て
九

四
年
の
バ
イ
エ
ル
ン
大
公
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の

国
王
選
出
、
あ
る
い
は
九

六
年
の
復
活
祭
の
宮
内
奉
仕
を
目
撃
し
て
い
た
か

（ ）
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も
し
れ
な
い
（
二
、
九
章
）。
父
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
は
九

七
年
、
彼
を
マ
ク

デ
ブ
ル
ク
市
外
の
聖
ヨ
ハ
ネ
ス
修
道
院
に
託
し
た
。
た
だ
し
、
受
け
入
れ
可
能

な
修
道
士
数
が
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
九
九
〇
年
、
か
つ
て
高
名
な
教
師
オ
ト

リ
ッ
ク
を
指
導
者
に
戴
い
て
い
た
司
教
座
聖
堂
付
属
学
校
へ
と
移
籍
さ
せ
た
。

当
時
の
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
は
野
心
家
の
ギ
ー
ゼ
ラ
ー
、
す
な
わ
ち
皇
帝
オ

ッ
ト
ー
二
世
と
共
に
九

一
年
に
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
区
の
解
体
を
主
導
し

た
、
同
地
の
第
二
代
司
教
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
翌
九
九
一
年
に
は
父
、
そ

し
て
祖
母
マ
テ
ィ
ル
デ
が
相
次
い
で
死
去
す
る
。
父
の
兄
の
辺
境
伯
リ
ウ
タ
ー

ル
（
三
世
）
は
、
財
産
相
続
に
乗
じ
て
母
ク
ニ
グ
ン
デ
が
得
た
遺
産
を
簒
奪
し

よ
う
と
企
て
た
が
、
こ
れ
は
国
王
の
介
入
に
よ
っ
て
阻
止
さ
れ
た
（
一
六
、
一

七
章
）。「
叔
父
と
い
う
も
の
は
、
兄
弟
の
息
子
た
ち
に
厳
し
く
臨
む
の
が
常
で

あ
る
」（
第
六
巻
五
三
章
）

。
リ
ウ
タ
ー
ル
と
の
確
執
は
、
そ
の
後
も
テ

ィ
ー
ト
マ
ル
に
重
荷
と
し
て
の
し
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

二

マ
ク
デ
ブ
ル
ク
の
教
師
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
（〞
赤
〝）
に
対
し
て
も
、
テ
ィ

ー
ト
マ
ル
は
か
な
り
複
雑
な
感
情
を
抱
い
て
筈
で
あ
る
。
九
九
四
年
、
母
方
の

三
人
の
伯
父
た
ち
が
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
に
襲
撃
さ
れ
、
捕
虜
と
な
る
事
件
が
起
き

た
。
息
子
の
な
い
伯
父
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
は
、
母
ク
ニ
グ
ン
デ
に
息
子
の
一
人

を
人
質
と
し
て
提
供
す
る
よ
う
懇
願
し
た
。
母
は
最
初
、
ベ
ル
ゲ
修
道
院
に
い

る
息
子
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
の
引
き
渡
し
を
求
め
て
使
者
を
遣
わ
し
た
が
、
院
長

リ
ク
ダ
グ
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
使
者
は
、
次
に
司
教
座
聖
堂
付
属
学
校
に
向

か
っ
た
と
こ
ろ
、
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
は
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
引
き
渡
し
を
了
と
し
た

の
で
あ
る
。「
か
く
し
て
、
私
は
、
木
曜
日
に
同
地
を
出
立
し
た
。
そ
の
際
、

今
後
は
人
質
と
し
て
海
賊
の
元
で
暮
ら
す
べ
く
、
世
俗
の
服
装
を
纏
わ
さ
れ
た

の
だ
が
、
そ
の
下
に
は
従
前
の
〔
聖
職
者
の
〕
衣
装
を
身
に
着
け
た
ま
ま
で
あ

っ
た
」（
第
四
巻
二
四
章
）。

幸
い
に
伯
父
は
、
機
転
を
利
か
し
て
脱
出
に
成
功
し
て
事
な
き
を
得
た
の
だ

が
、
当
時
一

歳
の
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
に
と
っ
て
、
か
の
教
師
の
対
応
が
、
俄
に

は
腑
に
落
ち
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
や
や
滑
𥡴
と
も
言

う
べ
き
そ
の
死
に
様
の
叙
述
に
、
著
者
の
嘲
笑
的
筆
致
を
読
み
取
る
こ
と
は
出

来
な
い
だ
ろ
う
か
（
六
六
章
）。
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
の
後
継
教
師
と
な
っ
た
の
は
、

ゲ
ッ
ド
ー
で
あ
る
。
そ
の
下
で
共
に
学
ん
だ
の
が
、
祖
母
マ
テ
ィ
ル
デ
の
甥
に

当
た
る
、
ほ
ぼ
同
年
齢
の
ク
ヴ
ェ
ー
ア
フ
ル
ト
の
ブ
ル
ー
ノ
で
あ
る
。
後
年
、

異
教
徒
伝
道
大
司
教
に
任
命
さ
れ
、
一
〇
〇
九
年
、
プ
ル
ス
人
布
教
に
際
し
て
、

一

人
の
仲
間
た
ち
と
共
に
壮
絶
な
殉
教
死
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
る
。
早
く
か

ら
情
熱
的
信
仰
心
に
燃
え
た
行
動
的
な
ブ
ル
ー
ノ
と
は
異
な
り
、
テ
ィ
ー
ト
マ

ル
自
身
は
、
伝
道
活
動
に
ほ
と
ん
ど
関
心
を
示
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
第
六
巻

九
四
、
九
五
章
の
詳
細
に
し
て
感
情
の
込
め
ら
れ
た
追
悼
文
は
、
彼
な
り
の
贖

罪
の
表
現
と
見
る
べ
き
で
あ

（
８
）

ろ
う
。

三

九
九
七
年
、
母
ク
ニ
グ
ン
デ
が
亡
く
な
っ
た
。
遺
産
は
兄
弟
間
で
分
配

さ
れ
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
は
、
ヴ
ァ
ル
ベ
ッ
ク
修
道
参
事
会
と
そ
の
所
領
の
半
分

を
得
た
。
時
折
「
私
の
荘
園
」
と
呼
ん
で
い
る
ロ
ッ
ト
メ
ル
ス
レ
ー
ベ
ン
、
ア

イ
ス
ド
ル
フ
、
ヘ
ー
ス
リ
ン
ゲ
ン
も
、
こ
の
時
に
併
せ
て
相
続
し
た
も
の
と
推

定
さ
れ
る
（
第
一
巻
一
三
章
、
第
六
巻
三
九
、
四
二
、
四
七
章
、
第

巻
一
五

章
）。
一
〇
〇
〇
年
前
後
頃
に
は
、
司
教
座
聖
堂
参
事
会
員
に
加
え
ら
れ
、
聖

職
禄
も
受
給
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
若
き
日
を
共
に
過
ご
し
た
マ
ク
デ
ブ
ル
ク

の
「
私
の
修
道
兄
弟
（con

frater

）」
た
ち
と
は
、
そ
の
生
涯
を
通
し
て
、

記
念
祈
禱

メ
モ
リ
ア

の
義
務
を
負
う
精
神
的
・
宗
教
的
な
絆
で
結
ば
れ
続
け
る
こ
と
に
な

る
。
一
〇
〇
二
年
五
月
に
は
、
ヴ
ァ
ル
ベ
ッ
ク
修
道
参
事
会
の
院
長
の
地
位
を
、

本
人
が
告
白
す
る
よ
う
に
長
き
に
亘
る
交
渉
の
末
、
聖
職
売
買

シ
モ
ニ
ア

に
よ
っ
て
よ
う

や
く
手
に
入
れ
た
。
相
手
は
、
同
教
会
の
所
領
の
残
り
半
分
を
得
た
伯
父
リ
ウ

（ ）
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タ
ー
ル
で
あ
っ
た
（
第
六
巻
四
三
、
四
四
章
）。
も
っ
と
も
、
私
有
教
会
の
聖

職
を
親
族
間
で
の
贈
与
に
よ
っ
て
取
得
す
る
こ
と
は
、
叙
任
権
闘
争
以
前
の
こ

の
時
代
に
お
い
て
は
、
広
く
行
わ
れ
て
い
た
慣
行
で
あ
っ
た
。
院
長
就
任
は
、

司
牧
活
動
の
た
め
と
い
う
よ
り
は
、
経
済
的
基
盤
の
確
保
と
い
う
意
味
合
い
が

濃
厚
で
あ
っ
た
。
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
自
身
の
帰
属
意
識
の
向
か
う
先
が
マ
ク
デ
ブ

ル
ク
司
教
座
聖
堂
参
事
会
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
以
後
も
引
き
続
き

同
地
に
頻
繁
に
滞
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
最
近
年
、
院
長
時
代
（
一
〇
〇
二
｜
〇
九
年
）
に
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
短
詩

墓
碑
銘
が
、
一
六
一
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
史
書
の
中

か
ら
再
発
見
さ
れ
た
（
二
〇
〇

（
９
）

四
年
）。
ヴ
ァ
ル
ベ
ッ
ク
の
聖
マ
リ
ア
教
会
内

に
石
棺
が
安
置
さ
れ
た
「
力
強
く
敬
虔
さ
の
故
に
高
名
な
伯
妃
」
の
祖
母
マ
テ

ィ
ル
デ
、「
有
能
な
」
父
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
、
そ
し
て
「
生
前
に
お
い
て
も
墓

所
に
お
い
て
も
そ
の
夫
の
側
か
ら
片
時
も
離
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
」
母
ク
ニ

ン
グ
ン
デ
の
三
人
を
追
悼
し
た
手
向
け
の
言
葉
で
あ
る
。
結
び
で
は
、
詩
の
読

者
に
直
接
向
け
て
、
死
者
の
魂
の
救
済
の
た
め
の
執
り
成
し
を
請
う
た
後
、
墓

所
製
作
の
委
任
者
が
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
自
身
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
身

近
な
家
族
へ
の
祈
念
の
堅
持
と
後
世
の
人
々
へ
の
執
り
成
し
の
願
い

『
年

代
記
』
と
『
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
死
者
祈
念
の
書
』
の
重
要
な
モ
チ
ー
フ
を
、
テ

ィ
ー
ト
マ
ル
は
、
司
教
就
任
以
前
の
時
期
に
既
に
こ
の
小
品
に
お
い
て
具
現
化

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

修
道
参
事
会
の
墓
所
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
兄
の
亡
く
な
っ
た
妻
の
墓
所
を

確
保
す
る
た
め
に
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
が
墓
荒
ら
し
を
し
た
事
件
で
あ
る
（
第
六

巻
四
五
章
）。
初
代
院
長
ヴ
ィ
リ
ギ
ス
の
墓
を
開
い
た
こ
と
で
病
に
罹
り
、
彼

の
亡
霊
と
自
ら
の
罪
の
意
識
に
深
く
責
め
苛
ま
れ
続
け
て
い
る
と
い
う
奇
譚
で

あ
る
。
こ
の
事
件
の
贖
罪
の
た
め
に
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
は
、
ケ
ル
ン
へ
の
巡
礼

の
旅
に
出
て
い
る
。
ヴ
ァ
ル
ベ
ッ
ク
伯
家
が
、
ケ
ル
ン
と
密
接
な
繫
が
り
を
有

し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で

（
10
）

あ
る
。
父
は
、
同
地
に
滞
在
し
た
九

三
年
に

年

後
の
死
を
予
言
さ
れ
て
い
た
し
（
第
四
巻
一
六
章
）、
一
〇
〇
三
年
一
月
二
五

日
に
急
死
し
た
伯
父
リ
ウ
タ
ー
ル
の
亡
骸
は
、
ケ
ル
ン
大
聖
堂
に
埋
葬
さ
れ
た

（
第
六
巻

六
章
）。
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
が
巡
礼
に
出
た
の
は
、
こ
の
伯
父
の
死
と

関
連
し
て
か
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
一
〇
〇
四
年
秋
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
ト
ク
サ

ン
ド
リ
ア
地
方
の
荘
司
（
第
四
巻
三
四
章
）
と
知
り
合
っ
た
の
も
、
こ
の
ケ
ル

ン
滞
在
の
折
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

【
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
】

一

そ
の
直
後
の
同
年
一
二
月
二
一
日
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
は
、
ア
ル
シ
ュ
テ

ッ
ト
で
、
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
タ
ー
ギ
ノ
に
よ
っ
て
司
祭
に
叙
階
さ
れ
た
。

臨
席
し
た
国
王
ハ
イ
ン
リ
ヒ
か
ら
は
、
カ
ズ
ラ
を
拝
領
し
た
（
第
六
巻
四
六

章
）。
五
年
後
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
を
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
へ
と
登
位
さ
せ
た

こ
の
二
人
と
の
出
会
い
は
、
同
じ
一
〇
〇
四
年
の
一
月
二
五
日
ま
で
遡
る
。
メ

ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
区
の
再
興
は
、
最
後
ま
で
抵
抗
を
続
け
た
大
司
教
ギ
ー
ゼ

ラ
ー
の
死
、
司
教
座
聖
堂
参
事
会
の
自
由
選
出
権
を
無
視
し
た
側
近
タ
ー
ギ
ノ

の
後
継
擁
立
に
よ
っ
て
、
早
く
も
二
月
に
実
現
の
運
び
と
な
っ
た
（
第
五
巻
三

九
章
以
下
）。

何
故
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
が
、
バ
イ
エ
ル
ン
出
身
で
修
道
院
改
革
の
推
進
派
に
属

す
る
新
大
司
教
に
よ
っ
て
引
き
立
て
ら
れ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
ザ
ク
セ
ン
・
テ

ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
地
方
で
は
、
よ
そ
者
で
あ
る
タ
ー
ギ
ノ
が
、
在
地
の
有
力
貴
族

で
あ
る
ヴ
ァ
ル
ベ
ッ
ク
伯
家
と
の
提
携
に
よ
っ
て
、
後
ろ
盾
を
得
よ
う
と
し
た

か
ら
と
考
え
ら

（
11
）

れ
る
。
ギ
ー
ゼ
ラ
ー
に
厚
遇
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
宮
廷
司
祭
等

の
目
立
っ
た
キ
ャ
リ
ア
も
欠
き
、
外
見
の
み
な
ら
ず
性
格
に
も
か
な
り
癖
が
あ

（ ）
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る
司
教
座
聖
堂
参
事
会
員
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
出
世
は
、
こ
の
時
に
始
ま
っ
た
。

三
月
に
開
始
さ
れ
た
国
王
の
イ
タ
リ
ア
遠
征
で
は
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
も
、
タ

ー
ギ
ノ
に
付
き
従
っ
て
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
ま
で
同
行
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た

（
第
六
巻
三
章
）。
翌
一
〇
〇
五
年
七
月
に
は
、
ド
ル
ト
ム
ン
ト
で
開
催
さ
れ
た

教
会
会
議
（
一

章
）
に
、
や
は
り
大
司
教
に
従
っ
て
列
席
し
た
と
推
定
さ
れ

る
。
一
〇
〇
七
年
夏
の
第
三
次
ポ
ー
ラ
ン
ド
戦
役
で
も
、
軍
事
指
揮
を
託
さ
れ

た
タ
ー
ギ
ノ
の
軍
隊
に
そ
の
姿
が
見
い
出
さ
れ
る
（
三
三
章
）。
そ
し
て
つ
い

に
一
〇
〇
九
年
四
月
、
当
時
三
三
歳
の
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
が
、
ヴ
ィ
ク
ベ
ル
ト
の

後
継
者
と
し
て
第
四
代
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
の
地
位
に
就
く
こ
と
が
出
来
た

の
も
、
逡
巡
す
る
国
王
に
対
す
る
タ
ー
ギ
ノ
の
度
重
な
る
口
添
え
の
お
陰
で
あ

っ
た
（
三

章
以
下
）。
そ
れ
故
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
が
約
束
の
地
で
あ
る
ア
ウ

ク
ス
ブ
ル
ク
に
三
日
遅
れ
で
到
着
し
た
時
、
タ
ー
ギ
ノ
が
立
腹
し
た
の
も
無
理

か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
、
宮
廷
司
祭
等
の
側
近
に
属

さ
な
い
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
に
対
し
、
任
命
の
条
件
と
し
て
、
司
教
教
会
に
対
す
る

財
産
寄
進
を
要
請
し
て
い
る
が
、
彼
は
言
質
を
与
え
る
こ
と
を
巧
み
に
回
避
し

て
い
る
（
四
〇
章
）。
こ
う
し
た
要
求
は
、「
聖
職
売
買

シ
モ
ニ
ア

」
の
概
念
が
な
お
曖
昧

で
あ
っ
た
当
時
に
お
い
て
は
、
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か

（
12
）

っ
た
。

二

メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
は
、
エ
ル
ベ

ザ
ー
レ
川
以
東
の
境
界
域
を
支
配
す

る
た
め
の
要
衝
に
位
置
す
る
。
ク
レ
モ
ナ
の
リ
ウ
ト
プ
ラ
ン
ド
『
報
復
の
書
』

（
九
五

〜
六
二
年
成
立
）
に
よ
れ
ば
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世
は
、
同
地
に
立
つ

王
宮
の
二
階
部
の
壁
に
、
九
三
三
年
の
対
ハ
ン
ガ
リ
ー
戦
の
勝
利
の
場
面
を
描

か
せ
た
と
い
う
（
第
二
巻
三
一
章
）。
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
は
、
一
〇
〇
三
年
に

始
ま
り
、
イ
タ
リ
ア
遠
征
の
た
め
の
短
期
休
戦
を
挟
ん
で
、
最
終
的
に
は
一
〇

一

年
の
バ
ウ
ツ
ェ
ン
の
和
約
締
結
ま
で
一
五
年
間
続
い
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
戦
役

に
お
い
て
も
、
軍
隊
の
集
結
地
に
し
て
解
散
地
と
し
て
機
能
し
た
。

テ
ィ
ー
ト
マ
ル
が
登
位
以
来
直
面
し
た
重
要
な
任
務
は
、
帝
国
司
教
と
し
て

負
う
「
国
王
奉
仕
（S

ervitiu
m
 
regis

）」
の
義
務
の
履
行
で
あ
る
。
メ
ー
ル

ゼ
ブ
ル
ク
に
頻
繁
に
到
来
す
る
国
王
や
使
節
の
給
養
・
接
遇
、
そ
し
て
度
重
な

る
戦
役
遂
行
の
た
め
の
人
的
・
物
的
負
担
で
あ
る
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世
は
、
登

位
以
来
ザ
ク
セ
ン
の
他
の
い
か
な
る
王
宮
に
も
増
し
て
最
も
頻
繁
に
同
地
の
王

宮
に
滞
在

（
13
）

し
た
。
王
妃
ク
ニ
グ
ン
デ
も
、
夫
の
西
方
遠
征
に
際
し
て
屡
々
東
方

政
策
の
代
行
を
委
託
さ
れ
、
同
地
を
訪
れ
た
。
特
に
一
〇
一
三
年
の
聖
霊
降
臨

祭
に
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
公
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
ミ
ェ
シ
コ
二
世

父
子
、
ベ
ー
メ
ン
大
公
オ
ル
ジ
フ
が
到
来
し
、
休
戦
協
定
が
締
結
さ
れ
る
場
と

な
っ
た
。

も
っ
と
も
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
よ
る
東
方
政
策
の
立
案
・
遂
行
あ
る
い
は
交
渉

に
対
す
る
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
影
響
力
は
、
極
め
て
限
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、

歴
代
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
、
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
司
教
ア
ル
ヌ
ル
フ
（
第

六
巻
五
七
章
、
第

巻
一
章
）、
パ
ー
ダ
ー
ボ
ル
ン
司
教
マ
イ
ン
ヴ
ェ
ル
ク

（
第
六
巻
五
七
章
）
ら
と
際
立
っ
た
対
照
を
な
す
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
戦
役
に
は
、

時
に
国
王
に
付
き
従
っ
て
従
軍
し
て
い
る
も
の
の
、
派
手
な
活
躍
は
な
い
（
第

六
巻
五
六
、
六
九
章
、
第
七
巻
一
六
章
）。
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
に
と
っ
て
、
軍
隊

の
先
頭
を
切
っ
て
進
む
ミ
ン
デ
ン
司
教
ラ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
（
第
四
巻
二
九
章
）
の

姿
は
、
驚
嘆
以
外
の
何
者
で
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
彼
に
期
待
さ

れ
た
の
は
、
破
壊
さ
れ
た
城
塞
レ
ー
プ
ザ
ル
や
マ
イ
セ
ン
の
城
邑
の
再
建
工
事
、

あ
る
い
は
マ
イ
セ
ン
の
輪
番
警
護
な
ど
、
平
時
の
任
務
で
あ
っ
た
。
彼
が
好
機

と
考
え
た
一
〇
一
六
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
攻
撃
の
機
会
を
逸
し
た
こ
と
に
関
す
る

皇
后
ク
ニ
グ
ン
デ
へ
の
批
判
は
、
自
ら
の
意
見
が
聞
き
届
け
ら
れ
な
い
こ
と
へ

の
苛
立
ち
を
示
す
も
の
で
あ
る
（
第
七
巻
二
九
章
）。
一
〇
一

年
の
バ
ウ
ツ

ェ
ン
の
和
約
に
つ
い
て
は
、
承
服
出
来
ぬ
せ
い
で
あ
ろ
う
か
、
そ
も
そ
も
内
容

（ ）
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自
体
を
書
き
留
め
て
い
な
い
。『
年
代
記
』
か
ら
読
み
取
れ
る
帝
国
司
教
と
し

て
の
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
姿
は
、
行
動
的
な
政
治
家
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
や

や
冷
め
た
思
慮
深
い
観
察
者
の
そ
れ
に
近
い
と
言
え
る
。

三

小
規
模
で
経
済
的
に
も
貧
し
い
司
教
区
の
監
督
者
と
し
て
の
テ
ィ
ー
ト

マ
ル
が
、
最
も
心
を
砕
き
、
か
つ
落
胆
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
一
〇
〇
四
年
の
再

興
時
に
返
還
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
司
教
区
返
還
の
試
み
で
あ
っ
た
。
西
側

に
隣
接
す
る
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
司
教
は
、
一
〇
〇
四
年
の
再
興
時
に
、
百

フ
ー
フ
ェ
の
所
領
の
補
塡
と
引
き
替
え
に
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
の
城
塞
管
区

ブ
ル
ク
ヴ
ァ
ル
ト

を
返

還
し
た
。
し
か
し
、
ザ
ー
レ
川
以
西
の
司
教
区
は
引
き
渡
す
気
配
は
全
く
な
く
、

テ
ィ
ー
ト
マ
ル
も
当
初
か
ら
諦
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
満
足
の
い
く
結
果
を

得
た
の
は
、
南
側
の
ツ
ァ
イ
ツ
司
教
と
の
交
渉
の
み
で
あ
っ
た
。
難
航
し
た
の

は
、
恩
義
を
受
け
た
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
、
そ
れ
に
マ
イ
セ
ン
司
教
と
の
談

判
で
あ
る
。
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
が
『
年
代
記
』
に
お
い
て
自
ら
の
行
動
に
最
初
に

触
れ
た
の
は
、
登
位
か
ら
三
年
を
経
た
一
〇
一
二
年
五
月
の
こ
と
で
あ
る
。
司

教
区
返
還
に
関
す
る
記
事
は
、
実
に
計

箇
所
に
も
及
ぶ
（
第
六
巻
六
〇
、
六

二
、
六
九
、
七
九
、

一
章
、
第
七
巻
二
四
、
五
二
章
、
第

巻
二
〇
章
）。

し
か
し
、
一
〇
一

年
に
死
去
す
る
ま
で
の
五
年
間
に
収
め
た
成
果
は
、
テ
ィ

ー
ト
マ
ル
に
と
っ
て
は
到
底
納
得
出
来
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
確
か
に
、
ハ

イ
ン
リ
ヒ
は
以
後
、
彼
の
懇
請
に
対
し
繰
り
返
し
善
処
を
約
束
し
た
も
の
の
、

実
際
に
は
各
司
教
の
利
害
と
政
治
的
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
、
積
極
的
な
支
援

の
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
タ
ー
ギ
ノ
、
ヴ
ァ
ル
タ
ル
ト
の
両
大

司
教
と
の
交
渉
は
、
具
体
的
成
果
に
至
る
こ
と
な
く
両
者
の
相
次
ぐ
死
に
よ
り

先
送
り
と
な
っ
た
。
一
〇
一
五
年
に
は
、
よ
う
や
く
ゲ
ー
ロ
か
ら
四
つ
の

城
塞
管
区

ブ
ル
ク
ヴ
ァ
ル
ト

の
返
還
を
約
束
さ
れ
た
も
の
の
、
一
〇
一
七
年
に
は
、
皇
帝
の
頭
越

し
の
裁
定
に
よ
り
、
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
・
マ
イ
セ
ン
両
司
教
区
の
境
界
を
ム
ル

デ
川
と
定
め
ら
れ
、
二
つ
を
マ
イ
セ
ン
に
譲
渡
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

翌
一
〇
一

年
に
は
、
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
ヘ
ル
マ
ン
と
弟
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
二
世

と
の
領
有
争
い
が
激
化
し
、
武
力
衝
突
に
ま
で
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
る
。
そ

の
際
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
は
、
剣
で
は
な
く
ペ
ン
で
闘
う
こ
と
を
決
意
す
る
に
至

る
の
だ
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
後
程
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

四

以
上
の
二
点
に
対
し
て
、
そ
の
成
果
は
と
も
か
く
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
は
、

飽
く
こ
と
な
く
精
力
を
傾
注
し
続
け
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
司
牧
活
動
に
対
す

る
彼
の
関
心
は
、
相
当
低
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
も
と
よ
り
、
殉
教

死
さ
え
厭
わ
な
か
っ
た
プ
ラ
ハ
司
教
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
や
ク
ヴ
ェ
ー
ア
フ
ル
ト

の
ブ
ル
ー
ノ
の
よ
う
な
、
情
熱
的
な
使
命
感
と
大
胆
な
行
動
力
を
我
々
の
司
教

に
求
め
る
の
は
、
些
か
酷
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
司
教
区
内
に
も
多
数

存
在
し
た
ス
ラ
ヴ
系
の
異
教
徒
（
ソ
ル
ブ
族
）
に
対
す
る
伝
道
活
動
に
さ
え
、

彼
は
何
ら
積
極
的
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
で
は
、
初
代

司
教
ボ
ー
ゾ
（
第
二
巻
三
七
章
）、
第
三
代
ヴ
ィ
ク
ベ
ル
ト
（
第
六
巻
三
七
章
）

と
好
対
照
を
な
し
て
い
る
。
ス
ラ
ヴ
語
に
は
多
少
通
じ
て
い
た
も

（
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の
の
、
そ
の

知
識
を
活
用
し
た
の
は
、
人
名
・
地
名
に
関
す
る
知
的
な
語
源
解
釈
の
た
め
で

あ
っ
て
、
異
教
徒
に
向
け
た
福
音
の
言
葉
と
し
て
で
は
な
か
っ
た
。
テ
ィ
ー
ト

マ
ル
の
場
合
、
実
践
的
な
司
牧
者
と
い
う
側
面
よ
り
も
、
あ
く
ま
で
も
学
問
的

関
心
の
方
が
上
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
今
日
の
歴
史
学
に
と
っ
て
は
極
め

て
貴
重
な
）
ロ
ン
マ
ッ
チ
ュ
地
方
（
第
一
巻
三
章
）
や
神
殿
リ
ー
デ
ゴ
ス
ト

（
第
六
巻
二
三
章
以
下
）
に
お
け
る
異
教
祭
祀
に
関
す
る
、
冷
静
に
し
て
詳
細

な
叙
述
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
証
左
で
あ
る
。

テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
宗
教
的
目
的
意
識
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
拡
大
す
る
こ
と
よ

り
も
、
む
し
ろ
そ
の
信
仰
心
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ

故
、
彼
は
、
ま
だ
神
の
福
音
の
言
葉
に
触
れ
て
い
な
い
異
教
徒
に
対
し
て
よ
り

（ ）
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も
、
一
度
受
け
入
れ
た
は
ず
の
信
仰
を
棄
て
た
背
教
徒
、
特
に
リ
ュ
テ
ィ
チ
族

に
対
し
て
遥
か
に
厳
し
い
指
弾
を
浴
び
せ
る
の
で

（
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あ
る
。
こ
う
し
た
所
見
は
、

下
層
の
民
衆
に
対
す
る
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
か
な
り
冷
徹
な
眼
差
し
に
も
妥
当
す

る
。「
住
民
た
ち
は
、
滅
多
に
教
会
に
通
わ
な
い
し
、
監
督
者
を
訪
れ
る
こ
と

な
ど
全
く
気
に
も
留
め
て
お
ら
ぬ
の
だ
。
こ
の
者
た
ち
が
敬
う
の
は
、
家
の

神
々
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
大
い
な
る
助
け
を
授
け
て
く
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
、
生
贄
を
捧
げ
る
の
で
あ
る
」（
第
七
巻
六
九
章
）。
ザ
ク
セ
ン
貴
族
の

高
み
に
立
っ
た
エ
リ
ー
ト
司
教
の
口
か
ら
、
ダ
ヴ
ィ
デ
の
言
葉
を
知
ら
ぬ
「
愚

か
者
た
ち
」
に
向
け
た
、
心
か
ら
共
感
を
伴
っ
た
慈
悲
深
い
言
葉
が
発
せ
ら
れ

る
こ
と
は
な
い
。
小
さ
な
司
教
区
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
上
記
エ
ッ
ケ
ハ
ル

ト
家
兄
弟
と
の
抗
争
の
舞
台
に
な
っ
た
コ
ー
レ
ン
、
ロ
ホ
リ
ッ
ツ
を
初
め
て
訪

れ
た
の
は
、
実
に
登
位
一
〇
年
目
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
第

巻
二
一
章
）。

「
そ
れ
故
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
は
、
前
期
皇
帝
時
代
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
貴
族

的
帝
国
司
教
の
類
型
に
属
す
る
、
あ
ら
ゆ
る
長
所
と
短
所
を
兼
ね
備
え
た
人
間

で
あ
っ
た
と
言
え
る

男
性
的
、
賢
明
に
し
て
実
直
で
、
祖
国
を
愛
し
、
王

国
へ
の
奉
仕
に
弛
ま
ず
励
む
、
そ
の
本
質
に
お
い
て
敬
虔
な
、
し
か
し
同
時
に
、

高
慢
に
し
て
我
が
侭
で
、
自
ら
に
託
さ
れ
た
魂
の
救
済
に
心
を
砕
く
よ
り
も
、

む
し
ろ
そ
の
教
会
の
表
面
的
な
利
益
に
思
い
を
寄
せ
る
、
根
本
に
お
い
て
矛
盾

し
た
性
格
の
人
物
で
あ
っ
た
」（
シ
ュ
レ
ー
ジ
ン

（
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ガ
ー
）。
司
教
と
し
て
の
真
摯

な
責
任
感
に
満
た
さ
れ
た
彼
は
、
そ
れ
が
故
に
尚
更
、
現
実
と
の
乖
離
を
強
く

自
覚
し
、
そ
の
呵
責
の
念
と
常
に
葛
藤
し
続
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
自
責
の
念
に
、
誠
実
に
し
て
敬
虔
な
信
仰
心
と
そ
の
裏
返
し
と
し
て
の
罪

悪
観
を
加
え
た
時
、
初
め
て
我
々
は
、『
年
代
記
』
中
に
満
ち
溢
れ
る
自
ら
の

魂
の
救
済
へ
の
不
安
、
す
な
わ
ち
先
に
冒
頭
で
引
用
し
た
屈
折
し
た
「
自
画

像
」
の
一
端
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル

は
、
時
代
の
趨
勢
で
あ
る
修
道
院
改
革
に
対
し
て
二
度
に
亘
り
批
判
を
加
え
て

い
る
が
（
第
六
巻
二
〇
、
四
一
章
）、
こ
う
し
た
保
守
的
姿
勢
も
、
上
記
の
性

格
に
一
脈
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

【
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
死
】

一
〇
一

年
一
二
月
一
日
、
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
は
、
享
年
四
三
歳
で
死

去
し
た
。
彼
は
、
第
七
巻
三
三
章
で
、
亡
き
母
ク
ニ
グ
ン
デ
の
言
葉
と
し
て
、

自
ら
が
死
ぬ
の
は
「
月
曜
日
か
木
曜
日
」
と
の
予
言
を
書
き
留
め
て
い
た
が
、

奇
し
く
も
こ
の
日
は
月
曜
日
で
あ
っ
た
。
年
次
は
、『
ク
ヴ
ェ
ト
リ
ー
ン
ブ
ル

ク
編
年
誌
』
の
同
年
の
項
、
命
日
は
、『
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
死
者
祈
念
の
書
』

と
『
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
死
者
祈
念
の
書
』
に
書
き
留
め
ら

（
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れ
た
。
亡
骸
は
、
旧

メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
大
聖
堂
内
の
内
陣
に
埋
葬
さ
れ
た
。
彼
が
一
〇
一
五
年
五
月

一

日
に
自
ら
礎
石
を
据
え
た
（
第
七
巻
一
三
章
）、
新
大
聖
堂
が
後
継
司
教

ブ
ル
ー
ノ
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
、
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
も
列
席
し
て
献
堂
式
が
執

り
行
わ
れ
た
の
は
、
三
年
後
の
一
〇
二
一
年
一
〇
月
一
日
の
こ
と
で
あ
る
。
亡

骸
は
、
前
任
者
ボ
ー
ゾ
、
ヴ
ィ
ク
ベ
ル
ト
の
そ
れ
と
共
に
、
北
側
の
翼
廊
部
に

ま
と
め
て
移
葬
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
一
三
世
紀
（
？
）
に
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
個

人
の
た
め
に
新
た
な
石
棺
が
作
ら
れ
、
再
度
移
さ
れ
た
。
周
囲
に
刻
ま
れ
た
碑

文
は
、
そ
の
後
判
読
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
一
七
世
紀
に
由
来
す
る

記
録
に
よ
れ
ば
、
刻
印
さ
れ
て
い
た
の
は
次
の
銘
文
で
あ
っ
た
。

精
神
、
手
、
言
葉
を
も
っ
て
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
事
績
録
は
語
り
か
け
る

義ただ
し
き
こ
と
を
求
め
る
者
が
何
を
為
し
、
知
り
、
教
え
る
べ
き
か
を

石
棺
に
改
修
が
施
さ
れ
、
碑
文
も
改
め
て
刻
印
さ
れ
た
の
は
、
二
〇
一
四
年
の

（ ）
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こ
と
で

（
18
）

あ
る
。

二

『
年
代
記
』
の
成
立
過
程
、
各
稿
本
の
伝
承
状
況

【
成
立
過
程
】

第
一
巻
の
記
事
中
で
最
も
新
し
い
事
件
は
、
一
三
章
に
記
述
さ
れ
た
一
〇
一

二
年
一
月
及
び
一
一
月
の
出
来
事
で
あ
る
。
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
が
『
年
代
記
』
の

執
筆
に
勤
し
ん
だ
の
は
、
司
教
登
位
か
ら
三
年
を
経
た
こ
の
一
〇
一
二
年
の
秋

頃
か
ら
、
死
去
す
る
一
〇
一

年
の
九
月
ま
で
の
ほ
ぼ
六
年
間
で

（
19
）

あ
る
。
第
一

〜
三
巻
の
主
要
部
分
は
、
一
〇
一
二
年
秋
頃
に
着
手
さ
れ
、
一
〇
一
三
年
夏
に

は
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
た
。
完
成
間
際
の
第
三
巻
二

（
20
）

五
章
ま
で
達
し
た
時
点
で
、

ク
ヴ
ェ
ト
リ
ー
ン
ブ
ル
ク
女
子
修
道
参
事
会
か
ら
、
当
時
そ
の
執
筆
が
進
行
中

で
あ
っ
た
『
ク
ヴ
ェ
ト
リ
ー
ン
ブ
ル
ク
編
年
誌
』
の
写
本
（
少
な
く
と
も
七

一
年
〜
九
九

年
の
項
ま
で
を
記
載
）
と
、
一
〇
一
二
・
一
三
年
に
起
き
た
事

件
に
関
す
る
同
編
年
誌
の
覚
書
を
入
手
し
た
。
こ
の
材
料
を
基
に
、
そ
の
後
第

一
巻
一
九
章
〜
二

（
21
）

六
章
と
第
二
巻
三
四
章
〜
四
二
章
を
新
た
に
増
補
す
る
と
同

時
に
、
一
連
の
小
さ
な
追
記
を
各
所
に
自
ら
施
し
た
。
写
本
の
入
手
が
当
初
か

ら
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
第
九
葉
裏
か
ら
第
一
三
葉
表
の

頁
を
予
め
空

白
に
し
て
、
補
遺
の
た
め
に
確
保
し
て
お
い
た
こ
と
か
ら
解
る
（

第
一
巻
一

九
章
〜
二
六
章
）。
第
三
四
〜
四
二
葉
の
一

頁
（

第
二
巻
三
四
章
〜
四
二

章
）
は
、
新
た
に
分
冊
と
し
て
追
加
挿
入
さ
れ
た
。

第
四
巻
と
五
巻
は
、
一
〇
一
三
年
の
後
半
に
執
筆
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
九
九

年
ま
で
の
事
件
（
第
四
巻

〜
三
〇
章
）
に
つ
い
て
は
、『
ク
ヴ
ェ
ト
リ
ー

ン
ブ
ル
ク
編
年
誌
』
の
利
用
が
、
も
は
や
追
記
の
た
め
で
は
な
く
執
筆
と
同
時

並
行
で
進
め
ら
れ
た
。
な
お
、
第
四
巻
五
一
三
章
か
ら
一
五
章
前
半
ま
で
を
直

筆
で
記
し
た
第
五
六
葉
は
、
後
の
時
点
で
追
加
挿
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
、
五
五
〜
七
五
章
の
包
括
的
な
補
遺
は
、
追
記
で
は
な
く
、
五
四
章

ま
で
の
執
筆
終
了
後
に
直
ち
に
継
続
執
筆
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
六
巻
の

執
筆
は
、
一
〇
一
四
年
の
前
半
頃
で
、

二
〜

三
章
と

七
〜
九
一
章
で
は
、

一
〇
一
二
・
一
三
年
に
起
き
た
事
件
に
関
す
る
前
述
の
『
ク
ヴ
ェ
ト
リ
ー
ン
ブ

ル
ク
編
年
誌
』
覚
書
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
第
七
巻
と

巻
は
、
一
〇
一
四
年

後
半
か
ら
死
の
間
際
の
一
〇
一

年
の
九
月
頃
ま
で
の
四
年
間
に
、
事
件
と
ほ

ぼ
同
時
並
行
で
進
め
ら
れ
た
。
第
七
巻
七
五
章
で
は
、『
ク
ヴ
ェ
ト
リ
ー
ン
ブ

ル
ク
編
年
誌
』
の
七

一
年
の
項
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
最
後
の
第

巻
で
は
、

「
駆
け
め
ぐ
る
報
せ
が
、
私
に
新
た
な
記
述
の
材
料
を
も
た
ら
す
ま
で
の
間
」

（

章
）、
す
な
わ
ち
新
た
な
事
件
の
情
報
を
入
手
す
る
ま
で
の
間
を
利
用
し
て
、

個
人
的
な
回
顧
が
繰
り
返
し
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

【
自
筆
稿
と
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
本
】

一

『
年
代
記
』
は
、
当
時
の
作
品
と
し
て
は
、
極
め
て
稀
有
な
こ
と
で
あ

る
が
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
自
身
の
自
筆
稿
が
今
日
に
伝
承
し
て
い
る
（
在
ド
レ
ス

デ
ン
・
ザ
ク
セ
ン
州
立
図
書
館
、M

sc.
D
resd

en
 
R
.147

、
四
折
判
）。
こ
の

手
稿
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
史
上
、
最
古
の
自
筆
稿
に
属
す
る
」
も
の
で

（
22
）

あ
る
。
こ
の
僥
倖
の
お
か
げ
で
、
作
品
の
執
筆
経
過
を
か
な
り
詳
細
に
再
構
成

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
以
下
、
ま
ず
編
者
ホ
ル
ツ
マ
ン
の
解
題
（
一
九
三

五
年
）
に
よ
り
つ
つ
、
当
時
の
史
料
所
見
を
紹
介
す
る
。

自
筆
稿
の
筆
跡
分
析
に
よ
る
と
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
を
除
き
計

名
の
不
詳
の

書
き
手
た
ち
が
手
稿
の
作
成
に
従
事
し
て
い
た
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
順
に
表

示
す
る
と
Ａ
〜
Ｈ
）。
こ
の
う
ち
Ａ
と
Ｂ
の
両
名
の
割
合
が
突
出
し
て
高
い
。

手
稿
の
一
部
が
失
わ
れ
て
い
る
た
め
正
確
な
算
定
は
出
来
な
い
が
、
作
品
全
体

（ ）
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の
う
ち
、
Ａ
の
筆
跡
は
約
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
Ｂ
は
約
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
る
。
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
本
人
の
筆
跡
は
、
同
じ
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
の
地
で
成
立

し
た
『
ミ
サ
典
礼
書
』
及
び
『
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
死
者
祈
念
の
書
』
に
残
さ
れ

て
お
り
、『
年
代
記
』
と
の
比
定
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
分
析
結
果
に
よ
れ
ば
、

司
教
の
直
筆
部
分
は
、
約
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。
彼
は
、
こ
れ
ら
の
書

き
手
た
ち
に
対
し
、
ま
ず
文
言
を
口
述
し
、
一
部
は
書
写
用
の
草
稿
を
提
供
し

た
（
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
的
な
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
が
確
認
さ
れ
て
い
る
）。
そ
の
後
、

羊
皮
紙
に
書
き
留
め
ら
れ
た
文
章
を
、
最
終
的
に
加
筆
修
正
し
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
時
に
は
相
当
量
の
文
章
を
自
ら
筆
を
執
っ
て
書
き
記
し
て
い
る
（
例

え
ば
、
第
四
巻
一
三
〜
一
五
章
）。

も
っ
と
も
、
最
後
の
四
頁
（
第
一
九
一
葉
裏
〜
一
九
三
表

第

巻
三
〇

〜
三
四
章
）
に
つ
い
て
は
、
修
正
す
べ
き
箇
所
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
に
も

拘
わ
ら
ず
、
司
教
の
直
筆
は
も
は
や
見
い
出
さ
れ
な
い
。「
作
品
の
最
後
の
部

分
は
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
に
よ
っ
て
、
死
の
床
で
口
述
さ
れ
た
と
推
定
し
て
差
し

支
え
あ
る
ま
い
。
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
病
気
、
そ
し
て
そ
の
死
の
結
果
、
校
訂
に

は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
頁
を
書
き
留
め
た
書
き
手
Ｈ
は
、

そ
れ
ま
で
一
度
も
こ
の
仕
事
に
携
わ
っ
た
経
験
が
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
は
、
司

教
の
た
め
に
特
別
の
看
護
を
託
さ
れ
た
人
物
だ
っ
た
の
で
あ

（
23
）

ろ
う
」。

自
筆
稿
は
、
そ
の
後
も
司
教
教
会
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、

約
七
〇
年
の
時
を
経
た
一
〇
九
一
年
か
そ
の
後
間
も
な
く
、
叙
任
権
闘
争
で
ザ

ク
セ
ン
地
方
に
お
け
る
反
国
王
派
の
指
導
者
的
存
在
で
あ
っ
た
七
代
後
の
司
教

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
（
在
位
一
〇
五
九
｜
九
三
年
）
に
よ
っ
て
、
彼
が
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル

ク
近
郊
の
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
に
建
立
し
た
聖
ペ
ー
タ
ー
修
道
院
に
寄
贈
さ
れ
た
。

そ
の
際
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
、
自
筆
稿
の
欄
外
の
九
箇
所
に
「
聖
ペ
テ
ロ
へ
、
司

教
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
」
と
書
き
込
み
、
ま
た
二
箇
所
で
小
さ
な
修
正
を
施
し
た
。

さ
ら
に
一
二
世
紀
の
前
半
に
は
、
同
院
の
修
道
士
と
覚
し
き
二
人
の
書
き
手

（
Ｎ
、
Ｖ
）
が
筆
を
加
え
て
い
る
。
Ｎ
は
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
が
欄
外
や
行
間
に

追
記
し
た
文
言
を
、
よ
り
美
麗
な
筆
致
で
欄
外
の
上
部
か
下
部
に
改
め
て
書
き

直
す
と
と
も
に
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
直
筆
部
分
を
削
り
取
っ
た
。
転
記
は
、
基

本
的
に
原
文
に
忠
実
で
あ
る
が
、
三
箇
所
で
誤
記
し
て
い
る
（
第
二
巻
一
七
章
、

第
六
巻
五
二
章
、
第
七
巻
四
四
章
）。
書
き
直
し
箇
所
は
、
か
な
り
多
数
に
及

ぶ
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｎ
が
原
文
に
手
を
加
え
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
Ｖ
は

「
挿
入
者
（In

terp
o
la
to
r

）」
で
あ
り
、
行
間
に
新
た
に
単
語
を
書
き
加
え
て

い
る
。
た
だ
し
、
筆
跡
分
析
の
成
果
は
、
な
お
議
論
の
余
地
を
残
し
て

（
24
）

い
る
。

自
筆
稿
は
、
一
六
世
紀
に
至
る
ま
で
聖
ペ
ー
タ
ー
修
道
院
に
所
蔵
さ
れ
て

（
25
）

い
た
。
一
五
三
九
年
頃
に
は
、
ゲ
オ
ル
ク
・
シ
ュ
パ
ラ
テ
ィ
ン
（
一
四

四
｜

一
五
四
五
年
）
が
論
争
書
執
筆
の
目
的
で
同
院
か
ら
借
用
し
て
い
た
こ
と
が
、

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
（
一
四
九
七
｜
一
五
六
〇
年
）
の
書
簡
か
ら
確

認
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
一
四
世
紀
に
始
ま
る
同
院
の
衰
退
に
伴
い
、
保
存
状

態
は
悪
化
の
一
途
を
辿
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
本
来
の
二
〇
七
葉
の
う
ち
計

一
五
葉
は
こ
の
間
に
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
羊
皮
紙
の
上
部
や
端
に
も
一
部
欠
損

が
生
じ
て
し
ま

（
26
）

っ
た
。
一
五
六
二
年
、
宗
教
改
革
の
波
に
洗
わ
れ
た
同
院
は
解

散
と
な
り
、
建
物
は
破
壊
さ
れ
た
。
自
筆
稿
は
、
そ
れ
に
先
立
ち
メ
ー
ル
ゼ
ブ

ル
ク
司
教
教
会
の
図
書
館
に
貸
し
出
さ
れ
て
い
た
が
、『
年
代
記
』
に
関
心
を

も
っ
た
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
ア
ウ
グ
ス
ト
（
在
位
一
五
五
三
｜

六
年
）
の
命
で

一
五
六
三
年
、
当
時
ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ー
ン
家
の
歴
史
を
執
筆
中
の
マ
イ
セ
ン
の
歴

史
学
者
ゲ
オ
ル
ク
・
フ
ァ
ブ
リ
キ
ウ
ス
（
一
五
一
六
｜
七
一
年
）
の
便
宜
に
供

す
る
た
め
貸
与
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
、
フ
ァ
ブ
リ
キ
ウ
ス
は
、
こ
の
仕
事
の
た

め
に
『
ク
ヴ
ェ
ト
リ
ー
ン
ブ
ル
ク
編
年
誌
』
の
写
本
も
入
手
し
、
そ
の
写
し
を

作
成
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
結
果
的
に
は
今
日
に
伝
存
す
る
唯
一
の
写
本

（ ）
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（M
sc.

D
resd

en Q
.133

）
と
な

（
27
）

っ
た
。
選
帝
侯
は
ま
た
、『
年
代
記
』
の
刊
行

も
望
み
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
大
学
教
授
の
ラ
イ
ネ
ル
ス
・
ラ
イ
ネ
ッ
キ
ウ
ス

（
一
五
四
一
｜
九
五
年
）
と
、
後
に
「
ザ
ク
セ
ン
の
歴
史
学
の
樹
立
者
」
と
評

さ
れ
る
ペ
ト
ル
ス
・
ア
ル
ビ
ヌ
ス
（
一
五
四
三
｜
九

年
）
に
宛
て
、
一
五
七

四
年
（
？
）
に
送
付
さ
せ
て
い
る
。
コ
ー
デ
ク
ス
が
い
つ
ド
レ
ス
デ
ン
の
選
帝

侯
の
文
書
館
に
返
却
さ
れ
た
の
か
（
一
六
世
紀
あ
る
い
は
一
七
世
紀
前
半
？
）、

そ
れ
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
後
、
約
二
世
紀
半
以
上
の
時
を
経
て
、
最
終
的
に

ド
レ
ス
デ
ン
の
ザ
ク
セ
ン
王
立
図
書
館
へ
と
移
管
さ
れ
た
の
は
、
一

三
二
年

の
こ
と
で
あ
る
。
同
図
書
館
が
設
置
さ
れ
て
い
た
の
は
、
ツ
ヴ
ィ
ン
ガ
ー
宮
殿

向
か
い
の
日
本
宮
殿
内
で
あ
っ
た
。

二

以
上
の
自
筆
稿
の
欠
落
な
い
し
欠
損
部
分
は
、
幸
い
な
こ
と
に
「
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
本
」（
在
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
・
ベ
ル
ギ
ー
王
立
図
書
館N

o
.7503

7518

）
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
補
完
可
能
で
あ
る
。
自
筆
稿
は
、
一
一
二
〇
年
頃
に
コ

ル
ヴ
ァ
イ
修
道
院
に
貸
し
出
さ
れ
、
同
院
で
新
た
な
写
本
が
作
成
さ
れ
た
。
た

だ
し
、
こ
れ
は
忠
実
な
転
記
で
は
な
く
、
不
詳
の
コ
ル
ヴ
ァ
イ
修
道
士
は
、
文

章
表
現
の
ス
タ
イ
ル
に
全
般
的
な
改
訂
を
施
す
と
同
時
に
、
同
院
の
歴
史
に
関

す
る
長
文
の
記
事
を
随
所
に
挿
入
し
た
（
第
五
巻
一
九
章
、
第
七
巻
一
三
章
、

七
五
章
、
第

巻
三
四
章
）。
一
二
世
紀
半
ば
頃
、
東
ザ
ク
セ
ン
地
方
の
匿
名

の
聖
職
者
〞
ア
ナ
リ
ス
タ
・
サ
ク
ソ
〝
が
、
浩
瀚
な
『
王
国
年
代
記
』（
初
稿

一
一
四

〜
五
二
年
、
補
訂
稿
五
二
年
以
降
成
立
）
を
、
夥
し
い
数
の
史
料
を

材
料
に
編
纂
・
執
筆
す
る
際
に
利
用
し
た
の
は
、
こ
の
写
本
で
あ
る
。
手
稿
に

は
、
そ
の
後
も
コ
ル
ヴ
ァ
イ
修
道
院
に
お
い
て
追
記
が
書
き
込
ま
れ
続
け
た
が
、

今
日
に
は
伝
わ
っ
て
は
い
な
い
。

伝
存
す
る
の
は
、
一
四
世
紀
末
の
筆
跡
で
転
写
さ
れ
た
「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

本
」
で
あ
る
。
そ
の
成
立
事
情
は
不
詳
で
あ
る
が
、
一
六
一
二
年
に
パ
ー
ダ
ー

ボ
ル
ン
の
イ
エ
ズ
ス
会
学
校
に
寄
贈
さ
れ
、
一
七
世
紀
後
半
に
交
換
に
よ
っ
て
、

ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
（
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
）
の
ボ
ラ
ン
デ
ィ
ス
ト
の
図
書
館
の
所

有
に
帰
し
た
。
以
上
の
経
緯
は
、『
聖
人
行
伝
（A

cta
 
S
an
ctoru

m

）』
の
編

者
と
し
て
高
名
な
ダ
ニ
エ
ル
・
パ
ー
ペ
ブ
ロ
ホ
（
一
六
二

｜
一
七
一
四
年
）

が
、
コ
ー
デ
ク
ス
の
第
一
葉
に
記
し
た
注
記
か
ら
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
イ
エ

ズ
ス
会
が
解
散
さ
せ
ら
れ
た
後
は
、
同
図
書
館
の
他
の
手
稿
と
も
ど
も
一

二

七
年
、
上
記
の
王
立
図
書
館
に
移
管
さ
れ
た
。

三

自
筆
稿
は
、
ラ
イ
ネ
ッ
キ
ウ
ス
の
手
で
一
五

〇
年
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
で
刊
本
と
し
て
出
版
さ

（
28
）

れ
た
。
そ
の
欠
落
部
を
「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
本
」
で
補

充
し
た
最
初
の
刊
本
の
出
版
は
、
一
七
〇
七
年
で
あ
る
。
編
者
は
、
か
の
ゴ
ッ

ト
フ
リ
ー
ト
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
（
一
六
四
六
｜
一
七
一
六

年
）、
彼
に
「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
本
」
を
貸
与
し
た
の
は
、
上
記
パ
ー
ペ
ブ
ロ
ホ

で
あ

（
29
）

っ
た
（
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
一
七
一
〇
年
に
、『
ク
ヴ
ェ
ト
リ
ー
ン
ブ
ル
ク

編
年
誌
』
の
最
初
の
刊
本
も
出
版
し
て
い
る
）。「
モ
ヌ
メ
ン
タ
」
に
よ
る
文
献

実
証
主
義
に
基
づ
く
批
判
的
校
訂
本
は
、
ヨ
ハ
ン
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ン
・
ラ
ッ
ペ

ン
ベ
ル
ク
（
一

三
九
年
）
を
嚆
矢
と
し
、
筆
跡
分
析
に
重
点
を
置
い
た
フ
リ

ー
ド
リ
ヒ
・
ク
ル
ツ
ェ
（
一

九
年
）
を
経
て
、
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ホ
ル
ツ
マ

ン
（
一
九
三
五
年
）
に
至
る
。
模
範
的
と
も
言
え
る
校
訂
本
の
最
大
の
特
徴
は
、

自
筆
稿
と
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
本
を
左
右
見
開
き
頁
で
並
置
し
、
両
者
の
異
同
を
明

瞭
に
可
視
化
し
た
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
一
〇
年
後
の
一
九
四
五
年
二
月
一
三
／
一
四
日
、
ド
レ
ス
デ
ン
は
、
連

合
軍
の
大
空
襲
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
蒙
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
時
自
筆
稿

は
、
日
本
宮
殿
地
下
の
鋼
鉄
製
の
貴
重
書
庫
に
緊
急
移
管
さ
れ
て
い
た
。
焼
失

の
運
命
こ
そ
免
れ
た
も
の
の
、
約
一
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
大
量
の
水
に
長
時
間

浸
か
り
、
加
え
て
そ
の
後
の
混
乱
期
の
粗
雑
な
扱
い
も
災
い
し
て
、
数
葉
を
除

（ ）
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き
も
は
や
判
読
不
可
能
な
状
態
に
な
っ
て
し
ま

（
30
）

っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
既
に
一

九
〇
五
年
に
ザ
ク
セ
ン
州
、「
モ
ヌ
メ
ン
タ
」
他
の
協
力
で
、
当
時
の
最
先
端

の
技
術
を
駆
使
し
た
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
が
製
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
真
に
不

幸
中
の
幸
い
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
今
日
で
は
稀

本
に
属
す
る
同
書
は
、

現
在
ザ
ク
セ
ン
州
立
図
書
館
及
び
「
モ
ヌ
メ
ン
タ
」
の
各
Ｈ
Ｐ
で
公
開
さ
れ
、

研
究
者
の
利
用
に
供
さ
れ
て
い
る
。

【
各
稿
本
の
系
譜
関
係
】

以
上
、
ホ
ル
ツ
マ
ン
に
よ
る
自
筆
稿
と
「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
本
」
の
稿
本
の
系

譜
関
係
は
、
か
な
り
シ
ン
プ
ル
で
あ
り
、
後
者
に
は
、
主
と
し
て
前
者
の
欠
を

補
う
価
値
し
か
帰
せ
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
で
は
、

も
う
一
つ
〞
オ
リ
ジ
ナ
ル
〝
の
稿
本
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
視
さ

れ
て
お
り
、「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
本
」
の
再
評
価
が
唱
え
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

既
に
一
九
五
七
年
、
フ
ィ
ッ
カ
ー
マ
ン
は
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
癖
の
あ
る
ラ

テ
ン
語
表
記
を
、
ホ
ル
ツ
マ
ン
が
古
典
ラ
テ
ン
語
の
規
範
に
則
し
て
過
度
に
校

訂
・
修
正
し
た
こ
と
を
批
判
し
て

（
31
）

い
た
。
し
か
し
、
よ
り
根
本
的
な
修
正
の
必

要
性
を
初
め
て
主
張
し
た
の
は
、
ホ
フ
マ
ン
の
一
九
九
三
年
の
鋭
利
な
テ
ク
ス

ト
批
判
研
究
で

（
32
）

あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
本
」
の
範
本
と
な

っ
た
コ
ル
ヴ
ァ
イ
手
稿
に
見
え
る
文
章
表
現
の
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
改
訂
箇
所

の
大
半
（
計

一
箇
所
）
は
、
コ
ル
ヴ
ァ
イ
修
道
士
で
は
な
く
、
晩
年
の
テ
ィ

ー
ト
マ
ル
自
身
の
手
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。
司
教
は
、
最
晩
年
の
一
〇
一

七
／
一

年
に
、
自
筆
稿
の
写
本
を
作
成
さ
せ
、
そ
の
際
に
上
記
の
改
訂
を
自

ら
施
し
た
。
写
本
作
成
の
目
的
は
、『
年
代
記
』
の
被
献
呈
者
で
、
校
閲
を
求

め
た
弟
の
聖
ヨ
ハ
ネ
ス
修
道
院
長
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
（
第
一
巻
序
詩
）
に
提
供

す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
一
一
二
〇
年
頃
に
写
本
作
成
の
た
め
コ
ル
ヴ
ァ
イ
に
も

た
ら
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
改
訂
稿
で
あ
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る

。

そ
れ
に
先
立
つ
一
九
七
一
年
、
ア
メ
リ
カ
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ

ツ
ビ
ル
の
個
人
蔵
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、『
年
代
記
』
の
写
本
断
片
一

葉
が
発
見
さ
れ
て

（
33
）

い
た
。
一
九
九
四
年
に
は
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
ゴ
ー
タ
研

究
図
書
館
か
ら
、
二
葉
の
断
片
の
発
見
の
報
が
続

（
34
）

い
た
。
当
時
〞
ア
ナ
リ
ス

タ
・
サ
ク
ソ
〝
の
新
校
訂
版
を
準
備
し
て
い
た
ナ
ス
は
、
一
九
九
六
年
、
今
や

自
筆
稿
（
Th 1a
）、「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
本
」（
Ｂ
）
に
加
え
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ツ
ビ

ル
断
片
（
Ch
）、
ゴ
ー
タ
断
片
（
Ｇ
）
の
計
四
点
に
増
え
た
『
年
代
記
』
稿

本
・
断
片
と
、『
王
国
年
代
記
』
の
テ
キ
ス
ト
を
相
互
に
厳
密
に
比

し
、
次

の
系
譜
関
係
を
再
現
す
る
こ
と
に
成
功

（
35
）

し
た
。

テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
自
筆
改
訂
稿
（
Th 1b
、
伝
存
せ
ず
）
は
、
一
一
二
〇
年
頃

に
コ
ル
ヴ
ァ
イ
に
も
た
ら
さ
れ
、
写
本
（
Th 2a
、
伝
存
せ
ず
）
が
作
成
さ
れ
る

と
同
時
に
数
々
の
挿
入
が
加
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
後
に
二
系
統
に
分
枝
し
た
。

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ツ
ビ
ル
と
ゴ
ー
タ
の
二
点
の
断
片
は
、
一
二
世
紀
の
第
三
・
三
半

世
紀
に
コ
ル
ヴ
ァ
イ
で
作
成
さ
れ
た
同
一
の
写
本
の
一
部
で
あ
る
。
他
方
、

〞
ア
ナ
リ
ス
タ
・
サ
ク
ソ
〝
が
一
一
四

〜
五
二
年
に
用
い
た
の
は
、
一
二
世

紀
前
半
に
作
成
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
写
本
（
Th
 
2b
、
伝
存
せ
ず
）
で
あ
り
、

「
ブ
リ
ュ
ッ
セ

（
36
）

ル
本
」
も
そ
こ
か
ら
、
あ
る
い
は
更
な
る
写
本
を
経
て
派
生
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
と
コ
ル
ヴ
ァ
イ
の
間
の
約
二
百
キ
ロ
を

結
ぶ
媒
介
者
と
な
っ
た
の
は
、
か
つ
て
聖
ペ
ー
タ
ー
修
道
院
長
（
在
位
一
〇
九

六
｜
一
一
〇
七
年
）
の
地
位
に
あ
っ
た
コ
ル
ヴ
ァ
イ
修
道
院
長
エ
ル
ケ
ン
ベ
ル

ト
（
在
位
一
一
〇
七
｜
二

年
）
で
あ
っ
た
と
推
定
さ

（
37
）

れ
る
。

も
と
よ
り
、
以
上
の
研
究
を
も
っ
て
す
べ
て
が
解
明
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。

「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
本
」
が
伝
え
る
自
筆
稿
と
の
相
違
箇
所
が
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル

（
Th 1b
）
と
コ
ル
ヴ
ァ
イ
（
Th 2a
）
の
い
ず
れ
に
由
来
す
る
か
に
つ
い
て
は
、

（ ）
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ホ
フ
マ
ン
と
他
の
研
究
者
の
間
で
一
部
意
見
の
相
違
が
見
ら

（
38
）

れ
る
。

【
受
容
史
】

「
こ
の
年
代
記
の
受
容
の
歴
史
は
、
稀
有
な
程
に
僅
か
で
あ
る
。・
・
・
人
は
、

中
世
全
体
を
通
じ
て
こ
の
書
物
を
唯
の
一
度
し
か
書
写
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
を

読
む
こ
と
は
稀
で
、
利
用
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
っ
た
」。「
こ
の
浩
瀚
な

書
物
」
に
対
す
る
関
心
の
低
さ
は
、「
文
学
上
の
分
類
に
適
合
せ
ず
、
取
り
上

げ
る
話
題
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
、
形
式
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
規
則
を
無
視

し
て
い
る
」
こ
と
に
起
因

（
39
）

す
る
。

近
年
下
さ
れ
た
こ
の
評
価
は
、
あ
ま
り
に
も
単
純
す
ぎ
る
と
の
誹
り
を
逃
れ

ら
れ
な
い
。
伝
存
手
稿
の
数
は
、
上
述
の
よ
う
に
三
点
、
そ
の
存
在
が
確
実
視

さ
れ
る
手
稿
も
、
同
じ
く
三
点
を
数
え
る
。
さ
ら
に
、
も
う
一
点
が
、
一
五
一

六
年
に
ハ
レ
近
郊
の
ノ
イ
ヴ
ェ
ル
ク
修
道
参
事
会
に
存
在
し
て
い
た
と
推
定
さ

（
40
）

れ
る
。

『
年
代
記
』
の
後
半
で
、
自
身
も
登
場
す
る
ユ
ト
レ
ヒ
ト
司
教
ア
ー
ダ
ル
ボ

ル
ト
（
在
位
一
〇
一
〇
｜
二
六
年
）
は
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
一

〇
一
四
〜
二
四
年
の
間
に
執
筆
し
た
『
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世
伝
』
に
お
い
て
、

早
く
も
『
年
代
記
』
を
用
い
、
書
写
に
近
い
程
に
そ
の
叙
述
に
大
幅
に
依
拠
し

て
（
41
）

い
た
。
同
じ
く
後
半
で
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世
の
寵
臣
と
し
て
頻
繁
に
登
場
す
る

マ
イ
ン
ヴ
ェ
ル
ク
の
伝
記
、『
パ
ー
ダ
ー
ボ
ル
ン
司
教
マ
イ
ン
ヴ
ェ
ル
ク
伝
』

（
一
一
六
五
年
頃
成
立
）
も
、
一
五
章
で
『
年
代
記
』
第

巻
二
四
〜
二
六
章

を
利
用
し
て

（
42
）

い
る
。

『
年
代
記
』
が
、
特
に
読
者
の
関
心
を
大
い
に
惹
い
た
の
は
、
予
想
さ
れ
る

よ
う
に
東
ザ
ク
セ
ン
地
方
で
あ
る
。
一
一
世
紀
〜
一
六
世
紀
初
頭
の
間
に
『
年

代
記
』
を
利
用
し
た
歴
史
叙
述
作
品
が
、
少
な
く
見
積
も
っ
て
も
一
九
点
存
在

（ ）
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す
る
と
い
う
事
実
が
、
そ
の
こ
と
を
如
実
に
語
っ
て

（
43
）

い
る
。
一
例
の
み
を
挙
げ

る
な
ら
ば
、
一
二
世
紀
半
ば
の
〞
ア
ナ
リ
ス
タ
・
サ
ク
ソ
〝
の
場
合
、『
年
代

記
』
全
四
三
〇
章
の
う
ち
実
に
三
七
四
章
を
利
用
し
て
お
り
、
そ
れ
は
『
王
国

年
代
記
』
の
テ
キ
ス
ト
全
体
の
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
こ
の
割
合
は
、

オ
ッ
ト
ー
朝
期
後
半
の
九
六
七
〜
一
〇
一

年
に
限
る
な
ら
ば
、
実
に
七
七
パ

ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
。「
彼〔

テ
ィ
ー
ト
マ
ル
〕
の
『
年
代
記
』
は
、
ザ
ク
セ

ン
の
歴
史
叙
述
に
お
い
て
、
オ
ッ
ト
ー
朝
期
に
関
し
て
最
も
頻
繁
に
利
用
さ
れ

た
史
料
と
言
え
る
」（

（
44
）

ナ
ス
）。

な
お
、
第

巻
一
三
章
で
言
及
さ
れ
た
、
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
教
会
の
権
益
・

財
産
を
記
録
し
た
「
殉
教
者
目
録
」
は
、
残
念
な
が
ら
そ
の
後
失
わ
れ
伝
存
し

な
い
。
ヴ
ァ
ル
ベ
ッ
ク
の
院
長
時
代
の
短
詩
が
最
近
年
再
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、

先
に
紹
介
し
た
通
り
で
あ
る
。

三

『
年
代
記
』
の
主
要
資
史
料

【
古
典
作
品
】

テ
ィ
ー
ト
マ
ル
は
、「
ザ
ク
セ
ン
の
キ
ケ
ロ
」（
ク
ヴ
ェ
ー
ア
フ
ル
ト
の
ブ
ル

（
45
）

ー
ノ
）
と
呼
ば
れ
た
オ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
礎
を
築
か
れ
、
当
時
帝
国
随
一
の

司
教
座
聖
堂
付
属
学
校
と
し
て
盛
名
を
馳
せ
た
マ
ク
デ
ブ

（
46
）

ル
ク
で
、
九
九
〇
年

以
降
学
問
を
授
け
ら
れ
た
。
教
師
は
、
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
、
次
い
で
ゲ
ッ
ド
ー
で

あ
り
、
同
門
に
は
、
ブ
ル
ー
ノ
の
他
に
も
後
年
の
マ
イ
セ
ン
司
教
ア
イ
ト
、
ミ

ュ
ン
ス
タ
ー
司
教
ズ
イ
ト
ガ
ー
ら
が
い
た
。
そ
の
成
果
は
、『
年
代
記
』
に
お

け
る
引
用
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

「
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
引
用
は
、
相
当
高
度
な
教
養
の
証
し
と
な
る
。
新
旧
約

聖
書
と
並
ん
で
、
特
に
ラ
テ
ン
語
古
典
作
品
が
好
ん
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
頻
度
が
最
も
高
い
の
は
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
〔
二
二
〕
と
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
〔
二

〇
〕
で
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
〔
三
〕、
ペ
ル
シ
ウ
ス
〔
四
〕、
ル
ー
カ
ー
ヌ
ス

〔
五
〕
も
複
数
回
引
用
さ
れ
る
。
少
な
い
の
は
、
テ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
〔
一
〕、
パ

ピ
ニ
ウ
ス
・
ス
タ
テ
ィ
ウ
ス
〔
一
〕、
マ
ル
テ
ィ
ア
リ
ス
〔
二
〕、
ユ
ウ
ェ
ナ
ー

リ
ス
〔
一
〕、
マ
ク
ロ
ビ
ウ
ス
〔
三
〕、
そ
れ
に
い
わ
ゆ
る
『
カ
ト
ー
語
録
』

〔
二
〕
で
あ
る
。
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
作
品
で
は
プ
ル
デ
ン
テ

ィ
ウ
ス
〔
一
〕、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
〔
二
〕、
大
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
〔
七
〕、

セ
ヴ
ィ
ー
リ
ャ
の
イ
シ
ド
ー
ル
ス
〔
二
〕
を
知
っ
て
い
た

（
47
）

・
・
・
」（
括
弧
内

の
引
用
回
数
は
、
訳
者
に
よ
る
付
加
）。
し
か
し
な
が
ら
、
ホ
ル
ツ
マ
ン
が
列

記
し
た
利
用
作
品
の
数
は
、
そ
の
後
の
研
究
に
よ
っ
て
特
に
キ
リ
ス
ト
教
作
品

に
つ
い
て
相
当
減
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な

（
48
）

っ
た
。

リ
ッ
ペ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
プ
ル
デ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
唯
一
の
箇
所
（
第
四
巻
四

七
章
）
は
、
ス
タ
テ
ィ
ウ
ス
に
由
来
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
イ
シ
ド
ー

ル
ス
か
ら
の
引
用
は
、
第
一
巻
二
四
章
の
み
で
あ
る
。
第
二
巻
四
章
の
象
徴
と

し
て
の
Ｙ
の
言
説
は
、
当
時
広
く
流
布
し
て
お
り
、
ペ
ル
シ
ウ
ス
か
ら
も
引
用

可
能
で
あ
る
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
か
ら
の
二
箇
所
（
第
六
巻
二
一
章
、
第
七

巻
四
一
章
）
に
つ
い
て
も
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
が
こ
の
最
大
の
教
父
の
作
品
を
読

ん
で
い
た
こ
と
は
疑
問
視
さ
れ
て

（
49
）

い
る
。
古
典
ラ
テ
ン
文
学
作
品
に
つ
い
て
も
、

修
辞
的
表
現
の
僅
か
な
類
似
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
作
家
（
ペ
ル
シ
ウ
ス
、
オ
ウ

ィ
デ
ィ
ウ
ス
、
ス
タ
テ
ィ
ウ
ス
、
マ
ル
テ
ィ
ア
リ
ス
、
テ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
、
ユ

ウ
ェ
ナ
ー
リ
ス
）
に
つ
い
て
は
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
に
よ
る
精
読
の
成
果
で
は
な

く
、
抜
粋
集
等
の
学
校
で
の
文
法
・
修
辞
法
の
授
業
教
材
に
由
来
す
る
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
他
に
も
ホ
ル
ツ
マ
ン
は
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル

に
よ
る
『
囚
人
の
脱
出
』
の
利
用
を
推
定
し
て
い
た
が
、
今
日
で
は
後
世
（
一

〇
四
〇
年
代
頃
？
）
の
成
立
と
推
定
さ
れ
て

（
50
）

い
る
。

（ ）
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【
中
世
の
歴
史
書
】

「
私
を
非
難
せ
ぬ
よ
う
望
む
、
も
し
こ
の
書
物
に
事
実
と
違
う
こ
と
が
、
あ

る
い
は
欠
落
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
証
人
の
数
は
僅
か
し
か
お
ら
ぬ
の
だ
か

ら
」

第
一
巻
序
詩
で
自
ら
告
白
し
て
い
る
よ
う
に
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
が
参

看
し
え
た
中
世
の
文
献
史
料
の
数
は
、
か
な
り
限
定
さ
れ
て
い
た
。
第
一
、
二

巻
の
主
た
る
情
報
源
と
な
っ
た
の
は
、
コ
ル
ヴ
ァ
イ
の
ヴ
ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト
『
ザ

ク
セ
ン
人
の
事
績
』（
初
稿
九
六
七
／

年
、
献
呈
稿
六

年
、
補
訂
稿
七
三

年
以
降
成
立
）
で
あ
る
。
他
に
は
、
散
発
的
な
が
ら
次
の
作
品
の
利
用
が
推
定

さ
れ
る
。
ノ
ヴ
ァ
ラ
の
ス
テ
フ
ァ
ノ
（
九

五
年
以
降
歿
）
の
『
聖
キ
リ
ア
ン

受
難
伝
（
改
訂
版
）』（
九
六
〇
年
代
成
立
、
第
一
巻
四
章
）、
ル
オ
ト
ガ
ー

『
ケ
ル
ン
大
司
教
ブ
ル
ー
ノ
伝
』（
九
六
七
〜
六
九
年
、
第
二
巻
二
三
章
）、
ゲ

ー
ア
ハ
ル
ト
『
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
司
教
聖
ウ
ル
リ
ヒ
伝
』（
九

二
〜
九
三
年

頃
、
第
一
巻

章
）、『
王
妃
マ
テ
ィ
ル
デ
伝
（
新
編
）』（
一
〇
〇
二
／
〇
三
年

頃
、
第
一
巻
二
一
章
、
第
二
巻
一

章
）。

さ
ら
に
、
第
一
巻
〜
四
巻
ま
で
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
よ
う
に
『
ク

ヴ
ェ
ト
リ
ー
ン
ブ
ル
ク
編
年
誌
』
が
全
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ヴ
ィ
ド
ゥ

キ
ン
ト
『
ザ
ク
セ
ン
人
の
事
績
』
に
は
、
一
切
の
年
次
記
載
が
欠
け
て
お
り
、

テ
ィ
ー
ト
マ
ル
は
、
事
件
記
事
の
み
な
ら
ず
正
確
な
年
次
・
命
日
等
を
提
供
す

る
編
年
誌
を
、
執
筆
に
際
し
て
利
用
に
供
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ

る
。
彼
は
、
少
年
期
の
一
二
歳
（
九

七
年
）
ま
で
、
ク
ヴ
ェ
ト
リ
ー
ン
ブ
ル

ク
女
子
修
道
参
事
会
に
滞
在
す
る
父
の
母
方
の
叔
母
エ
ム
ニ
ル
デ
の
元
で
養
育

さ
れ
て
お
り
（
第
四
巻
一
六
章
）、
同
院
の
知
己
に
対
し
、
写
本
の
送
付
を
か

ね
て
よ
り
要
請
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
同
編
年
誌
は
、
九
九

一
年
の
項
で
エ
ム
ニ
ル
デ
の
死
去
に
つ
い
て
書
き
留
め
て
い
る
。

一
〇
一
三
年
後
半
に
入
手
し
た
の
は
、
少
な
く
と
も
七

一
年
〜
九
九

年

の
項
ま
で
を
記
載
し
た
写
本
と
、
一
〇
一
二
・
一
三
年
に
起
き
た
事
件
に
関
す

る
覚
書
で
あ
る
。
同
編
年
誌
の
一
〇
〇
二
年
の
項
以
前
の
記
事
の
大
部
分
は
、

他
の
諸
編
年
誌
、
特
に
『
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
大
編
年
誌
（A

n
n
ales

 
H
ild
es-

h
eim

en
ses m

aiores

）』（
伝
存
せ
ず
）
に
依
拠
し
て
お
り
、
同
時
代
の
一
〇

〇
七
年
ま
で
の
項
も
含
め
、
一
〇
〇

年
頃
に
一
挙
に
執
筆
さ
れ
た
と
推
定
さ

れ
る
。
一
〇
〇

〜
一
〇
一
五
年
ま
で
の
項
は
、
事
件
と
ほ
ぼ
同
時
並
行
で
継

続
執
筆
さ
れ
た
。
一
〇
一
二
・
一
三
年
に
起
き
た
事
件
に
関
す
る
覚
書
は
、
ま

だ
完
成
し
て
は
い
な
い
草
稿
段
階
の
記
述
の
写
し
で
あ
っ
た
と
推
定
さ

（
51
）

れ
る
。

テ
ィ
ー
ト
マ
ル
が
利
用
し
た
の
は
、
全
三

章
（
な
い
し
四
一
章
）、
計
四
五

箇
所
（
四
六
箇
所
）
に

（
52
）

及
ぶ
。
最
終
的
に
は
一
〇
三
〇
年
ま
で
継
続
さ
れ
た

『
ク
ヴ
ェ
ト
リ
ー
ン
ブ
ル
ク
編
年
誌
』
の
著
者
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
今

も
な
お
不
明
で
あ
る
（
男
か
女
か
、
単
独
か
複
数
か
？
）。

な
お
、
こ
の
他
に
も
、
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
司
教
教
会
の
記
述
に
つ
い
て

は
、
一
二
〇
九
年
ま
で
段
階
的
に
成
立
し
た
『
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
司
教
事

績
録
』
の
最
古
の
部
分
（
九
九
二
〜
九
六
年
成
立
）
を
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
が
利
用

し
た
と
の
推
定
が
か
ね
て
よ
り
提
起
さ
れ
て

（
53
）

き
た
。
し
か
し
、
そ
の
妥
当
性
は
、

今
日
で
は
斥
け
ら
れ
て

（
54
）

い
る
。

【
死
者
祈
念
の
書
】

「『
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
死
者
祈
念
の
書
』
は
、
中
世
の
死
者
祈
念
を
伝
え
る
史

料
の
中
で
、
疑
い
の
余
地
な
く
最
も
著
名
な
史
料
の
一
つ
に
属
す
る
」（
ア
ル

ト
（
55
）

ホ
フ
）。
幸
い
な
こ
と
に
原
本
が
、
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
の
大
聖
堂
図
書
館
所

蔵
の
コ
ー
デ
ッ
ク
ス
（D

o
m
stiftsb

ib
lio
th
ek M

erseb
u
rg
,
C
o
d
ex 129

、

フ
ォ
リ
オ
判
）
の
第
一
葉
（
表
）
か
ら
第

葉
（
表
）
と
し
て
今
日
に
伝
わ
っ

（ ）
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て
い
る
。
た
だ
し
、
本
来
の
全
一
〇
葉
の
う
ち
最
初
の
二
葉
（
一
月
一
日
〜
三

月
一
六
日
）
は
失
わ
れ
て
お
り
、
伝
存
し
て
い
る
の
は
、
三
月
一
七
日
以
降
の

命
日
記
載
の
み
で
あ
る
。
編
者
ア
ル
ト
ホ
フ
の
包
括
的
研
究
に
よ
れ
ば
、
本
来

は
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
地
方
の
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
修
道
院
で
作
成
さ
れ
た
聖
人

祝
日
表
で
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世
に
よ
っ
て
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
教
会
に
寄
進
さ
れ

た
。
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
は
、
第
六
巻
一
〇
二
章
で
「
黄
金
と
象
牙
製
の
板
で
装
飾

さ
れ
た
福
音
書
」
に
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、『
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
死
者

祈
念
の
書
』
と
し
て
転
用
さ
れ
た
手
書
本
を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
コ

ー
デ
ク
ス
の
表
紙
（
及
び
最
初
の
二
葉
）
が
強
引
に
剥
ぎ
取
ら
れ
て
い
る
状
況

も
、
そ
れ
が
豪
華
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て

（
56
）

い
る
。

テ
ィ
ー
ト
マ
ル
個
人
と
オ
ッ
ト
ー
朝
家
の
記
念
祈
禱

メ
モ
リ
ア

を
伝
え
る
こ
の
貴
重
な

史
料
の
成
立
は
、『
年
代
記
』
の
執
筆
と
一
部
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
は
一
〇
一
六
／
一
七
年
頃

正
確
に
は
一
〇
一
七

年
五
月
二
二
日
以
前

、
こ
の
聖
人
祝
日
表
に
自
ら
の
親
族
、
マ
ク
デ
ブ
ル

ク
司
教
座
聖
堂
参
事
会
の
修
道
兄
弟
（con
frater

）、
同
僚
司
教
、
ヴ
ァ
ル
ベ

ッ
ク
の
院
長
た
ち
の
命
日
を
ま
と
め
て
書
き
込
ま
せ
た
（
第
一
次
記
載
）。
さ

ら
に
、
そ
の
数
は
僅
か
だ
が
、
新
た
な
死
者
の
命
日
の
報
が
伝
わ
る
と
、
そ
の

後
も
随
時
記
録
さ
せ
た
（
第
二
次
記
載
）。
と
こ
ろ
が
、
一
〇
一
七
／
一

年

頃

正
確
に
は
一
〇
一
七
年
九
月
一
九
日
〜
一
〇
一

年
四
月

日
の
間

、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
、
そ
れ
ま
で
ク
ヴ
ェ
ト
リ
ー
ン
ブ
ル
ク
女
子
修
道
参
事

会
で
管
理
さ
れ
て
い
た
オ
ッ
ト
ー
朝
家
の
構
成
員
、
帝
国
司
教
に
関
す
る
命
日

の
記
録
を
、
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
の
地
へ
と
も
た
ら
し
た
（
補
充
部

（E
rg
a
n
zu
n
g
ssch

ich
t

））。
そ
れ
は
、
先
行
す
る
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
個
人
の
記

録
と
合
体
さ
れ
、
こ
こ
に
性
格
の
異
な
る
二
層
か
ら
構
成
さ
れ
、
七
百
名
以
上

の
死
者
の
命
日
を
記
載
し
た
独
自
の
「
死
者
祈
念
の
書

ネ
ク
ロ
ロ
ー
グ

」
が
成
立
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
来
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
個
人
の
「
メ
モ
リ
ア

（M
em
oria

）」
の
性
格
が
濃
厚
な
同
書
は
、
そ
れ
故
一
〇
一

年
一
二
月
一

日
の
司
教
の
死
去
を
も
っ
て
、
そ
の
記
載
に
事
実
上
終
止
符
が
打
た
れ
る
こ
と

に
な

（
57
）

っ
た
。

こ
の
二
層
構
成
の
故
に
、「
死
者
祈
念
の
書
」
と
し
て
は
異
例
な
記
載
も
見

い
出
さ
れ
る
。
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
司
教
叙
階
日
（
四
月
二
四
日
（

（
58
）

直
筆
）

『
年
代
記
』
第
六
巻
四
〇
章
）
は
第
一
次
記
載
、
皇
后
ア
ー
デ
ル
ハ
イ
ト
が
九

五
一
年
に
イ
タ
リ
ア
国
王
ベ
レ
ン
ガ
ー
リ
オ
に
よ
っ
て
捕
縛
・
解
放
さ
れ
た
日

（
四
月
二
〇
日
、

月
二
〇
日

第
二
巻
五
章
）、
九
五
五
年
の
レ
ヒ
フ
ェ
ル
ト

に
お
け
る
オ
ッ
ト
ー
一
世
の
勝
利
（

月
一
〇
日

第
二
巻
一
〇
章
）、
ハ
イ

ン
リ
ヒ
二
世
の
誕
生
日
（
五
月
六
日
（
直
筆
）

第
六
巻
六
〇
章
）
は
、
補
充

部
の
独
自
の
性
格
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
辺
境
伯
ゲ
ー

ロ
一
世
（
九
六
五
年
歿
）
と
そ
の
息
子
た
ち
の
名
が
欠
け
て
い
る
こ
と
は
、
ゲ

ー
ロ
家
と
オ
ッ
ト
ー
一
世
と
の
対
立
関
係
を
推
定
せ
し
め
る
の
で

（
59
）

あ
る
。

『
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
死
者
祈
念
の
書
』
と
『
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
死
者
祈
念
の
書
』

に
つ
い
て
も
一
言
し
て

（
60
）

お
く
。
前
者
（
原
本
）
は
、
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
タ

ー
ギ
ノ
の
イ
ニ
シ
ァ
チ
ブ
で
、
同
司
教
座
聖
堂
参
事
会
に
お
い
て
一
〇
〇
九
年

に
作
成
さ
れ
た
。
主
と
し
て
聖
堂
参
事
会
の
歴
代
修
道
兄
弟

そ
の
中
に
は

テ
ィ
ー
ト
マ
ル
も
含
ま
れ
る

と
そ
の
親
族
、
教
会
関
係
者
の
命
日
を
記
載

し
て

（
61
）

い
る
。

後
者
は
、
ザ
ク
セ
ン
大
公
家
門
の
ビ
ル
ン
グ
家
の
家
修
道
院
で
あ
る
リ
ュ
ー

ネ
ブ
ル
ク
の
聖
ミ
カ
エ
ル
修
道
院
に
由
来
す
る
。
一
二
二
〇
年
代
に
作
成
さ
れ

た
写
本
に
は
、
そ
の
後
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ン
家
統
治
下
の
一
五
世
紀
半
ば
ま
で
、
夥

し
い
数
の
人
名
が
記
載
さ
れ
続
け
た
。
一
貴
族
家
門
の
「
死
者
祈
念
の
書

ネ
ク
ロ
ロ
ー
グ

」
と

し
て
の
性
格
の
故
に
、『
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
死
者
祈
念
の
書
』
の
補
充
部
と
は

（ ）
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対
照
的
に
、
時
に
は
オ
ッ
ト
ー
朝
王
家
と
鋭
く
対
立
し
た
ビ
ル
ン
グ
家
と
そ
の

周
辺
の
人
々
の
名
が
多
々
書
き
留
め
ら
れ
て

（
62
）

い
る
。
オ
ッ
ト
ー
一
世
期
で
は
、

度
重
な
る
叛
乱
の
指
導
者
で
あ
っ
た
ヴ
ィ
ヒ
マ
ン
二
世
・
エ
ク
ベ
ル
ト
兄
弟

（
第
二
巻
六
、
一
二
、
一
三
章
）
が
眼
を
惹
く
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世
期
に
な
る

と
、
国
王
の
東
方
政
策
に
批
判
的
な
ザ
ク
セ
ン
の
親
ポ
ー
ラ
ン
ド
派
貴
族
の
代

表
格
で
あ
る
大
公
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
と
、
幾
重
に
も
張
り
巡
ら
さ
れ
た
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
家
、
辺
境
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ヴ
ァ

イ
ン
フ
ル
ト
他
）
の
拡
が
り
が
、
色
濃
く
投
影
さ
れ
て
い
る
。
特
徴
的
な
こ
と

に
、「
国
家
の
敵
」（
第
七
巻
五
一
章
）
で
あ
る
は
ず
の
ボ
レ
ス
ワ
フ
の
命
日
が

記
載
さ
れ
る
一
方
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ク
ニ
グ
ン
デ
夫
妻
の
名
は
見
い
出
さ
れ
な

い
。
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
も
、
こ
う
し
た
ザ
ク
セ
ン
人
貴
族
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
戦
役
に

対
す
る
不
満
を
、
恐
ら
く
は
意
図
せ
ず
し
て
『
年
代
記
』
の
随
所
で
書
き
留
め

て
い
る
。

【
証
書
類
、
口
頭
の
情
報
源
】

ホ
ル
ツ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
他
に
は
、
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
、
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
、

ヴ
ァ
ル
ベ
ッ
ク
の
証
書
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ド
ル
ト
ム
ン
ト
の
教
会
会
議
の

場
合
、
決
議
録
が
そ
の
ま
ま
採
録
さ
れ
た
（
第
六
巻
一

章
）。
口
頭
の
情
報

源
と
し
て
『
年
代
記
』
で
確
認
さ
れ
る
の
は
、
両
親
、

（
63
）

兄
弟
、
親
族
、
数
多
く

の
友
人
・
知
己

（
64
）

た
ち
、
あ
る
い
は
頻
繁
に
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
に
滞
在
し
た
ハ
イ

ン
リ
ヒ
二
世
（
第
七
巻
三
二
章
）、
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
タ
ー
ギ
ノ
（
第
五

巻
四
三
章
）
な
ど
で
あ
る
。
特
に
第
四
巻
以
降
に
つ
い
て
は
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル

自
身
の
記
憶
と
個
人
的
に
作
成
し
た
覚
書
類
が
主
要
な
情
報
源
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も

（
65
）

な
い
。
教
会
の
権
益
・
財
産
に
関
し
て
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
自
身
が
、

別
し
て
「
殉
教
者
目
録
」
に
記
録
し
て
い
た
こ
と
は
、
先
に
触
れ
た
通
り
で
あ

る
。

四

『
年
代
記
』
の
構
成
と
主
題

【
構
成
】

テ
ィ
ー
ト
マ
ル
は
、
作
品
冒
頭
で
そ
の
主
題
を
、
自
ら
が
司
教
と
し
て
管
轄

す
る
「
都
市
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
の
歴
史
」
と
公
言
し
て
い
た
（
第
一
巻
一
章
）。

二
章
で
は
、
そ
の
起
源
を
都
市
建
設
者
と
し
て
の
カ
エ

（
66
）

サ
ル
に
求
め
て
い
る
が
、

し
か
し
な
が
ら
、
早
く
も
三
章
以
下
に
な
る
と
ザ
ク
セ
ン
大
公
ハ
イ
ン
リ
ヒ

（
一
世
）
の
事
績
に
対
象
を
拡
大
し
て
い
る
（
再
び
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
の
叙
述

に
戻
る
の
は
、
一

章
）。
そ
れ
は
、
最
終
的
に
は
、
オ
ッ
ト
ー
朝
五
代
（
九

一
九
〜
一
〇
二
四
年
）
に
亘
る
歴
代
国
王
・
皇
帝
の
歴
史
全
般
の
包
括
的
叙
述

と
い
う
形
を
と
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
故
、
後
に
第
一
巻
冒
頭
に
付
し
た
序
詩
は
、

以
上
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
内
容
を
「
敬
虔
な
る
ザ
ク
セ
ン
人
の
諸
王
た

ち
の
生
涯
と
事
績
」、「
我
々
の
教
会
〔
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
〕
の
創
設
と
解
体
、

再
興
」
及
び
「
こ
の
教
会
の
管
轄
者
」
の
歴
史
と
端
的
に
表
現
し
、
作
品
を

『
年
代
記
（C

ron
ica

）』
と
銘
打
っ
た
の
で
あ
る
。

全
体
は

巻
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
最
後
の
第

巻
の
み
、「
皇
帝
ハ
イ
ン
リ

ヒ
二
世
の
第
二
巻
が
始
ま
る
」
と
の
表
題
を
付
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
他

の
巻
に
つ
い
て
も
、
冒
頭
部
に
置
か
れ
た
韻
文
形
式
の
序
詩
や
、
本
文
中
の
明

記
（
第
一
巻
二

章
、
第
三
巻
一
、
二
六
章
、
第
四
巻
五
四
章
）
に
よ
っ
て
、

歴
代
国
王
・
皇
帝
の
治
世
を
句
切
り
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
第
一
巻
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世
（
九
一
九
〜
三
六
年
）、
第
二
巻
は
オ
ッ

ト
ー
一
世
（
九
三
六
〜
七
三
年
）、
第
三
巻
は
オ
ッ
ト
ー
二
世
（
九
七
三
〜

三
年
）、
第
四
巻
は
オ
ッ
ト
ー
三
世
（
九

三
〜
一
〇
〇
二
年
）
の
治
世
を
枠

（ ）
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組
み
と

（
67
）

す
る
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世
の
治
世
（
一
〇
〇
二
〜
一

年
）
を
、
さ
ら

に
国
王
時
代
二
巻
、
皇
帝
時
代
二
巻
に
分
割
し
て
い
る
。
第
五
巻
は
ハ
イ
ン
リ

ヒ
の
登
位
か
ら
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
区
の
再
興
ま
で
（
一
〇
〇
二
〜
〇
四

年
）、
第
六
巻
は
皇
帝
戴
冠
ま
で
（
一
〇
〇
四
〜
一
四
年
）、
第
七
巻
は
皇
帝
統

治
の
初
年
（
一
〇
一
四
〜
一
七
年
）、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
死
に
よ
っ
て
未
完
に

終
わ
っ
た
第

巻
は
、
一
〇
一

年
の
み
を
対
象
と
す
る
。
な
お
、
章
分
け
は

編
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

叙
述
の
対
象
期
間
と
分
量
を
比

す
る
と
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
失
し
て
い

る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
第
五
巻
を
境
に
前
半
部
と
後
半
部
に
二
分
さ
れ
る
。

後
半
部
に
な
る
と
、
濃
厚
な
密
度
で
書
き
留
め
ら
れ
た
「
同
時
代
年
代
記
」
と

し
て
の
性
格
を
帯
び
始
め
、
最
長
の
第
六
巻
は
、
全
四
三
〇
章
中
の
一
〇
二
章

を
占
め
る
。
第
七
巻
は
、
僅
か
に
四
年
間
の
出
来
事
を
対
象
に
、
七
六
章
、
す

な
わ
ち
第
一
巻
の
約
三
倍
の
分
量
を
捧
げ
て
い
る
。
最
晩
年
の
第

巻
に
ま
で

至
る
と
、
あ
た
か
も
毎
日
の
日
記
に
近
い
様
相
を
呈
す
る
に
至
る
。
こ
の
よ
う

に
特
に
後
半
部
で
は
、
多
方
面
の
事
象
に
関
す
る
溢
れ
ん
ば
か
り
の
微
細
な
情

報
が
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
明
確
な
基
本
線
な
し
に
凝
縮
さ
れ
た
形
で
詰
め
込
ま

れ
て
い
る
（
地
名
表
記
の
数
を
例
に
取
る
な
ら
ば
、
第
一
巻
で
は
一
九
箇
所
し

か
な
い
が
、
第
六
巻
で
は
一
一
〇
箇
所
を
数
え
る
）。
率
直
な
と
こ
ろ
、
脈
絡

を
見
失
う
こ
と
な
く
最
後
ま
で
読
み
通
す
の
は
決
し
て
楽
な
作
業
で
は
な
い
。

さ
ら
に
目
ま
ぐ
る
し
い
話
題
の
転
換
、
脱
線
の
連
続
、
そ
し
て
補
遺
の
挿
入
が
、

作
品
の
構
成
を
解
り
づ
ら
く
し
て
い
る
の
も
確
か
で
あ
る
。「
修
辞
の
飾
り
を

も
っ
て
光
り
輝
く
こ
と
」（
第
一
巻
序
詩
）
は
、
も
と
よ
り
著
者
の
関
心
の
外

に
あ
る
。
こ
う
し
た
幾
多
の
欠
点
を
補
塡
す
る
の
が
、
時
に
フ
ォ
ル
ム
を
犠
牲

に
し
て
ま
で
叙
述
対
象
と
真
摯
に
向
か
い
合
う
著
者
自
身
の
、
良
い
意
味
で
の

「
純
朴
さ
（sim

plicitas

）」
で
あ
ろ
う
。
折
々
表
明
さ
れ
る
敬
虔
な
信
仰
心
や
、

家
族
・
友
人
へ
の
温
か
な
情
愛
、
あ
る
い
は
生
と
死
に
苦
悶
す
る
直
接
的
な
感

情
の
発
露
に
、
読
者
は
、
千
年
の
時
空
の
隔
た
り
を
越
え
て
時
に
は
共
感
、
あ

る
い
は
あ
る
種
の
感
動
さ
え
覚
え
る
の
で
あ
る
。

【
主
題
】

一

前
半
部
は
、
基
本
的
に
上
記
の
二
つ
の
主
題
、
す
な
わ
ち
「
オ
ッ
ト
ー

朝
の
歴
代
国
王
・
皇
帝
の
歴
史
」
と
「
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
教
会
の
歴
史
」

に
収
斂
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
フ
リ
ー
ト
門
下
の
シ
ュ
ー
ル
マ
イ
ヤ
ー

ア
ー

ル
に
よ
る
精
緻
な
テ
ク
ス
ト
分
析
（
二
〇
〇
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
そ
こ
に
は
後

半
部
の
第
五
巻
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世
の
治
世
に
接
合
す
る
重
要
な
伏
線
が
秘
め

ら
れ
て
い
る
。
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
は
、
前
半
部
に
お
い
て
過
去
の
様
々
な
事
件
を

叙
述
す
る
と
同
時
に
、
歴
史
の
経
過
の
中
に
神
の
御
業
の
作
用
を
読
み
込
み
、

彼
独
自
の
解
釈
を
与
え
よ
う
と
試
み
て
い
る
、
と
い
う
の
で

（
68
）

あ
る
。

オ
ッ
ト
ー
朝
家
の
王
位
は
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世
に
始
ま
り
、
直
系
の
オ
ッ
ト

ー
三
代
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
た
。
そ
の
代
替
わ
り
の
度
に
王
位
継
承
を
要
求
し

て
蜂
起
を
繰
り
返
し
た
の
が
、
傍
系
の
バ
イ
エ
ル
ン
大
公
家
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一

世
、
二
世
（
喧
嘩
公
）
父
子
で
あ
り
、
両
者
間
の
抗
争
は
、
オ
ッ
ト
ー
三
世
の

登
位
ま
で
続
い
た
。
そ
の
原
点
に
位
置
す
る
の
は
、
悪
魔
に
唆
さ
れ
て
泥
酔
し

た
国
王
ハ
イ
ン
リ
ヒ
が
犯
し
た
罪
業
で
あ
る
。
彼
が
最
後
の
晩
餐
の
聖
木
曜
日

に
、
妻
マ
テ
ィ
ル
デ
に
身
籠
も
ら
せ
た
こ
の
赤
児
こ
そ
、
バ
イ
エ
ル
ン
大
公
家

の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世
に
他
な
ら
な
い
。「
こ
の
赤
児
と
将
来
そ
の
腰
か
ら
生
ま

れ
出
づ
る
全
て
の
者
た
ち
に
は
、
わ
し
の
伴
侶
よ
良
い
か
、
今
後
争
い
事
が
絶

え
る
こ
と
は
無
い
の
だ
。
彼
ら
が
静
穏
な
平
和
の
時
を
享
受
す
る
こ
と
な
ど
、

断
じ
て
無
い
の
だ
」。（
第
一
巻
二
四
章
）。
オ
ッ
ト
ー
朝
家
の
深
部
に
宿
る
罪

業
の
歴
史
に
最
終
的
に
終
止
符
を
打
っ
た
の
は
、
洗
礼
に
よ
る
か
の
赤
児
の
救

（ ）
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出
が
既
に
予
示
し
て
い
た
如
く
、
バ
イ
エ
ル
ン
大
公
家
第
三
代
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ

二
世
の
国
王
戴
冠
・
塗
油
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
過
去
に
繰
り
返
さ
れ
た
同
家
の

過
ち

例
え
ば
、
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
区
の
解
体

を
正
し
、
キ
リ
ス

ト
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
政
治
的
行
動
を
通
じ
て
、
前
任
者
た
ち
が
犯
し
た
幾
多

の
罪
業
を
贖
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
神
に
よ
っ
て
予
め
定
め
ら
れ
た
救
済
史

は
、
一
つ
の
完
結
を
見
い
出
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
救
済
史
的
構
想
は
、
同
時
代
史
を
対
象
と
す
る
後
半
部
、
特
に
第
六
巻

以
降
に
は
も
と
よ
り
欠
け
て
い
る
。
確
か
に
過
去
の
清
算
は
、
果
た
さ
れ
た
も

の
の
、
自
ら
の
生
き
る
「
現
代
」
に
お
け
る
神
の
御
業
の
働
き
の
具
体
的
内
実

は
、
な
お
オ
ー
プ
ン
で
あ
り
、
解
釈
が
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
テ
ィ

ー
ト
マ
ル
は
、
溢
れ
ん
ば
か
り
の
情
報
を
整
序
す
る
方
策
と
し
て
、
国
王
の
巡

幸
路
と
典
礼
行
事
（
教
会
祝
祭
、
入
市
式
等
）
の
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
カ
ル
な
詳
述
を

枠
組
み
に
設
定
し
、
そ
こ
に
神
の
御
意
志
の
顕
現
を
探
ろ
う
と
努
め
た
の
で

（
69
）

あ
る

。

訳
者
に
は
、
後
半
部
に
お
け
る
救
済
史
的
構
想
の
後
退
は
、
逆
に
テ
ィ
ー
ト

マ
ル
に
自
由
な
解
釈
の
可
能
性
を
開
く
方
向
へ
と
作
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
彼
は
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
政
策
全
般
、
特
に
「
東
方
政
策
」
を
基
本
的

に
是
認
し
つ
つ
も
、
神
の
摂
理
に
外
れ
る
と
考
え
る
個
別
の
行
動
、
例
え
ば
メ

ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
区
の
返
還
に
対
す
る
曖
昧
な
姿
勢
、
従
兄
弟
ヴ
ェ
ル
ナ
ー

に
対
す
る
冷
酷
な
処
断
、
異
教
徒
の
リ
ュ
テ
ィ
チ
同
盟
、
オ
ボ
ト
リ
ー
ト
族
に

対
す
る
宥
和
的
対
応
に
対
し
て
は
、
時
に
仮
借
な
い
批
判
を
加
え
る
こ
と
が
出

来
た
の
で
あ
る

「
主
に
塗
油
さ
れ
し
者
も
罪
を
犯
す
こ
と
が
あ
る
」（
第

七
巻

章
）。

二

さ
ら
に
、
後
半
部
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
が
力
説
す
る

よ
（
70
）

う
に
、
先
に
紹
介
し
た
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
個
人
の
「
メ
モ
リ
ア
（M

em
o-

ria

）」
が
第
三
の
新
た
な
主
題
と
し
て
前
面
に
登
場
し
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。

メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
は
、
当
時
の
他
の
作
品
に
は
類
例
を
見
な
い
程
頻
繁
に

「
私
（E
go

）」
に
つ
い
て

（
71
）

語
る
。
家
族
に
関
す
る
詳
述
を
除
け
ば
、
大
半
は
、

自
ら
の
罪
深
さ
に
対
す
る
自
己
批
判
の
文
脈
に
属
す
る
。
読
者
は
、
望
む
と
と

望
ま
ざ
る
と
に
拘
わ
ら
ず
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
い
わ
ば
聴
罪
師
の
任
を
司
る
こ

と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

「
抗
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
は
ず
の
様
々
な
誘
惑
に
対
し

て
、
そ
れ
と
力
強
く
闘
う
の
で
は
な
く
、
自
ら
進
ん
で
屈
し
た
の
だ
。
助
け
る

べ
き
人
々
に
対
し
て
、
嘆
か
わ
し
き
こ
と
に
、
む
し
ろ
損
害
を
も
た
ら
し
た
の

だ
。
そ
し
て
、
自
ら
の
罪
業
を
、
私
は
、
そ
れ
が
あ
た
か
も
貴
重
な
秘
密
の
宝

物
で
あ
る
か
の
如
く
、
常
に
ひ
た
隠
し
に
し
て
き
た
の
だ
」（
第

巻
一
一

章
）。
自
己
、
そ
し
て
親
族
、
友
人
、
特
に
記
念
祈
禱

メ
モ
リ
ア

の
義
務
を
負
う
マ
ク
デ

ブ
ル
ク
の
修
道
仲
間
た
ち
の
記
憶
を
、『
年
代
記
』
を
通
し
て
後
世
に
伝
え
、

そ
の
魂
の
救
済
の
た
め
の
祈
禱
を
請
う
こ
と
が
、
今
や
人
生
の
後
半
期
に
踏
み

入
っ
た
彼
の
主
要
な
関
心
事
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
（
因
み
に
、
最
晩

年
に
執
筆
し
た
第
七
巻
に
は
、
計
四
九
件
も
の
死
亡
記
事
が
見
い
出
さ
れ
る
）。

「
読
者
諸
氏
」
に
向
け
た
度
重
な
る
懇
願
の
呼
び
か
け
、
あ
る
い
は
後
継
メ
ー

ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
に
向
け
た
幾
多
の
教
訓
と
遺
言
は
、
単
な
る
嘆
き
節
と
し
て

で
は
な
く
、
以
上
の
「
歴
史
叙
述
者
」、「
司
教
」、
そ
し
て
「
人
間
の
儚
さ

（h
u
m
an
a fragilitas

）」
を
知
悉
し
た
「
罪
深
き
キ
リ
ス
ト
教
徒
」
と
い
う
三

つ
の
側
面
か
ら
理
解
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

と
こ
ろ
で
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
が
晩
年
に
抱
え
て
い
た
不
安
な
心
境
は
、
実
は

オ
ッ
ト
ー
朝
の
将
来
の
運
命
と
も
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に

（
72
）

あ
る
。
半
世
紀
前
の
ヴ

ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト
ら
の
世
代
と
は
異
な
り
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
に
と
っ
て
オ
ッ
ト
ー

朝
の
歴
史
は
、
も
は
や
ザ
ク
セ
ン
人
の
権
力
上
昇
、
フ
ラ
ン
ク
人
支
配
の
衰
退

と
し
て
単
線
的
に
描
き
得
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世
が
後
継

（ ）

三佐川亮宏
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者
た
る
べ
き
継
嗣
を
欠
く
現
況
は
、
ザ
ク
セ
ン
人
に
と
っ
て
「
終
焉
の
始
ま

り
」
の
危
機
の
到
来
を
予
感
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
不
安
要
因
は
、

彼
ら
と
王
権
と
の
関
係
に
も
微
妙
な
影
を
落
と
し
て
い
た
。「
も
し
、
一
族
の

中
で
か
か
る
地
位
に
相
応
し
き
者
が
見
い
出
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
か
ね
て
か

ら
の
敵
対
視
を
一
切
排
除
し
て
、
少
な
く
と
も
他
の
家
門
か
ら
高
貴
な
者
が

〔
国
王
に
〕
推
戴
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
よ
そ
者
に
よ
る
支
配

く
ら
い
不
幸
な
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
抑
圧
、
そ
し
て
自
由
に

と
っ
て
の
大
い
な
る
脅
威
を
も
た
ら
す
も
の
な
の
だ
」（
第
一
巻
一
九
章
）。

特
殊
ザ
ク
セ
ン
的
な
支
配
民
族
意
識
は
後
退
し
、
一
世
紀
に
及
ぶ
五
代
の
国

王
た
ち
と
の
政
治
的
協
働
の
終
焉
を
目
前
に
し
て
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
関
心
は

む
し
ろ
ザ
ク
セ
ン
の
一
定
の
自
立
性
、「
ザ
ク
セ
ン
の
自
由
（libertas

）」
の

堅
持
へ
と
移
り
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
一
〇
二
四
年
の
ハ
イ

ン
リ
ヒ
の
死
去
を
も
っ
て
オ
ッ
ト
ー
朝
は
断
絶
す
る
。
そ
し
て
、
第
七
巻
六
二

章
で
付
随
的
に
言
及
さ
れ
た
〞
コ
ー
ノ
〝、
す
な
わ
ち
コ
ン
ラ
ー
ト
二
世
が
、

新
た
に
フ
ラ
ン
ク
人
王
権
を
樹
立
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

三

最
後
に
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
視
野
の
地
平
に
つ
い
て
一
言
し
て

（
73
）

お
く
。

彼
が
叙
述
し
た
空
間
的
地
平
の
射
程
は
、
ア
ル
プ
ス
以
北
は
も
と
よ
り
、
デ
ー

ン
人
に
よ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
征
服
（
第
七
巻
三
六
章
）、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
到
来

し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
と
の
サ
ル
デ
ィ
ー
ニ
ャ
島
で
の
海
戦
（
四
五
章
）、
そ

し
て
キ
エ
フ
の
政
変
（
第

巻
三
一
章
）
ま
で
を
捉
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
彼

の
視
野
の
中
心
に
位
置
し
、
民
族
的
帰
属
感
情
を
規
定
す
る
の
は
、
や
は
り

「
ザ
ク
セ
ン
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
彼
に
と
っ
て
の
「
故
郷
（pat-

ria

）」
に
他
な
ら
な
い
。

確
か
に
、
第
五
巻
二
五
、
二
六
章
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
国
王
ア
ル
ド
ウ
イ
ー

ノ
と
の
戦
闘
場
面
の
叙
述
で
、「
ド
イ
ツ
人
（T

eu
ton

ici

）」
と
い
う
超
民
族

的
集
団
の
固
有
名
辞
を
三
例
用
い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
当
時
イ
タ
リ
ア

で
普
及
し
始
め
た
他
称
の
民
族
名
用
法
を
そ
の
ま
ま
受
容
し
た
結
果
で
あ
り
、

テ
ィ
ー
ト
マ
ル
に
限
ら
ず
、
ア
ル
プ
ス
以
北
の
王
国
を
枠
組
み
と
す
る
超
民
族

的
な
共
属
意
識
は
、
当
時
な
お
未
生
で
あ
っ
た
。
ス
ラ
ヴ
語
と
対
比
さ
れ
た
ゲ

ル
マ
ン
語
系
の
俗
語
を
注
釈
的
に
指
称
す
る
「
フ
ォ
ル
ク
の
言
葉

（T
eu
ton

ice,
T
eu
ton

icu
s
 
serm

o

）」
の
三
例
（
第
一
巻
三
章
、
第
四
巻
五

五
章
、
第
六
巻
四
二
章
）
は
、
カ
ロ
リ
ン
グ
時
代
以
来
確
認
さ
れ
る
普
通
辞
的

言
語
呼
称
の
用
法
に
属
す
る
。
な
お
、
時
折
表
明
さ
れ
る
民
族
的
個
性
に
関
す

る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
さ
れ
た
情
緒
的
発
言

「
よ
そ
者
へ
の
嫌
悪

（X
en
o
p
h
o
b
ie

）」

が
向
け
ら
れ
る
矛
先
は
、「
ア
ル
プ
ス
の
向
こ
う
側
の

人
々
」（
第
四
巻
四
七
章
）、
す
な
わ
ち
ロ
ー
マ
人
（
第
三
巻
一
三
章
、
第
四
巻

三
二
章
）、
イ
タ
リ
ア
人
（
第
七
巻
二
章
）、
ギ
リ
シ
ア
人
（
第
四
巻
一
〇
章
）

に
限
ら
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
、「
ア
ル
プ
ス
の
こ
ち
ら
側
」（
第
五
巻
二
〇
章
）

の
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
人
（
第
四
巻
一
四
章
、
第
六
巻
四

章
、
第

巻
一
七

章
）、
バ
イ
エ
ル
ン
人
（
第
五
巻
一
九
章
）
も
等
し
並
み
に
含
ま
れ
る
の
で
あ

る
。

五

歴
史
の
史
料
と
し
て
の
『
年
代
記
』

「
読
者
諸
氏
よ
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
年
代
記
は
、
好
意
を
求
め
ん
と
す
る
」

（
第
一
巻
序
詩
）

。
司
教
の
願
い
通
り
、『
年
代
記
』
は
、
一
九
世
紀
以
降

の
歴
史
学
に
お
い
て
、
ク
レ
モ
ナ
の
リ
ウ
ト
プ
ラ
ン
ド
『
報
復
の
書
』、
コ
ル

ヴ
ァ
イ
の
ヴ
ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト
『
ザ
ク
セ
ン
人
の
事
績
』、
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト

『
レ
ー
ギ
ノ
年
代
記
続
編
』（
九
六
六
〜
六

年
）
と
並
ん
で
、
オ
ッ
ト
ー
朝
期

の
政
治
史
に
関
す
る
四
大
史
料
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
特
に
オ
ッ
ト
ー

（ ）
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三
世
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世
期
に
関
し
て
は
、
唯
一
無
二
の
貴
重
な
同
時
代
史
料

と
し
て
そ
の
史
料
価
値
を
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
ス
ラ
ヴ
系
諸
民
族

に
関
す
る
詳
細
な
叙
述
は
、
ブ
レ
ー
メ
ン
司
教
座
聖
堂
付
属
学
校
の
教
師
ア
ダ

ム
の
『
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
司
教
事
績
録
』（
一
〇
七
二
〜
七
五
／
七
六
年
）
と
共

に
、
北
欧
、
中
東
欧
史
に
関
す
る
最
も
古
い
記
録
の
一
つ
に
属
す
る
。
ス
ラ
ヴ

世
界
で
各
種
の
民
族
史
が
成
立
す
る
の
は
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
約
一
世
紀
後
の

こ
と
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
宮
廷
に
滞
在
し
た
「
不

詳
の
ガ
リ
ア
人
」
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
大
公
・
君
主
の
年

代
記
と
事
績
録
』（
一
一
一
四
／
五
年
頃
）、
プ
ラ
ハ
司
教
座
聖
堂
参
事
会
長
の

コ
ス
マ
ス
（
一
〇
四
五
年
頃
｜
一
一
二
五
年
）
が
晩
年
に
著
し
た
『
ベ
ー
メ
ン

人
の
年
代
記
』、
そ
し
て
ほ
ぼ
同
時
期
の
キ
エ
フ
の
修
道
士
ネ
ス
ト
ル
の
手
に

な
る
『
過
ぎ
し
年
月
の
物
語
』（
い
わ
ゆ
る
『
原
初
年
代
記
』）
が
そ
れ
で
あ
る
。

そ
れ
故
、『
年
代
記
』
の
読
み
方
は
多
種
多
様
で
あ
ろ
う
が
、
以
下
で
は
翻

訳
に
際
し
て
訳
注
で
は
充
分
に
説
明
仕
切
れ
な
か
っ
た
二
つ
の
論
点
に
絞
っ
て
、

概
要
を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

【
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
と
「
東
方
政
策
」】

第
一
次
世
界
大
戦
の
敗
北
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
は
、
東
方
の
広
大
な
領
土
を

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
割
譲
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
れ
を
承
け
て
そ
の
後

の
戦
間
期
か
ら
ナ
チ
ズ
ム
期
に
隆
盛
し
た
の
が
「
東
方
研
究
（O

stfo
r-

sch
u
n
g

）」
で
あ
る
。
喪
失
し
た
国
土
の
ド
イ
ツ
に
よ
る
領
有
を
歴
史
的
に
正

当
化
し
よ
う
と
す
る
様
々
な
試
み
の
中
で
、
中
世
史
に
お
い
て
脚
光
を
浴
び
た

の
は
、
東
方
植
民
史
と
、
最
初
期
の
両
国
間
の
歴
史
を
伝
え
る
『
年
代
記
』
の

叙
述
で

（
74
）

あ
る
（
な
お
、
同
じ
政
治
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
問
題
関
心
は
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
側
の
歴
史
研
究
に
も
妥
当
す
る
）。
特
に
俎
上
に
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、

歴
代
オ
ッ
ト
ー
朝
君
主
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
公
の
支
配
・
従
属
関
係
（
第
二
巻
二

九
章
、
第
五
巻
一
〇
章
）、
グ
ニ
エ
ズ
ノ
大
司
教
座
創
設
（
第
四
巻
四
五
章
）、

そ
れ
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
戦
役
を
巡
る
解
釈
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
研
究
者
が
各
々

の
立
場
に
即
し
て
引
証
し
た
『
年
代
記
』
の
叙
述
自
体
が
、
殊
こ
の
一
連
の
問

題
に
関
し
て
は
、
極
め
て
傾
向
的
・
党
派
的
で
あ
る
こ
と
が
、
状
況
を
さ
ら
に

複
雑
に
し
て
し
ま
っ
た
。
著
者
の
ス
タ
ン
ス
は
、
一
語
に
集
約
さ
れ
る

「
国
家
の
敵
た
る
ボ
レ
ス
ワ
フ
」（
第
七
巻
五
一
章
）。

一

研
究
者
が
生
き
る
「
現
代
」
の
「
国
民
国
家
」
間
の
敵
対
関
係
を
、
中

世
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
投
影
し
た
〞
ナ
シ
ョ
ナ
ル
〝
な
歴
史
認
識
と
史
料
の
恣
意

的
解
釈
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
ル
ダ
ー
ト
の
画
期
的
研
究
（
一
九
七
一
年
）
が

公
刊
さ
れ
て
以
降
根
底
か
ら
書
き
換
え
ら
れ
つ
つ

（
75
）

あ
る
。
例
え
ば
、
ハ
イ
ン
リ

ヒ
二
世
が
主
導
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
戦
役
は
、
ド
イ
ツ
対
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
い
う

〞
ナ
シ
ョ
ナ
ル
〝
な
構
図
で
は
な
く
、
ザ
ク
セ
ン

ポ
ー
ラ
ン
ド
対
バ
イ
エ
ル

ン

ベ
ー
メ
ン
と
い
う
国
家
横
断
的
な
歴
史
的
・
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
地
域

的
利
害
関
係
に
よ
っ
て
複
雑
に
規
定
さ
れ
て
い
た
、
と
理
解
す
る
の
が
今
日
の

通
説
で
あ
る
。
ま
た
、
双
方
の
陣
営
の
対
立
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
た
要
因
の

一
つ
が
、
国
王
と
し
て
の
「
名
誉
（h

on
or

）」
と
「
位
階
（d

ign
itas

）」
の

脆
弱
さ
を
力
ず
く
で
糊
塗
せ
ん
と
し
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
強
権
的
な
統
治
ス
タ
イ

ル

「
自
ら
に
手
向
か
う
者
全
て
を
・
・
・
う
な
じ
を
垂
れ
て
名
誉
を
表
敬

す
る
よ
う
強
い
た
、
か
の
お
方
」（
第
四
巻
五
四
章
）

に
あ
っ
た
こ
と
も
、

政
治
的
儀
礼
研
究
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
つ
つ

（
76
）

あ
る
。

ザ
ク
セ
ン
の
有
力
貴
族
家
門
の
多
く
（
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
家
、
ビ
ル
ン
グ
家
、

ゲ
ー
ロ
家
）
は
、
ピ
ア
ス
ト
家
と
は
縁
戚
関
係
の
み
な
ら
ず
、
エ
ル
ベ

オ
ー

デ
ル
間
の
西
ス
ラ
ヴ
系
諸
民
族
に
対
す
る
支
配
と
い
う
共
通
の
既
得
権
益
で
結

ば
れ
て
お
り
、
こ
の
戦
役
に
対
し
て
当
初
か
ら
批
判
的
で
あ
っ
た
。
テ
ィ
ー
ト

（ ）

三佐川亮宏

東海大学紀要文学部



マ
ル
は
、
極
力
押
し
隠
す
べ
く
努
め
て
い
る
が
、
軍
事
動
員
に
対
す
る
ザ
ク
セ

ン
人
の
不
満
、
あ
る
い
は
厭
戦
気
分
は
、『
年
代
記
』
中
で
も
随
所
に
投
影
さ

れ
て

（
77
）

い
る
（
第
六
巻
二
七
、
三
三
、
五
四
、
五
六
、
五
七
、
六
九
、
七
九
章
。

第
七
巻
一
二
、
一

、
五
一
、
五
七
、
五
九
、
六
〇
、
六
四
、
六
五
章
）。
い

ず
れ
も
、
戦
闘
遂
行
の
意
図
的
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
な
い
し
消
極
的
抵
抗
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
大
公
と
の
内
通
、
味
方
の
裏
切
り
に
対
す
る
猜
疑
心
、
異
教
徒
へ
の
嫌
悪
、

和
平
へ
の
渇
望
、
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。

一
方
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
側
は
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
以
来
長
ら
く
提
携
関
係
に

あ
る
バ
イ
エ
ル
ン
と
プ
シ
ェ
ミ
ス
ル
家
の
共
通
の
利
害
を
基
軸
に
、
独
自
の

「
バ
イ
エ
ル
ン
版
の
東
方
政
策
」（
フ
リ

（
78
）

ー
ト
）
を
展
開
し
て
い
た
。
彼
が
戦
役

の
火
蓋
を
切
る
直
前
の
一
〇
〇
三
年
、
異
教
徒
の
リ
ュ
テ
ィ
チ
同
盟
と
軍
事
連

合
を
締
結
し
た
の
も
、
か
ね
て
よ
り
プ
シ
ェ
ミ
ス
ル
家
と
密
接
に
結
び
付
い
て

い
た
同
盟
と
の
連
合
に
よ
っ
て
、
ボ
レ
ス
ワ
フ
の
ベ
ー
メ
ン
大
公
位
獲
得
に
対

抗
し
、
失
わ
れ
た
影
響
力
と
毀
損
さ
れ
た
「
名
誉
」
を
回
復
し
よ
う
と
企
図
し

た
か
ら
で
あ
る
。
国
王
と
し
て
よ
り
も
む
し
ろ
バ
イ
エ
ル
ン
大
公
と
し
て
の
利

益
を
優
先
し
た
こ
の
決
断
は
、
当
然
な
が
ら
教
会
筋
か
ら
の
激
し
い
批
判
を
惹

起
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
代
表
格
で
あ
る
ク
ヴ
ェ
ー
ア
フ
ル
ト
の
ブ
ル
ー

ノ
（
第
六
巻
九
四
、
九
五
章
）
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
ド
イ
ツ
史
の
始
ま
り
』

第
九
章
、
及
び
『
紀
元
千
年
の
皇
帝
』、
三
三
二
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ヴ
ァ
ル
ベ
ッ
ク
伯
家
は
、
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
家
、
ハ
ル
デ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン
伯
家

と
は
積
年
の
確
執
が
あ
り
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
ヴ
ァ
イ
マ
ル
伯
家
や
メ
ー
ル

ゼ
ブ
ル
ク
伯
エ
ジ
コ
と
共
に
ハ
イ
ン
リ
ヒ
陣
営
に
属
し
て
い
た
。
テ
ィ
ー
ト
マ

ル
も
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
対
決
路
線
を
基
本
的
に
承
認
し
つ
つ
、

こ
の
傾
向
的
・
党
派
的
観
点
か
ら
、
事
件
の
経
過
を
叙
述
す
る
か
、
あ
る
い
は

意
図
的
に
沈
黙
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
彼
も
、
世
俗
的
利
益
の
た
め
に
キ
リ
ス

ト
教
徒
を
敵
に
回
し
て
異
教
徒
と
手
を
組
む
こ
と
に
対
し
て
は
、
時
に
小
声
で

不
満
を
表
明
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
（
第
六
巻
二
五
章
、
第
七
巻
六
〇
、
六
四

章
他
）。
他
方
、
翌
一
〇
〇
四
年
の
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
区
再
興
が
、
上
記

の
教
会
筋
か
ら
の
激
し
い
批
判
を
か
わ
し
支
援
を
得
る
た
め
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の

戦
略
的
意
図
に
基
づ
く
行
動
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
再
興
の
手
続
き
に
際
し
て
派

遣
さ
れ
た
教
皇
使
節
が
果
た
し
た
で
あ
ろ
う
相
応
の
役
割
に
つ
い
て
、
彼
は
一

言
も
触
れ
て
は
い

（
79
）

な
い
。

二

こ
れ
と
は
逆
に
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
が
二
度
に
亘
り
「
初
代
ポ
ズ
ナ
ニ
司

教
」
と
し
て
名
を
明
記
し
た
〞
ヨ
ル
ダ
ン
〝
な
る
人
物
（
第
二
巻
二
二
章
、
第

四
巻
五
六
章
）
と
、
ポ
ズ
ナ
ニ
司
教
区
と
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
座
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
そ
の
事
実
性
が
ド
イ
ツ
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
研
究
者
に
よ
っ
て
激
し

く
議
論
さ
れ
て
き
た
。
双
方
の
主
張
は
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
が
主
張
す
る
よ
う
に
、

九
六

年
に
既
に
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
座
の
属
司
教
区
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
地
に
ポ
ズ
ナ
ニ
司
教
区
が
新
た
に
設
置
さ
れ
、
ヨ
ル
ダ
ン
が
初
代
司
教
に
任

じ
ら
れ
た
（
ド
イ
ツ
）
と
、
ヨ
ル
ダ
ン
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
全
体
を
対
象
と
し
、

教
皇
に
よ
っ
て
叙
階
さ
れ
た
伝
道
司
教
で
あ
っ
て
、
特
定
の
司
教
座
を
有
さ
な

か
っ
た
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）、
に
二
分
さ

（
80
）

れ
る
。

近
年
の
研
究
動
向
は
、
後
者
を
支
持
す
る
傾
向
に
あ
る
。
九
六

年
の
マ
ク

デ
ブ
ル
ク
大
司
教
座
の
創
設
に
関
す
る
同
時
代
史
料
、
例
え
ば
教
皇
の
一
連
の

認
可
証
書
等
（P

U
U
 
177,

190,
192

）
に
は
、〞
ヨ
ル
ダ
ン
〝
は
も
と
よ
り
、

〞
ポ
ズ
ナ
ニ
〝
の
名
は
全
く
見
え

（
81
）

な
い
。
不
明
確
な
が
ら
も
そ
の
存
在
が
初
め

て
言
及
さ
れ
る
の
は
、
九
九
一
年
で
あ
る
。
オ
ッ
ト
ー
三
世
の
国
王
証
書

（D
O
III 75

）
は
そ
の
中
で
、
一
〇
〇
〇
年
の
グ
ニ
エ
ズ
ノ
大
司
教
座
の
創
設

に
際
し
て
登
場
す
る
ポ
ズ
ナ
ニ
司
教
（
第
四
巻
四
五
章
）
を
、「
ウ
ン
ガ
ー
、

司
教
に
し
て
メ
ム
レ
ー
ベ
ン
教
会
の
修
道
院
長
」
と
表
記
し
た
。
テ
ィ
ー
ト
マ

（ ）

メールゼブルク司教ティートマル（一〇〇九―一〇一 年）と『年代記』
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ル
は
、
第
六
巻
六
五
章
に
お
い
て
、「
同
じ
日
〔

一
〇
一
二
年
六
月
九
日
〕、

彼
〔

マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
タ
ー
ギ
ノ
〕
の
同
僚
に
し
て
属﹅
司﹅
教﹅
で
、
そ
の

登
位
か
ら
三
〇
年
目
に
ポ
ズ
ナ
ニ
の
教
会
の
司
牧
者
ウ
ン
ガ
ー
が
亡
く
な
っ

た
」
と
述
べ
て
い
る
。
仮
に
こ
の
在
位
年
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
同
司
教

座
の
起
源
を
、
少﹅
な﹅
く﹅
と﹅
も﹅
九

二
年
頃
ま
で
遡
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
に

（
82
）

な
る
。

も
っ
と
も
、
さ
ら
に
九
六

年
ま
で
遡
及
す
る
な
ら
ば
、〞
ヨ
ル
ダ
ン
〝、

〞
ポ
ズ
ナ
ニ
〝
の
実
在
を
裏
付
け
る
同
時
代
史
料
は
、
上
述
の
よ
う
に
全
く
存

在
し
な
い
。
オ
ッ
ト
ー
の
証
書
も
、「
司
教
ウ
ン
ガ
ー
」
と
述
べ
て
い
る
に
す

ぎ
ず
、
司
教
座
名
は
も
と
よ
り
、
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
と
の
関
係
に
は
何
も
触
れ
て

は
い
な
い
。
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
教
会
が
グ
ニ
エ
ズ
ノ
の
決
定
に
初
め
て
抗

議
を
企
図
し
た
の
は
、
ギ
ー
ゼ
ラ
ー
が
死
去
す
る
直
前
の
一
〇
〇
三
年
末
、
す

な
わ
ち
国
王
ハ
イ
ン
リ
ヒ
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
公
ボ
レ
ス
ワ
フ
の
間
の
敵
対
関
係

が
既
に
公
然
化
し
て
い
た
時
点
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
同
大
司
教
教
会
宛

の
教
皇
証
書
を
捏
造
す
る
と
い
う
形
で
な
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
ポ
ズ
ナ
ニ
が

同
大
司
教
座
の
属
司
教
区
で
あ
り
、
か
つ
初
代
司
教
ヨ
ル
ダ
ン
は
、
マ
ク
デ
ブ

ル
ク
初
代
大
司
教
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
に
よ
っ
て
叙
階
さ
れ
た
こ
と
が
初
め
て
明

記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
草
稿
段
階
に
留
ま
り
、
つ
い
に
公
に

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（P

U
U

412

）。

テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
叙
述
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
座
側
の

主
張
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
。『
年
代
記
』
の
著
者
は
、
第
二
巻
執
筆
時
の

一
〇
一
二
／
一
三
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
戦
役
の
状
況
を
背
景
と
し
つ
つ
、
マ
ク
デ

ブ
ル
ク
の
立
場
を
正
当
化
し
よ
う
と
試
み
た
の
で

（
83
）

あ
る
。
な
お
、
ウ
ン
ガ
ー
は
、

一
〇
〇
四
年
に
、
ロ
ー
マ
へ
の
巡
礼
行
に
出
た
際
に
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
で
拘
束
さ

れ
、
以
後
死
去
す
る
ま
で
の

年
間
、
タ
ー
ギ
ノ
の
下
、
同
地
の
一
修
道
院
に

留
め
置
か
れ
て
い
た
。
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
座
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
公
の
板
挟

み
に
な
っ
て
い
た
司
教
の
状
況
に
つ
い
て
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
は
頑
な
に
沈
黙
を

守
っ
て

（
84
）

い
る
。

【
司
教
区
返
還
交
渉
に
お
け
る
事
実
の
改
竄
】

テ
ィ
ー
ト
マ
ル
が
司
教
と
し
て
尽
力
し
た
最
大
の
任
務
は
、
上
述
の
よ
う
に

一
〇
〇
四
年
の
再
興
時
に
返
還
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
司
教
区
返
還
の
試
み

で
あ
っ
た
。『
年
代
記
』
に
お
け
る
最
初
の
言
及
は
、
奇
し
く
も
彼
が
執
筆
に

着
手
し
た
の
と
同
じ
一
〇
一
二
年
の
五
月
の
記
事
に
見
い
出
さ
れ
る
（
第
六
巻

六
〇
章
）。
こ
れ
は
果
た
し
て
偶
然
の
一
致
で
あ
ろ
う
か
。「
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
は

当
初
、
そ
の
『
年
代
記
』
の
助
け
を
借
り
て
、
放
棄
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の

の
う
ち
幾
ば
く
か
で
も
救
い
出
そ
う
と
試
み
た
。『
年
代
記
』
は
、
彼
自
身
あ

る
い
は
そ
の
後
継
者
に
と
っ
て
証
明
手
段
と
し
て
役
立
ち
得
る
、
そ
う
彼
は
期

待
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
」（
ホ
ル
ツ

（
85
）

マ
ン
）。

第
二
の
主
題
で
あ
る
「
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
教
会
の
歴
史
」
の
隠
さ
れ
た

モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
そ
れ
が
意
図
す
る
の
は
、
自
ら
と
後
継
司
教
に
向
け
て
、

司
教
区
返
還
の
交
渉
の
記
録
を
残
す
の
み
な
ら
ず
、
証
書
と
並
ぶ
文
書
的
価
値

を
『
年
代
記
』
に
付
与
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
知
ら
ぬ
読
者
は
、
著

者
の
一
見
客
観
的
な
装
い
を
帯
び
た
記
載
内
容
を
、
そ
の
ま
ま
〞
事
実
〝
と
し

て
信
じ
込
ん
で
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
一

九
九
年
に
『
メ
ー

ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
教
会
証
書
集
』
を
編
纂
し
た
ケ
ー
ア
は
、
所
領
・
司
教
区
に

関
す
る
『
年
代
記
』
の
記
事
に
証
書
と
同
等
の
価
値
を
認
め
、
該
当
記
事
に
通

し
番
号
を
付
し
て
採
録

（
86
）

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
記
ホ
ル
ツ
マ
ン
、
特
に
シ

ュ
レ
ー
ジ
ン
ガ
ー
（
一
九
六
二
年
）
の
研
究
に
よ
っ
て
、
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
司

教
が
二
点
に
お
い
て
ペ
ン
を
用
い
た
闘
い
、
す
な
わ
ち
事
実
の
改
竄
を
展
開
し

て
い
た
こ
と
が
ほ
ぼ
明
ら
か
に
さ
れ
て

（
87
）

い
る
。

（ ）

三佐川亮宏

東海大学紀要文学部



一

「
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
は
、
事
実
を
偽
ろ
う
と
す
る
箇
所
で
細
部
に
踏
み
込

む
」（
ク
ラ

（
88
）

ウ
デ
）。
ま
ず
、
九

一
年
の
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
区
の
解
体
後
、

九
つ
の
城
塞
が
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
区
に
割
譲
さ
れ
た
と
の
主
張
に
つ
い
て
。

「
ギ
ー
ゼ
ラ
ー
は
、
自
ら
の
た
め
に
九
つ
の
城
塞
を
引
き
続
き
保
持
し
続
け
た
。

シ
ュ
コ
イ
デ
ィ
ッ
ツ
、
タ
ウ
ヒ
ャ
、
ヴ
ル
ツ
ェ
ン
、
ピ
ュ
ハ
ウ
、
ア
イ
レ
ン
ブ

ル
ク
、
デ
ュ
ー
ベ
ン
、
ポ
ー
フ
、
レ
ー
プ
ニ
ッ
ツ
、
ツ
ェ
ケ
リ
ッ
ツ
が
そ
れ
で

あ
る
」（
第
三
巻
一
六
章
）。
こ
の
う
ち
ア
イ
レ
ン
ブ
ル
ク
以
下
五
つ
の
城
塞
は
、

メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
区
か
ら
ム
ル
デ
川
下
流
域
方
向
に
大
き
く
突
出
し
、
北

の
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
司
教
区
内
に
食
い
込
む
地
域
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

こ
れ
ら
五
つ
の
城
塞
が
本
来
同
司
教
区
に
属
し
て
い
た
と
す
る
テ
ィ
ー
ト
マ
ル

の
記
述
の
信
憑
性
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。「
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
は
、
ム
ル
デ
川

流
域
の
城
塞
管
区

ブ
ル
ク
ヴ
ァ
ル
ト

に
関
し
て
、
そ
の
本
来
の
領
域
を
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
の
犠
牲
に

お
い
て
拡
大
せ
ん
と
意
図
し
た
の
で
あ
る
」（
シ
ュ
レ
ー
ジ
ン
ガ
ー
）。

一
〇
一
五
年
一
〇
月
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
は
、
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
ゲ
ー
ロ

と
交
渉
し
、
上
記
の
九
つ
の
城
塞
の
う
ち
最
初
の
四
つ
の
城
塞
を
返
還
さ
せ
る

こ
と
に
成
功
し
た
（
第
七
巻
二
四
章
）。「
同
地
で
私
は
、
彼
に
か
つ
て
の
友
好

的
な
約
束
を
想
い
起
こ
さ
せ
、・
・
・
次
の
司
教
区
を
授
か
っ
た
。
シ
ュ
コ
イ

デ
ィ
ッ
ツ
、
タ
ウ
ヒ
ャ
、
ピ
ュ
ハ
ウ
、
ヴ
ル
ツ
ェ
ン
、
以
上
四
つ
の
城
塞
、

及
び
ラ
ー
ス
ニ
ッ
ツ
と
呼
ば
れ
る
村
。
残
り
の
五
つ
、
す
な
わ
ち
ア
イ
レ
ン

ブ
ル
ク
、
ポ
ー
フ
、
デ
ュ
ー
ベ
ン
、
レ
ー
プ
ニ
ッ
ツ
、
ツ
ェ
ケ
リ
ッ
ツ
に
つ
い

て
、
彼
は
判
断
を
先
送
り
と
し
、
後
に
返
還
す
る
つ
も
り
で
あ
る
と
説
明
し

た

」（
傍
線
線
部
は
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
直
筆
部
分
、

は
削
除
部
分
）。

「
及
び
ラ
ー
ス
ニ
ッ
ツ
」
以
下
の
二
〇
文
字
は
自
筆
稿
で
は
削
り
取
ら
れ
て
い

る
が
、
行
間
の
削
除
部
分
や
欄
外
の
書
き
直
し
部
分
は
判
読
可
能
で
あ
る
。
そ

し
て
、
ホ
ル
ツ
マ
ン
の
慧
眼
は
、
削
除
と
書
き
直
し
の
過
程
を
再
構
成
す
る
こ

と
で
、
現
実
と
願
望
の
間
を
逡
巡
す
る
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
の
心
の
軌
跡
を

見
事
に
浮
き
彫
り
に
し
て
み
せ
た
の
で

（
89
）

あ
る
。

す
な
わ
ち
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
は
最
初
、
書
き
手
に
対
し
「
シ
ュ
コ
イ
デ
ィ
ッ

ツ
、
タ
ウ
ヒ
ャ
、
ピ
ュ
ハ
ウ
、
ヴ
ル
ツ
ェ
ン
、
以
上
四
つ
の
城
塞
、
及
び
ラ
ー

ス
ニ
ッ
ツ
と
呼
ば
れ
る
村
」
ま
で
口
述
筆
記
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
後
か
ら
彼
は
、

末
尾
の
行
間
に
「
さ
ら
に
ツ
ェ
ケ
リ
ッ
ツ
を
」
と
付
け
加
え
、
返
還
さ
せ
る
城

塞
の
数
を
五
か
ら
六
へ
と
増
や
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
良
心
の
呵
責
を
感
じ

た
の
か
、
司
教
は
、「
さ
ら
に
ツ
ェ
ケ
リ
ッ
ツ
を
」
の
み
な
ら
ず
そ
の
前
の

「
及
び
ラ
ー
ス
ニ
ッ
ツ
と
呼
ば
れ
る
村
」
を
も
併
せ
て
削
除
し
た
。
羊
皮
紙
に

残
さ
れ
た
の
は
、
最
初
の
四
つ
の
城
塞
の
み
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
テ
ィ
ー
ト

マ
ル
は
自
ら
を
筆
を
執
り
、
右
側
欄
外
に
問
題
の
五
つ
の
城
塞
名
を
新
た
に
書

き
加
え
た
の
で
あ
る

「
残
り
の
五
つ
、
す
な
わ
ち
ア
イ
レ
ン
ブ
ル
ク
、
ポ

ー
フ
、
デ
ュ
ー
ベ
ン
、
レ
ー
プ
ニ
ッ
ツ
、
ツ
ェ
ケ
リ
ッ
ツ
に
つ
い
て
、
彼
は
判

断
を
先
送
り
と
し
、
後
に
返
還
す
る
つ
も
り
で
あ
る
と
説
明
し
た
」。
第
三
巻

一
六
章
の
記
事
と
併
せ
て
読
む
な
ら
ば
、
ム
ル
デ
川
下
流
域
に
突
出
し
た
こ
れ

ら
五
つ
の
城
塞
は
、
そ
も
そ
も
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
司
教
区
に
属
し
て
い
た
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
を
承
知
の
う
え
で
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
は
、
ゲ

ー
ロ
と
の
交
渉
に
乗
じ
て
そ
れ
ら
を
敢
え
て
返
還
対
象
に
付
け
加
え
た
（
四
＋

五﹅
）。
そ
の
際
、
領
有
権
主
張
の
根
拠
と
し
て
、『
年
代
記
』
の
二
箇
所
の
記
事

を
証
明
手
段
に
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
が
獲
得
し
た
成
果
は
、
長
続
き
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
一
〇
一
七
年
二
月
に
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
会
議
に

お
い
て
、
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
は
、
獲
得
し
た
城
塞
の
う
ち
ピ
ュ
ハ
ウ
と
ヴ

ル
ツ
ェ
ン
の
二
つ
を
、
皇
帝
の
裁
定
に
よ
り
マ
イ
セ
ン
司
教
に
譲
渡
す
る
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
第
七
巻
五
二
章
）。

（ ）
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二

次
に
、
九
七
四
年
、
オ
ッ
ト
ー
二
世
が
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
教
会
に

「
ザ
ー
レ
川
と
ム
ル
デ
川
の
間
に
位
置
し
、
ズ
ィ
ウ
ス
リ
と
プ
ラ
イ
セ
の
各
地ガ

域ウ
に
あ
る
森
林
」
を
寄
進
し
た
と
の
主
張
（
第
三
巻
一
章
）
に
つ
い
て
。
こ
こ

で
指
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ザ
ー
レ
川
以
東
の
司
教
区
全
域
、「
シ
ュ
コ
イ
デ

ィ
ッ
ツ
ガ
ウ
全
域
を
包
摂
す
る
で
あ
ろ
う
程
の
巨
大
な
領
域
」（
シ
ュ
レ
ー
ジ

ン
ガ
ー
）
で
あ
る
。
こ
の
並
外
れ
て
広
大
な

（
90
）

森
林
の
寄
進
に
つ
い
て
は
、
第

巻
二
〇
章
で
も
同
一
の
主
張
が
繰
り
返
さ
れ
る
。「
何
が
こ
の
者
た
ち（

マ
イ

セ
ン
辺
境
伯
ヘ
ル
マ
ン
と
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
二
世
兄
弟
）
を
か
か
る
行
為
へ
と
焚

き
付
け
た
の
か
、
私
は
真
実
に
即
し
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
大
司
教
ギ
ー
ゼ

ラ
ー
と
辺
境
伯
グ
ン
タ
ー
の
時
代
に
、
全
て
の
人
々
に
存
分
に
気
に
入
ら
れ
る

オ
ッ
ト
ー
二
世
の
気
前
の
良
い
好
意
に
よ
っ
て
、
我
々
の
教
会
に
対
し
て
、
ザ

ー
レ
川
と
ム
ル
デ
川
の
間
に
位
置
し
、
ズ
ィ
ウ
ス
リ
と
プ
ラ
イ
セ
の
各
地ガ
域ウ
に

あ
る
森
林
が
授
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
我
々
の
座
の
悲
し
む
べ
き
破
壊
の
後
、

オ
ッ
ト
ー
三
世
の
治
世
に
辺
境
伯
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
は
、
ゼ
ン
メ
リ
ン
ク
と
呼
ば

れ
る
地
の
森
林
を
獲
得
し
、
我
々
の
森
林
と
交
換
し
て
こ
れ
を
得
た
。
だ
が
、

我
々
の
地
位
の
再
興
者
た
る
国
王
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
、
そ
れ
を
付
属
物
の
大
半

共
々
、
法
的
手
続
き
に
よ
っ
て
我
々
に
返
還
し
た
の
で
あ
っ
た
」。

オ
ッ
ト
ー
二
世
に
よ
る
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
教
会
へ
の
寄
進
に
つ
い
て
は
、

実
は
九
七
四
年

月
三
〇
日
付
け
の
皇
帝
証
書
が
二
点
（

）
伝
存
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
一
点
（D

O
II 89

、
原
本
）
は
、
寄
進
対
象
と
し
て
（
第
三
巻
一

章
で
も
言
及
さ
れ
た
）「
ツ
ヴ
ェ
ン
カ
ウ
の
城
塞
と
そ
の
付
属
物
全
て
」
と
述

べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
も
う
一
点
は
、『
年
代
記
』
と
同
じ
く
、
確
か
に

「
ザ
ー
レ
川
と
ム
ル
デ
川
の
間
に
あ
っ
て
、
ズ
ィ
ウ
ス
リ
と
プ
ラ
イ
セ
の
各
地

方
に
位
置
す
る
森
林
」
の
寄
進
を
明
記
し
て
い
る
（D

O
II 90

、
原
本
）。
し

か
し
、
実
は
こ
れ
は
、『
年
代
記
』
の
著
者
自
身
が
、
真
正
証
書
（D

O
II

 

89

）
に
見
え
る
寄
進
領
域
を
大
幅
に
拡
大
し
、
併
せ
て
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世
の
他

の
証
書
の
書
式
と
書
体
を
模
倣
す
る
形
で
後
年
作
成
し
た
偽
証
書
で
あ
る

（

）。
ツ
ヴ
ェ
ン
カ
ウ
の
城
塞
は
、
九

一
年
の
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
区
の
解
体

後
、
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
に
譲
渡
さ
れ
、
九
九
七
年

月
二
〇
日
に
ゼ
ン
メ

リ
ン
ク
の
森
林
と
の
所
領
交
換
に
よ
っ
て
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
一

世
に
帰
属
し
た
（D

O
III 252

）。
そ
れ
は
、
一
〇
〇
四
年
の
同
司
教
区
の
再
興

に
際
し
、
国
王
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世
に
よ
っ
て
付
属
の
森
林
を
加
え
た
う
え
で
、

同
司
教
に
再
び
返
還
さ
れ
た
（
三
月
四
日
、D

H
II 64

）。
証
書
作
成
に
際
し

て
は
、
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
教
会
所
蔵
のD

O
II 89

が
使
用
さ
れ
た
。「
ザ

ー
レ
川
と
ム
ル
デ
川
の
間
に
位
置
し
、
ズ
ィ
ウ
ス
リ
と
プ
ラ
イ
セ
の
各
地ガ
域ウ
に

あ
る
森
林
」
に
つ
い
て
は
、
一
言
も
語
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
が
初
め
て
言
及

さ
れ
る
の
は
、
オ
ッ
ト
ー
二
世
に
よ
る
寄
進
（
九
七
四
年
）
に
つ
い
て
述
べ
た

『
年
代
記
』
の
第
三
巻
一
章
、
そ
し
て
上
述
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
一
世
の
息
子
の
ヘ

ル
マ
ン
・
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
兄
弟
と
、
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
教
会
と
の
間
で
起

き
た
「
我
々
の
森
林
」
を
め
ぐ
る
領
有
権
争
い
に
関
連
し
て
で
あ
る
。『
年
代

記
』
の
叙
述
に
従
う
な
ら
ば
、
こ
の
争
い
は
一
〇
〇
五
年
頃
の
出
来
事
と
な
る
。

テ
ィ
ー
ト
マ
ル
が
上
記
偽
証
書
（D

O
II 90

）
を
捏
造
し
た
の
は
、
司
教
登
位

の
一
〇
〇
九
年
な
い
し
『
年
代
記
』
執
筆
開
始
の
一
〇
一
二
年
か
ら
、
一
〇
一

七
年
（
後
述
）
の
間
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
目
的
は
、
本
来
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク

司
教
教
会
に
寄
進
さ
れ
た
ツ
ヴ
ェ
ン
カ
ウ
の
城
塞
と
周
辺
の
森
林
領
域
を
、
シ

ュ
コ
イ
デ
ィ
ッ
ツ
ガ
ウ
全
域
へ
と
大
き
く
拡
大
解
釈
す
る
こ
と
に
あ

（
91
）

っ
た
。
司

教
は
ま
た
、
そ
の
偽
証
書
の
内
容
の
信
憑
性
を
裏
付
け
る
べ
く
、『
年
代
記
』

の
二
箇
所
で
そ
れ
に
対
応
す
る
記
述
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

一
〇
一
七
年
二
月
、
司
教
は
こ
の
紛
争
で
最
終
的
に
は
見
事
に
勝
利
を
勝
ち

（ ）

三佐川亮宏

東海大学紀要文学部



取
っ
た
。「
我
々
の
二
通
の
証
書
が
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
に
て
皇
帝
の
御
前
に
提
示

さ
れ
、
我
々
の
寄
進
の
方
が
万
事
に
お
い
て
優
先
す
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
か

ら
で
あ
る
」。
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
が
提
示
し
た
証
書
の
う
ち
一
通
が
、
件
の

D
O
II
 
90

の
偽
証
書
で
あ
っ
た
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
。
真
正
証
書

（D
O
II 89

）
は
、
そ
の
後
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
教
会
内
に
秘
匿
さ
れ
続
け

た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
同
じ
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
の
会
議
に
お
い
て
、
前
述
の
よ
う
に
メ
ー

ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
は
、
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
か
ら
獲
得
し
て
ま
も
な
い
二
つ

の
城
塞
を
、
同
じ
皇
帝
の
裁
定
に
よ
り
マ
イ
セ
ン
司
教
、
す
な
わ
ち
マ
イ
セ
ン

辺
境
伯
ヘ
ル
マ
ン
ら
の
弟
ア
イ
ル
ヴ
ァ
ル
ト
に
譲
渡
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
て

い
た
（
第
七
巻
五
二
章
）。
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
、
両
者
の
利
害
対
立
を
巧
み

に
調
整
し
、
双
方
痛
み
分
け
と
い
う
結
果
に
持
ち
込
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

三

こ
の
他
に
も
、
様
々
な
憶
測
が
尽
き
る
こ
と
は
な
い
。
シ
ュ
レ
ー
ジ
ン

ガ
ー
は
、
ツ
ァ
イ
ツ
司
教
区
か
ら
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
へ
の
一
部
司
教
区
返
還
を

命
じ
たD

H
II
 
65

（
一
〇
〇
四
年
三
月
五
日
）
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
をD

H
II

 
64

に
基
づ
く
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
偽
作
と
断
じ
て

（
92
）

い
る
。

国
王
ハ
イ
ン
リ
ヒ
が
「
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
と
ザ
ク
セ
ン
に
有
す
る
全
荘
園
か

ら
、
我
々
に
対
し
各
々
二
人
の
荘
民

ファミリア
を
譲
渡
し
た
」（
第
六
巻
一
〇
二
章
）
件

に
つ
い
て
は
、
確
か
に
一
〇
一
〇
年
七
月
二

日
付
け
の
国
王
証
書D

H
II

 
221

が
原
本
で
伝
承
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
証
書
は
、
本
来
印
璽
を
欠
い

て
お
り
、
こ
の
時
点
で
は
法
的
効
力
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
。
後
に
な
っ
て
別

の
証
書
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
印
璽
が
転
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
該
証
書

発
給
の
請
願
者
で
あ
る
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
本
人
に
よ
る
事
後
的
正
当
化
で
あ
る
可

能
性
が
濃
厚
で

（
93
）

あ
る
。

ハ
イ
ン
リ
ヒ
が
同
司
教
教
会
に
「
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、
エ
ー
ル
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
、

ゴ
イ
ザ
に
立
つ
三
つ
の
教
会
を
譲
渡
し
た
」（
第
七
巻
六
六
章
）
件
に
つ
い
て

は
、
ゴ
イ
ザ
の
寄
進
に
つ
い
て
の
み
、
一
〇
一
七
年
一
一
月
三
日
付
け
の
皇
帝

証
書D

H
II 374

が
伝
承
し
て
い
る
。
前
二
者
に
関
す
る
証
書
は
、
そ
の
後
失

わ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
に
対
す
る
五
つ
の
城
塞
の
過
剰

な
返
還
請
求
と
同
様
、
そ
も
そ
も
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
に
よ
る
創
作
で
あ
る
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て

（
94
）

い
る
。

【
そ
の
他
】

論
じ
残
さ
れ
た
問
題
は
、
こ
の
他
に
も
多
岐
に
亘
る
。
例
え
ば
、
ス
ラ
ヴ
文

献
学
に
と
っ
て
『
年
代
記
』
は
、
ス
ラ
ヴ
語
の
人
名
・
地
名
学
研
究
の
た
め
の

豊
か
な
宝
庫
で

（
95
）

あ
る
。
奇
蹟
、
予
言
、
幻
視
、
悪
魔
、
亡
霊
、
あ
る
い
は
シ
ン

ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
と
い
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
と
異
教
の
狭
間
の
宗
教
史
・
文
化
史
の

諸
問
題
は
、
な
お
未
開
拓
で
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
研
究
で
は
最
も
遅
れ
た
分
野
に

属
（
96
）

す
る
。『
年
代
記
』
に
は
、「
紀
元
千
年
の
恐
怖
」
を
め
ぐ
る
議
論
、
あ
る
い

は
終
末
論
を
論
じ
る
た
め
の
貴
重
な
証
言
も
、
多
々
見
い
出
さ

（
97
）

れ
る
。
今
後
、

こ
れ
ら
の
分
野
で
の
研
究
の
進
展
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

※
本
稿
は
、
平
成
二

〜
三
〇
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
Ｃ
「
紀
元
千

年
の
皇
帝
権
と
キ
リ
ス
ト
教
終
末
論
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注（
１
）

本
稿
は
、
二
〇
二
〇
年
度
に
刊
行
予
定
の
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
『
年
代
記
』

の
「
訳
者
解
説
」
を
簡
略
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
、
二
章
は
、
刊
本
の

編
者
ホ
ル
ツ
マ
ン
の
「
解
題
（E

in
leitu

n
g

）」（S
.V
II
X
L
II

）
に
依
拠
し

て
お
り
、
注
は
、
異
解
あ
る
い
は
そ
の
後
の
新
研
究
に
つ
い
て
付
す
こ
と
と

す
る
。

（ ）

メールゼブルク司教ティートマル（一〇〇九―一〇一 年）と『年代記』

第109輯（2018）



（
２
）

命
名
法
に
即
し
て
リ
ウ
タ
ー
ル
を
長
男
と
見
な
す
の
が
通
説
で
あ
る
が
、

史
料
上
の
確
た
る
根
拠
は
な
い
。
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
が
長
男
で
あ
る
可
能
性

も
排
除
出
来
な
い
。B

ettin
a
 
S
ey
d
erh

elm
,
A
u
s d

er G
esch

ich
te
 
d
es

 
W
a
lb
eck

er
 
G
ra
fen

g
esch

lech
ts,

in
:
T
au
sen

d
 
Jah

re
 
K
irch

e
 
in

 
W
albeck,

h
g
.v
.B
erth

o
ld H

ein
eck

e
K
la
u
s In

g
elm

a
n
n
,P
etersb

erg
 

2007,
S
.12

32,
h
ier S

.17f.

（
３
）

L
u
d
a
t,
A
n E

lbe u
n
d
 
O
d
er u

m
 
d
as Jah

r 1
0
0
0
,
S
.25 m

it A
n
m
.

166,
S
.27 A

n
m
.189,

S
.42,

S
.46,S

.50f.L
u
b
k
e,R

egesten
,
235,308,322.

（
４
）

A
lth
o
ff,
A
d
els

u
n
d
 
K
on
igsfam

ilien
,
S
.383

(H
 
33).

（
５
）

こ
の
他
、
ホ
ル
ツ
マ
ン
は
、〞
オ
ー
ダ
〝
と
い
う
名
の
姉
妹
の
存
在
を
指

摘
し
て
い
る
。H

o
ltzm

a
n
n
,
E
in
leitu

n
g
,
S
.X
IV
.

典
拠
は
〞
ア
ナ
リ
ス

タ
・
サ
ク
ソ
〝
一
〇
四
九
年
の
項
の
記
事
で
あ
る
が
、
ヴ
ァ
ル
ベ
ッ
ク
伯
家

の
系
譜
に
関
す
る
こ
の
補
説
は
、
著
し
く
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
が
混
乱
し
て
お
り
、

信
頼
に
値
し
な
い
。D

ie
 
R
eich

sch
ron

ik
 
d
es
 
A
n
n
alista

 
S
axo,

a
d
 
a
.

1049,
S
.391.

オ
ー
ダ
は
、
む
し
ろ
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
長
兄
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
孫

と
推
定
さ
れ
る
。R

ein
h
a
rd S

p
eh
r,
G
ra
fin O

d
a v

o
n W

a
lb
eck

.
Ü
b
er-

leg
u
n
g
en zu

r V
erw

a
n
d
tsch

a
ft m

it d
em
 
sa
ch
sisch

en H
o
ch
a
d
el,
in
:

C
o
ttin

M
erk

el
(H
g
.),
T
h
ietm

ars
 
W
elt,

S
.65

71.

（
６
）

最
近
年
こ
れ
を
九
七
六
年
に
修
正
す
る
有
力
な
意
見
が
提
起
さ
れ
て
い

る
。C

a
rsten H

ess,
D
a
s G

eb
u
rtsja

h
r T

h
ietm

a
rs v

o
n M

erseb
u
rg
,

in
:
C
o
ttin

M
erk

el
(H
g
.),
T
h
ietm

ars
 
W
elt,

S
.56

63.

た
だ
し
、
以
下

で
の
年
齢
記
載
は
、
通
説
の
九
七
五
年
誕
生
説
に
基
づ
く
。

（
７
）

一
〇
世
紀
で
伝
わ
っ
て
い
る
の
は
、
オ
ッ
ト
ー
一
世
が
最
初
で
、
次
に

位
置
す
る
の
が
『
年
代
記
』
の
二
例
で
あ
る
。A

rn
o
 
B
o
rst,

D
er
 
u
b
er-

lieferte
 
G
eb
u
rtsta

g
,
in
:
M
ittelalterlich

e
 
T
exte.

U
berlieferu

n
g,

B
efu
n
d
e,
D
eu
tu
n
gen

.
K
olloqu

iu
m
 
d
er Z

en
trald

irektion d
er M

G
H

 
am
 
2
8
. /2

9
.
Ju
n
i 1
9
9
6
,
h
g
.
v
.
R
u
d
o
lf S

ch
ieffer,

(M
G
H
,
S
ch
riften

,

42),
H
a
n
n
o
v
er 1996,

S
.1
91,

h
ier S

.40f.

（
８
）

M
a
rk
u
s C

o
ttin

,
E
in zeitg

en
o
ssisch

es L
eb
en
sb
ild
.
B
ru
n in d

er
 

C
h
ro
n
ik
 
T
h
ietm

a
rs v

o
n
 
M
erseb

u
rg
,
in
:
D
er
 
h
eilige

 
B
ru
n
 
von

 

Q
u
erfu

rt.
E
in
e R

eise in
s M

ittelalter.
B
egleitban

d
 
zu
r
 
S
on
d
erau

s-

stellu
n
g
 
D
er
 
h
eilige

 
B
ru
n
 
von

 
Q
u
erfu

rt
F
ried

en
sstifter

 
u
n
d

 
M
ission

ar in
 
E
u
ropa 1

0
0
9

2
0
0
9
,
h
g
.
v
.
L
a
n
d
k
reis S

a
a
lek

reis,

Q
u
erfu

rt 2009,
S
.58

63.

（
９
）

C
h
ristia

n S
ch
u
ffels,

W
ied
eren

td
eck

te V
erse T

h
ietm

a
rs a

u
f

 
d
ie G

ra
b
leg
e sein

er V
o
rfa
h
ren in d

er S
tiftsk

irch
e zu W

a
lb
eck

,in
:

K
u
n
d
e et a

l.
(H
g
.),
Z
w
isch

en
 
K
ath
ed
rale u

n
d
 
W
elt.

1
0
0
0
 
Jah

re
 

D
om
kapitel M

ersebu
rg,

K
atalog,

S
.48f.

そ
の
後
、
テ
キ
ス
ト
の
内
容
分

析
と
（
今
日
廃
墟
と
化
し
た
）
聖
マ
リ
ア
教
会
の
建
築
史
の
再
構
成
の
試
み

（d
ers.,

D
ie w

ied
eren

td
eck

ten
 
V
erse T

h
ietm

a
rs v

o
n
 
M
erseb

u
rg

 
u
n
d d

ie G
ra
b
leg
e sein

er F
a
m
ilie in W

a
lb
eck

,
in
:
T
au
sen

d
 
Jah

re
 

K
irch

e in
 
W
albeck

（
注
２
）,S

.65
83

）
を
経
て
、
よ
う
や
く
校
訂
テ
キ
ス

ト
が
刊
行
さ
れ
た
（d

ers.,
W
ied
eren

td
eck

te
 
V
erse

 
T
h
ietm

a
rs v

o
n

 
M
erseb

u
rg
,
in
:
D
A
 
72,

2016,
S
.71

93,
h
ier S

.88
93

）。

（
10
）

リ
ウ
タ
ー
ル
の
妻
で
「
西
方
の
高
貴
な
生
ま
れ
の
」
ゴ
デ
ィ
ラ
（
第
四

巻
三
九
章
）
に
由
来
す
る
と
の
推
測
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。K

a
rl J.

L
ey
ser,

H
errsch

aft u
n
d
 
K
on
flikt.

K
on
ig
 
u
n
d
 
A
d
el im

 
otton

isch
en
 
S
ach

-

sen
,
(V
ero

ffen
tlich

u
n
g
en d

es M
a
x
P
la
n
ck

In
stitu

ts fu
r G

esch
ich
-

te,
76),

G
o
ttin

g
en 1984,

S
.75 A

n
m
.5,
S
.190.

（
11
）

W
o
lfg
a
n
g
 
G
eo
rg
i,
D
ie
 
B
isch

o
fe
 
d
er K

irch
en
p
ro
v
in
z
 
M
a
g
-

d
eb
u
rg zw

isch
en K

o
n
ig
tu
m
 
u
n
d A

d
el im

 
10.

u
n
d 11.

Ja
h
rh
u
n
d
ert,

in
:
D
ie fru

h
u
n
d
 
h
och

m
ittelalterlich

e B
isch

ofserh
ebu

n
g im

 
eu
ro-

paisch
en
 
V
ergleich

,
h
g
.
v
.
F
ra
n
z
R
ein
er
 
E
rk
en
s,
(A
rch

iv
 
fu
r

 
K
u
ltu
rg
esch

ich
te,

B
eih
eft 48),

K
o
ln
W
eim

a
r
W
ien
 
1998,

S
.83

137,
h
ier S

.124ff.
（
12
）

B
rig
itte S

za
b
o
B
ech

stein
,
L
ibertas E

cclesiae.
E
in S

ch
lu
sselbe-

griff
 
d
es In

vestitu
rstreits u

n
d
 
sein

e
 
V
orgesch

ich
te:

4
.
1
1
.
Jah

r-

h
u
n
d
ert,

(S
tu
d
i G

reg
o
ria
n
i,
12),

R
o
m
a
 
1985,

S
.75.

H
o
ffm

a
n
n
,

M
on
ch
skon

ig u
n
d
 
rex id

iota,
S
.64ff.

財
産
寄
進
が
任
命
の
主
要
な
条
件

と
な
っ
た
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
同
じ
一
〇
〇
九
年
に
叙
任
さ
れ
た
パ
ー
ダ
ー

（ ）

三佐川亮宏

東海大学紀要文学部



ボ
ル
ン
司
教
マ
イ
ン
ヴ
ェ
ル
ク
の
事
例
が
有
名
で
あ
る
。H

a
g
en
 
K
eller,

” D
er K

o
n
ig b

a
t u
n
d b

eh
a
l“.
U
b
er d

ie E
in
setzu

n
g d

er B
isch

o
fe im

 
o
tto
n
isch

fru
h
sa
lisch

en
 
R
eich

,
in
:
F
u
r
 
K
on
igtu

m
 
u
n
d
 
H
im
-

m
elreich

.
1
0
0
0
 
Jah

re
 
B
isch

of
 
M
ein
w
erk

 
von

 
P
ad
erborn

,
h
g
.
v
.

C
h
risto

p
h S

tieg
em
a
n
n

M
a
rtin K

ro
k
er,

R
eg
en
sb
u
rg 2009,

S
.40

57,
h
ier S

.46ff.

（
13
）

ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
同
地
に
お
け
る
滞
在
回
数
二
六
回
は
、
バ
ン
ベ
ル
ク

（
一
六
回
）、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
（
一
二
回
）、
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
（
一
一

回
）
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
。
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
司
教
在
位
期
間
中
の
滞
在

は
一
四
回
を
数
え
、
そ
こ
に
は
聖
霊
降
臨
祭
（
一
〇
〇
九
年
、
一
〇
一
二
年
、

一
〇
一
三
年
）、
復
活
祭
（
一
〇
一
五
年
）
も
含
ま
れ
る
。H
o
ffm

a
n
n
,

M
on
ch
skon

ig u
n
d rex id

iota,
S
.104f.T

h
o
m
a
s Z
o
tz,D

ie G
eg
en
w
a
rt

 
d
es K

o
n
ig
s.
Z
u
r H

errsch
a
ftsp

ra
x
is O

tto
s III.

u
n
d H

ein
rich

s II.,in
:

O
tto III.

u
n
d
 
H
ein
rich II.

E
in
e
 
W
en
d
e
?,
h
g
.
v
.
B
ern

d S
ch
n
eid
-

m
u
ller

S
tefa

n
 
W
ein
fu
rter,

(M
ittela

lter
F
o
rsch

u
n
g
en
,
1),

S
ig
-

m
a
rin
g
en
 
1997,

S
.349

382,
h
ier
 
S
.363,

S
.384.

S
a
ra
h
 
Ja
co
b

M
a
rk
u
s C

o
ttin

,
K
o
n
ig
sa
u
fen

th
a
lte in

 
d
er P

fa
lz M

erseb
u
rg
,
in
:

C
o
ttin

F
ilip

K
u
n
d
e
(H
g
.),1

0
0
0 Jah

re K
aiserd

om
 
M
ersebu

rg,
S
.

112
115.

（
14
）

そ
れ
が
表
面
的
な
知
識
の
次
元
に
留
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

L
ip
p
elt,

T
h
ietm

ar von
 
M
ersebu

rg,
S
.86f.

を
参
照
。

（
15
）

L
ip
p
elt,

T
h
ietm

ar
 
von

 
M
ersebu

rg,
S
.121.

F
ra
esd

o
rff,

D
er

 
barbarisch

e N
ord

en
,
S
.234f.

（
16
）

S
ch
lesin

g
er,

K
irch

en
gesch

ich
te S

ach
sen

s,
B
d
.1,
S
.89.

（
17
）

S
ieg
fried H

irsch
H
a
rry B

ressla
u
,
Jah

rbu
ch
er d

es D
eu
tsch

en
 

R
eich

s u
n
ter
 
H
ein
rich

 
II.,

B
d
.3,

(Ja
h
rb
u
ch
er d

er d
eu
tsch

en G
e-

sch
ich
te),

B
erlin 1875,

N
D
.
B
erlin 1975,

S
.108 m

it A
n
m
.3.
A
lth
o
ff,

A
d
els

u
n
d
 
K
on
igsfam

ilien
,
S
.336f.

(B
 
174).

（
18
）

K
la
u
s K

ru
g
er,

G
ra
b
p
la
tte d

es B
isch

o
fs T

h
ietm

a
r,
in
:
C
o
ttin

M
erk

el
(H
g
.),
T
h
ietm

ars W
elt,

S
.364.

二
〇
一
四
年
に
修
復
さ
れ
た
墓

碑
の
写
真
に
つ
い
て
は
、eb

d
.
S
.22

を
参
照
。

（
19
）

詳
細
は
、H

o
ltzm

a
n
n
,
U
b
er d

ie C
h
ro
n
ik T

h
ietm

a
rs v

o
n M

er-

seb
u
rg

を
参
照
。

（
20
）

ホ
ル
ツ
マ
ン
は
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
が
『
ク
ヴ
ェ
ト
リ
ー
ン
ブ
ル
ク
編
年

誌
』
の
写
本
を
入
手
し
た
の
は
、
第
三
巻
執
筆
終
了
時
で
あ
っ
た
と
考
え
て

い
た
が
、
正
確
に
は
執
筆
終
了
の
間﹅
際﹅
で
あ
っ
た
。G

iese,
E
in
leitu

n
g
,
in
:

D
ie A

n
n
ales Q

u
ed
lin
bu
rgen

ses,
S
.259 A

n
m
.801,

S
.354

357.

（
21
）

こ
の
場
合
、
最
後
の
二
七
、
二

章
は
、
一

章
に
続
け
て
執
筆
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
両
章
に
つ
い
て
も
、
一
九
章
〜
二
六
章
の
増
補

時
に
併
せ
て
執
筆
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。S

ch
u
lm
ey
er

A
h
l,

D
er A

n
fan

g vom
 
E
n
d
e d

er O
tton

en
,
S
.53 A

n
m
.8,
S
.88 A

n
m
.158.

（
22
）

H
a
rtm

u
t H

o
ffm

a
n
n
,
T
h
ietm

a
r v
o
n M

erseb
u
rg
,
C
h
ro
n
ik
,
in
:

O
tto d

er G
rosse,

M
agd

ebu
rg u

n
d
 
E
u
ropa,

h
g
.
v
.
M
a
tth
ia
s P

u
h
le,

B
d
.2,
M
a
in
z 2001,

S
.136

138,
h
ier S

.136.

（
23
）

H
o
ltzm

a
n
n
,
E
in
leitu

n
g
,
S
.X
X
X
V
.

（
24
）

E
b
d
.
S
.X
X
X
V
If.

（
25
）

以
下
、L

u
d
w
ig S

ch
m
id
t,
Z
u
r G

esch
ich
te d

er D
resd

n
er T

h
iet-

m
a
rh
a
n
d
sch

rift,
in
:
D
A
 
1,
1937,

S
.195f.

K
a
rl M

a
n
itiu

s,
D
ie B

ib
-

lio
th
ek d

es P
etersk

lo
sters in M

erseb
u
rg
,
in
:
eb
d
.
20,

1964,
S
.190

209,
h
ier S

.192 A
n
m
.10,

S
.203 A

n
m
.119

の
他
、
次
の
新
研
究
も
参
照
。

Ja
n
a
 
K
o
co
u
rek

,
D
a
s S

ch
ick

sa
l d

er T
h
ietm

a
r
H
a
n
d
sch

rift,
in
:

C
o
ttin

M
erk

el
(H
g
.),
T
h
ietm

ars W
elt,

S
.148

159,
h
ier S

.149
152.

（
26
）

各
分
冊
の
構
成
と
欠
損
状
況
に
つ
い
て
は
、C

o
ttin

M
erk

el
(H
g
.),

T
h
ietm

ars
 
W
elt,

S
.369

371

の
表
を
参
照
。

（
27
）

G
iese,

E
in
leitu

n
g
,
in
:
D
ie A

n
n
ales Q

u
ed
lin
bu
rgen

ses,
S
.251

255.
（
28
）

以
下
、
校
訂
本
、
翻
訳
の
歴
史
に
つ
い
て
の
概
観
は
、A

rn
o M

en
tzel

R
eu
ters,E

d
itio

n
en u

n
d U

b
ersetzu

n
g
en d

er T
h
ietm

a
r
C
h
ro
n
ik
,in
:

C
o
ttin

M
erk

el
(H
g
.),
T
h
ietm

ars
 
W
elt,

S
.160

169

を
参
照
。

（
29
）

ホ
ル
ツ
マ
ン
は
、
提
供
さ
れ
た
の
は
、「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
本
」
の
写
し
と

（ ）
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し
て
い
た
が
（H

o
ltzm

a
n
n
,
E
in
leitu

n
g
,
S
.X
X
X
V
II

）、
こ
れ
は
誤
り
で

あ
る
。
貸
与
期
間
は
一
六

七
〜
九
〇
年
。M

a
rtin

a
 
G
iese,

T
h
ietm

a
rs

 
C
h
ro
n
ik
.
V
o
rla
g
e
n
,
h
a
n
d
sc
h
riftlic

h
e
 
U
b
e
rlie

fe
ru
n
g
 
u
n
d

 
m
ittela

lterlich
e R

ezep
tio
n
,
in
:
C
o
ttin

M
erk

el
(H
g
.),
T
h
ietm

ars
 

W
elt,

S
.72

99,
h
ier S

.78 A
n
m
.61.

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
刊
本
の
成
立
事
情
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、eb

d
.
S
.78f.

を
参
照
。

（
30
）

こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
被
害
状
況
と
無
惨
と
も
言
う
べ
き
現
在
の
状

態
に
つ
い
て
は
、K

o
co
u
rek

,
D
a
s
 
S
ch
ick

sa
l d

er
 
T
h
ietm

a
r
H
a
n
d
-

sch
rift

（
注
25
）,S

.152
158

が
詳
細
に
伝
え
て
い
る
。
各
葉
の
現
況
に
つ
い

て
は
、C

o
ttin

M
erk

el
(H
g
.),
T
h
ietm

ars W
elt,

S
.366

368

の
表
を
参

照
。

（
31
）

N
o
rb
ert

 
F
ick

erm
a
n
n
,
T
h
ietm

a
r
 
v
o
n
 
M
erseb

u
rg
 
in
 
d
er

 
la
tein

isch
en S

p
ra
ch
tra
d
itio

n
.
F
u
r ein

e sp
ra
ch
g
erech

tere E
d
itio

n
 

sein
er
 
C
h
ro
n
ik
,
in
:
Jah

rbu
ch
 
fu
r
 
d
ie
 
G
esch

ich
te
 
M
ittel

u
n
d

 
O
std
eu
tsch

lan
d
s,
6,
1957,

S
.21

76.

（
32
）

H
o
ffm

a
n
n
,
M
on
ch
skon

ig u
n
d
 
rex id

iota,
S
.151

176.

（
33
）

M
a
rv
in L

.
C
o
lk
er,

T
h
e ea

rliest M
a
n
u
scrip

t rep
resen

tin
g th

e
 

K
o
rv
ei R

ev
isio

n
 
o
f T

h
ietm

a
r’s C

h
ro
n
icle,

in
:
S
criptoriu

m
,
25,

1971,
p
p
.62

67.

参
照
、H

a
rtm

u
t H

o
ffm

a
n
n
,
B
u
ch
er u

n
d U

rku
n
d
en

 
au
s H

elm
arsh

au
sen
 
u
n
d
 
C
orvey,

(M
G
H
 
S
tu
d
ien
 
u
n
d
 
T
ex
te,

4),

H
a
n
n
o
v
er 1992,

S
.64.

（
34
）

C
o
rn
elia H

o
p
f,
D
ie aben

d
lan

d
isch

en
 
H
an
d
sch
riften

 
d
er
 
F
or-

sch
u
n
gs

u
n
d
 
L
an
d
esbiblioth

ek
 
G
oth
a.

B
estan

d
sverzeich

n
is,

1
:

G
roβ

form
atige

 
P
ergam

en
th
an
d
sch
riften

 
M
em
b.

I,
(V
ero

ffen
tli-

ch
u
n
g
en
 
d
er
 
F
o
rsch

u
n
g
s

u
n
d
 
L
a
n
d
esb

ib
lio
th
ek
 
G
o
th
a
,
32),

G
o
th
a
 
1994,

S
.84.

各
稿
本
間
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、G

iese,
T
h
iet-

m
a
rs C

h
ro
n
ik

（
注
29
）,S

.89
99

の
図
表
を
参
照
。

（
35
）

N
a
ß
,
D
ie R

eich
sch
ron

ik d
es A

n
n
alista S

axo,
S
.142

178,
S
.429

437.

系
譜
図
はS

.433

、
ゴ
ー
タ
断
片
の
テ
キ
ス
ト
は
、S

.434
437

に
採
録

さ
れ
て
い
る
。

（
36
）

ナ
ス
に
よ
れ
ば
、
成
立
は
「
一
四
世
紀
末
」
で
は
な
く
、
一
五
世
紀
の

第
二
・
三
半
世
紀
と
推
定
さ
れ
る
。E

b
d
.
S
.144 A

n
m
.459.

（
37
）

エ
ル
ケ
ン
ベ
ル
ト
が
歴
史
叙
述
に
多
大
な
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
、

中
世
盛
期
・
後
期
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
最
も
広
く
普
及
す
る
こ
と
に
な
る
、

ア
ウ
ラ
の
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
（
一
一
二
六
年
以
降
歿
）
の
『
年
代
記
』
の
継
続

執
筆
を
促
し
、
一
一
一
六
年
頃
に
同
年
代
記
（
第
三
系
統
本
、
参
照
、
拙
著

『
ド
イ
ツ
史
の
始
ま
り
』、
四
二
〇
頁
）
を
献
呈
さ
れ
て
い
る
事
実
に
示
さ
れ

て
い
る
。K

a
ssiu

s
 
H
a
llin

g
er,

G
orze

K
lu
n
y.

S
tu
d
ien

 
zu
 
d
en

 
m
on
astisch

en L
eben

sform
en u

n
d
 
G
egen

satzen im
 
H
och

m
ittelalter,

B
d
.1,
(S
tu
d
ia A

n
selm

ia
n
a p

h
ilo
so
p
h
ica th

eo
lo
g
ica
,
22

23),
R
o
m
a

 
1950,

N
D
.
G
ra
z 1971,

S
.404f.

H
a
n
s H

ein
rich K

a
m
in
sk
y
,
S
tu
d
ien

 
zu
r R

eich
sabtei C

orvey in d
er S

alierzeit,
(V
ero

ffen
tlich

u
n
g
en d

er
 

H
isto

risch
en
 
K
o
m
m
issio

n
 
W
estfa

len
s,

X
:
A
b
h
a
n
d
lu
n
g
en
 
zu
r

 
C
o
rv
ey
er G

esch
ich
tssch

reib
u
n
g
,
4),

K
o
ln
G
ra
z 1972,

S
.109f.,

S
.

134f.

（
38
）

ホ
フ
マ
ン
に
対
す
る
批
判
と
し
て
は
、H

elm
u
t
 
B
eu
m
a
n
n
,
A
rt.

T
h
ietm

a
r
 
v
o
n
 
M
erseb

u
rg
,
in
:
D
ie
 
d
eu
tsch

e
 
L
iteratu

r
 
d
es

 
M
ittelalters.

V
erfasserlexikon

,
2.A

u
fl.,

B
d
.9,

B
erlin

N
ew
 
Y
o
rk

 
1995,

S
p
.795

801,
h
ier S

p
.797

の
み
を
挙
げ
て
お
く
。
ホ
フ
マ
ン
の
リ
ス

ト
（H

o
ffm

a
n
n
,
M
on
ch
skon

ig u
n
d rex id

iota,
S
.153

164

）
に
対
す
る

次
の
修
正
提
案
も
参
照
。N

a
ß
,
D
ie
 
R
eich

sch
ron

ik
 
d
es
 
A
n
n
alista

 
S
axo

,
S
.144 A

n
m
.461.

G
iese,

E
in
leitu

n
g
,
in
:
D
ie A

n
n
ales Q

u
ed
lin
-

bu
rgen

ses,
S
.266

269.

（
39
）

W
ern

er G
o
ez,

B
isch

o
f T

h
ietm

a
r v
o
n M

erseb
u
rg
,
G
esch

ich
ts-

sch
reib

er,
in
:
d
ers.,

L
eben

sbild
er au

s d
em
 
M
ittelalter.

D
ie Z

eit d
er

 
O
tton

en
,
S
alier

 
u
n
d
 
S
tau
fer,

2.,
u
b
era

rb
eitete

 
u
n
d
 
erw

.
A
u
fl.,

D
a
rm
sta
d
t 1998,

S
.106

117,
h
ier S

.116f.

（
40
）

N
a
ß
,
D
ie R

eich
sch
ron

ik d
es A

n
n
alista S

axo,
S
.174,

S
.252f.

（
41
）

M
a
rk
u
s
 
S
ch
u
tz,

A
d
a
lb
o
ld
 
v
o
n
 
U
trech

t:
V
ita
 
H
ein
rici II.

im
p
era

to
ris.

U
b
ersetzu

n
g u

n
d E

in
leitu

n
g
,
in
:
B
erich

t d
es H

istori-

（ ）

三佐川亮宏

東海大学紀要文学部



sch
en V

erein
s B

am
berg 135,

1999,
S
.135

198,
h
ier S

.139f.

拙
著
『
ド

イ
ツ
史
の
始
ま
り
』、
三
二
〇
｜
三
二
二
頁
。

（
42
）

K
lem

en
s H

o
n
selm

a
n
n
,
D
er A

u
to
r d

er V
ita
 
M
ein
w
erci v

er-

m
u
tlich A

b
t K

o
n
ra
d v

o
n a

b
d
in
g
h
o
f,
in
:
W
estfalisch

e
 
Z
eitsch

rift,

114,
1964,

S
.349

352.

（
43
）

こ
こ
で
は
列
記
し
な
い
が
、
主
と
し
て
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
と
マ
ク

デ
ブ
ル
ク
の
両
司
教
区
で
一
二
世
紀
以
降
相
次
い
で
成
立
し
た
司
教
教
会
・

修
道
院
の
年
代
記
・
編
年
誌
類
が
そ
の
中
心
を
占
め
る
。N

a
ß
,
D
ie R

eich
s-

ch
ron

ik d
es A

n
n
alista S

axo,
S
.174

178.
G
iese,

T
h
ietm

a
rs C

h
ro
n
ik

（
注
29
）,S

.84

に
、
受
容
作
品
・
時
代
に
関
す
る
簡
便
な
地
図
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

（
44
）

N
a
ß
,
D
ie R

eich
sch
ron

ik d
es A

n
n
alista S

axo,
S
.143.

引
用
文
は

S
.178

。

（
45
）

B
ru
n v

o
n Q

u
erfu

rt,
V
ita san

cti A
d
alberti P

ragen
sis episcopi

(R
ed
a
ctio

 
lo
n
g
io
r),

ed
.
Ja
d
w
ig
a
 
K
a
rw
a
sin
sk
a
,
in
:
M
o
n
u
m
en
ta

 
P
o
lo
n
ia
e H

isto
rica

,
N
S
.
IV

2,
W
a
rsza

w
a 1969,

ca
p
.5,
S
.5f.

同
書
に

つ
い
て
は
、
拙
著
『
ド
イ
ツ
史
の
始
ま
り
』
第
九
章
を
参
照
。

（
46
）

Jo
a
ch
im
 
E
h
lers,

D
o
m

u
n
d
 
K
lo
stersch

u
len
 
in
 
D
eu
tsch

la
n
d

 
u
n
d
 
F
ra
n
k
reich

 
im
 
10.

u
n
d
 
11.

Ja
h
rh
u
n
d
ert,

in
:
S
ch
u
le
 
u
n
d

 
S
ch
u
ler
 
im
 
M
ittelalter.

B
eitrage

 
zu
r
 
eu
ropaisch

en
 
B
ild
u
n
gsge-

sch
ich
te d

es 9
.
bis 1

5
.
Jah

rh
u
n
d
erts,

h
g
.
v
.
M
a
rtin K

in
tzin

g
er

S
o
n
k
e L

o
ren

z
M
a
ich
a
el W

a
lter,

(A
rch

iv fu
r K

u
ltu
rg
esch

ich
te,

B
eih
eft 42),

K
o
ln
W
eim

a
r
W
ien 1996,

S
.29

52,
h
ier S

.43
47.

（
47
）

H
o
ltzm

a
n
n
,
E
in
leitu

n
g
,
S
.X
X
X
I.

（
48
）

以
下
、L

ip
p
elt,

T
h
ietm

ar
 
von

 
M
ersebu

rg,
S
.72

76

に
よ
る
。

P
eter O

rth
,
T
h
ietm

a
rs R

ezep
tio
n a

n
tik
er A

u
to
ren

,
in
:
C
o
ttin

M
erk

el
(H
g
.),
T
h
ietm

ars W
elt,

S
.114

129

は
、
こ
れ
に
一
部
修
正
を
加

え
て
い
る
が
、
全
体
像
に
変
化
は
な
い
。

（
49
）

M
a
rie
 
L
u
ise
 
B
u
lst

T
h
iele,

Z
u
 
T
h
ietm

a
r
 
u
n
d
 
d
en
 
H
ild
es-

h
eim

er A
n
n
a
len
,
in
:
D
A
 
12,

1956,
S
.517.

L
ip
p
elt,

T
h
ietm

ar
 
von

 

M
ersebu

rg,
S
.73.

（
50
）

U
d
o
 
K
in
d
erm

a
n
n
,
A
rt.

E
cb
a
sis
 
ca
p
tiv
i,
in
:
D
ie
 
d
eu
tsch

e
 

L
iteratu

r d
es M

ittelalters.
V
erfasserlexikon

,
2.A

u
fl.,

B
d
.2,
B
erlin

N
ew
 
Y
o
rk 1980,

S
p
.315

321.

オ
ル
ト
は
、
む
し
ろ
『
ヴ
ァ
ル
タ
リ
ウ
ス
』

（

四
〇
年
代
初
頭
？
成
立
）
の
使
用
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。O

rth
,

T
h
ietm

a
rs R

ezep
tio
n a

n
tik
er A

u
to
ren

（
注
48
）,S

.126 m
it A

n
m
.74.

（
51
）

G
iese,

E
in
leitu

n
g
,
in
:
D
ie A

n
n
ales Q

u
ed
lin
bu
rgen

ses,
S
.47

57,

S
.258

265.

（
52
）

E
b
d
.
S
.259

262

の
各
注
を
参
照
。
数
字
に
幅
が
あ
る
の
は
、
唯
一
の

写
本
の

七
四
〜
九
〇
九
年
、
九
六
一
〜

三
年
の
項
の
記
載
が
欠
落
し
て

い
る
他
、
年
次
の
み
を
利
用
し
た
場
合
の
判
断
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

E
b
d
.
S
.265.

（
53
）

K
u
rt
U
lrich

 
Ja
sch

k
e,

D
ie
 
alteste

 
H
alberstad

ter
 
B
isch

ofs-

ch
ron

ik,
(M
itteld

eu
tsch

e F
o
rsch

u
n
g
en
,
62

1),
K
o
ln
W
ien 1970,

S
.

159
162,

S
.179

184 et a
l.
B
eu
m
a
n
n
,
T
h
eu
ton

u
m
 
n
ova m

etropolis,

S
.154

165.

（
54
）

G
iese,

E
in
leitu

n
g
,
in
:
D
ie A

n
n
ales Q

u
ed
lin
bu
rgen

ses,
S
.213

226.

（
55
）

A
lth
o
ff,
A
d
els

u
n
d K

on
igsfam

ilien
,
S
.142.

以
下
、
同
書
第
三
部

（S
.133

236

）
に
よ
る
。
概
略
が
、A

lth
o
ff,

E
in
leitu

n
g
,
in
:
D
ie T

oten
-

bu
ch
er von

 
M
ersebu

rg,
S
.X
X
X
X
V
II

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
56
）

A
lth
o
ff,

E
in
leitu

n
g
,
in
:
D
ie T

oten
bu
ch
er
 
von

 
M
ersebu

rg,
S
.

X
X
I.

欠
落
を
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
戦
争
（
一
五
四
六
〜
四
七
年
）
の
混
乱
と

関
連
付
け
る
推
論
も
あ
る
。H

o
lg
er K

u
n
d
e,
M
erseb

u
rg
er T

o
ten

b
u
ch
,

in
:
K
u
n
d
e et a

l.
(H
g
.),
Z
w
isch

en K
ath
ed
rale u

n
d
 
W
elt.

1
0
0
0 Jah

re
 

D
om
kapitel M

ersebu
rg,

K
atalog,

S
.51f.

（
57
）

そ
の
後
命
日
が
記
載
さ
れ
た
の
は
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
本
人
を
除
け
ば
、

マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
ゲ
ー
ロ
（
一
〇
二
三
年
）、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
王
ミ
ェ
シ

コ
二
世
（
一
〇
三
四
年
）、
パ
ー
ダ
ー
ボ
ル
ン
司
教
マ
イ
ン
ヴ
ェ
ル
ク
（
一
〇

三
六
年
）、
そ
れ
に
一
〇
二
五
年
以
降
ク
ヴ
ェ
ト
リ
ー
ン
ブ
ル
ク
女
子
修
道
参

（ ）
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事
会
で
養
育
さ
れ
て
い
た
国
王
コ
ン
ラ
ー
ト
二
世
の
娘
ベ
ア
ト
リ
ク
ス
（
一

〇
三
六
年
）
で
あ
る
。

（
58
）

直
筆
は
、
ホ
フ
マ
ン
に
よ
れ
ば
三
箇
所
確
認
さ
れ
る
。
テ
ィ
ー
ト
マ
ル

の
司
教
叙
階
日
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世
の
誕
生
日
（
後
出
）、
及
び
タ
ー
ギ
ノ
の

命
日
（
六
月
九
日

第
六
巻
六
一
章
）。H

a
rtm

u
t H

o
ffm

a
n
n
,B
u
ch
ku
n
st

 
u
n
d
 
K
on
igtu

m
 
im
 
otton

isch
en
 
u
n
d
 
fru
h
salisch

en
 
R
eich

,
T
ex
t-

b
a
n
d
,
(M
G
H
,
S
ch
riften

,
30

1),
S
tu
ttg
a
rt 1986,

S
.386.

D
ers.,

S
a
-

k
ra
m
en
ta
r m

it K
a
len
d
a
r,
in
:
O
tto
 
d
er
 
G
rosse,

M
agd

ebu
rg
 
u
n
d

 
E
u
ropa

（
注
22
）,B

d
.2,
S
.387

389,
h
ier S

.387.

さ
ら
に
、
母
ク
ニ
グ
ン
デ

（
七
月
一
三
日

第
四
巻
三

章
）、
祖
母
マ
テ
ィ
ル
デ
（
一
二
月
三
日

第

四
巻
一
七
章
）
の
命
日
の
記
載
も
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
直
筆
で
あ
る
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。H

a
n
s Ja

k
o
b S

ch
u
ffels

C
h
ristia

n S
ch
u
ffels,

T
h
ietm

a
rs
 
A
u
to
g
ra
p
h
.
Z
u
r
 
E
ig
en
h
a
n
d
ig
k
eit
 
d
es
 
E
in
tra
g
s
 
im

 
S
a
k
ra
m
en
ta
r d

er M
erseb

u
rg
er D

o
m
k
irch

e,
in
:
C
o
ttin

M
erk

el

(H
g
.),
T
h
ietm

ars
 
W
elt,

S
.100

113,
h
ier S

.111 A
n
m
.79.

同
じ
コ
ー
デ

ク
ス
に
合
本
さ
れ
た
「
ミ
サ
典
礼
書
」
の
第
三

葉
（
表
）
の
Ｔ
イ
ニ
シ
ァ

ル
に
見
え
る
「
神
の
聖
職
者
た
ち
よ
、
汝
の
同
僚
仲
間
の
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
、

す
な
わ
ち
そ
れ
に
値
せ
ぬ
罪
人
の
こ
と
を
〔
祈
禱
に
お
い
て
〕
想
い
起
こ
し

て
欲
し
い
」
と
い
う
個
人
的
内
容
の
書
き
込
み
（D

ie
 
T
oten

bu
ch
er
 
von

 
M
ersebu

rg,
S
.26

）
も
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
直
筆
で
あ
る
。
こ
れ
を
疑
問
視
す

る
見
解
（W

o
lla
sch

A
lth
o
ff,
E
in
leitu

n
g
,
in
:
eb
d
.
S
.X
III m

it A
n
m
.

28,
S
.X
X
 
A
n
m
.4

）
は
、
今
日
で
は
斥
け
ら
れ
て
い
る
。S

ch
u
ffels,

T
h
iet-

m
a
rs A

u
to
g
ra
p
h
,
S
.106ff.

（
59
）

参
照
、A
lth
o
ff,
A
d
els

u
n
d
 
K
on
igsfam

ilien
,
S
.87ff.

（
60
）

A
lth
o
ff,

E
in
leitu

n
g
,
in
:
D
ie T

oten
bu
ch
er
 
von

 
M
ersebu

rg,
S
.

X
X
V
III

X
X
X
V
II.

（
61
）

も
っ
と
も
、
最
近
年
の
研
究
で
は
、
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
で
作
成
さ
れ
、

『
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
死
者
祈
念
の
書
』
に
先
立
ち
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
に
よ
り
直
接

利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
憶
測
さ
れ
て
い
る
。C

a
rsten H

ess,
S
a
k
ra
m
en
ta
r

 
m
it v

o
ra
n
g
eh
en
d
em
 
K
a
len
d
a
r.
B
ib
lio
th
eq
u
e ro

y
a
le d

e B
elg
iq
u
e

 

in B
ru
ssel

(M
S
.
1814

16),
in
:
C
o
ttin

M
erk

el
(H
g
.),
T
h
ietm

ars
 

W
elt,

S
.380

384.

（
62
）

A
lth
o
ff,

A
d
els

u
n
d
 
K
on
igsfam

ilien
,
S
.64

127

の
詳
細
な
分
析

を
参
照
。

（
63
）

弟
ブ
ル
ー
ノ
（
第
四
巻
七
〇
章
）、
兄
ハ
イ
ン
リ
ヒ
（
第
七
巻
一
五
章
）。

（
64
）

ア
ヴ
ィ
ー
コ
（
第
三
巻
一

章
）、
マ
イ
ン
ス
ヴ
ィ
ン
ト
（
第
四
巻
一
〇

章
）、
ア
ム
ル
レ
ー
ト
（
第
六
巻
七
六
章
）、
ト
ク
サ
ン
ド
リ
ア
地
方
の
荘
司

（
第
四
巻
三
四
章
）、
等
々
。

（
65
）

た
だ
し
、『
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
年
代
記
』（
一
一
二
七
〜
三
六
／
三

七
年
成
立
）
の
四
章
に
見
え
る”

h
abebat ebd

om
ad
ariam

 
su
ae can

on
iae

 
in
 
M
agd

ebu
rg
 
vicem

 
sic
 
an
n
otatam

 

n

...

H

“

（C
h
ron

ica
 
episcopo-

ru
m
 
ecclesiae M

ersebu
rgen

sis,
h
g
.
v
.
R
o
g
er W

ilm
a
n
n
s,
in
:
M
G
H

 
S
S X

,
H
a
n
n
o
v
er 1852,

S
.157

212,
h
ier ca

p
.4,
S
.174

）
の
一
節
は
、
テ

ィ
ー
ト
マ
ル
が
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
司
教
座
聖
堂
参
事
会
員
時
代
に
毎
週
覚
書
を

書
き
留
め
て
い
た
と
解
さ
れ
て
き
た
が
（H

o
ltzm

a
n
n
,
E
in
leitu

n
g
,
S
.

X
X
V
III,

S
.X
X
X
I

）、
正
し
く
は
、（
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
が
司
教
登
位
後
も
）
毎

週
交
替
の
週
務
者
の
任
を
、
覚
書
に
即
し
て
謙
虚
に
司
っ
て
い
た
、
と
の
意

で
あ
る
。L

ip
p
elt,

T
h
ietm

ar von
 
M
ersebu

rg,
S
.202.

B
eu
m
a
n
n
,
A
rt.

T
h
ietm

a
r v
o
n M

erseb
u
rg

（
注
38
）,S

p
.796.

（
66
）

都
市
建
設
者
と
し
て
の
カ
エ
サ
ル
に
つ
い
て
は
、
既
に
ヴ
ィ
ド
ゥ
キ
ン

ト
が
ア
ー
ヘ
ン
近
郊
の
ユ
ー
リ
ヒ
の
創
建
に
関
連
し
て
言
及
し
て
い
た
。『
ザ

ク
セ
ン
人
の
事
績
』
第
二
巻
一
章
（
拙
訳
一
〇
二
頁
）。
ザ
ク
セ
ン
地
方
に
関

し
て
は
、『
都
市
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
と
大
司
教
座
の
起
源
』（
一
〇
〇
四
年
以
前

成
立
）
が
、
そ
の
起
源
を
や
は
り
カ
エ
サ
ル
に
求
め
て
い
た
。E

xord
iu
m

 
civitatis

 
M
agd

ebu
rgen

sis
 
et
 
arch

iepiscopatu
s,

h
g
.
v
.
W
ilh
elm

 
S
ch
u
m
,
i

ー

:
M
G

の

S
S X

IV
,
H
a
n
n
o
v
er 1883,

S
.376

384,
h
ier ca

p
.2,

S
.377.

参
照
、B

eu
m
a
n
n
,
T
h
eu
ton

u
m
 
n
ova m

etropolis,
S
.215f.

拙
著

『
ド
イ
ツ
史
の
始
ま
り
』、
三

四
頁
。
な
お
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
は
、
執
筆
開

始
直
前
の
一
〇
一
二
年
一
月
に
城
塞
レ

ー

プ
ザ
ル

ス

再
建
工
事
に
携
わ
っ
た

出
来
事
の
叙
述
（
第
六
巻
五
九
章
）
に
お
い
て
、
ル

引

カ
ー
ヌ

名
の

を

﹇

﹈

（ ）
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き
つ
つ
、
カ
エ
サ
ル
に
よ
る
デ
ュ
ッ
ラ
キ
ウ
ム
要
塞
の
建
築
に
言
及
し
て
い

る
。
私
見
で
は
あ
る
が
、
都
市
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
の
起
源
論
、
あ
る
い
は
そ

も
そ
も
『
年
代
記
』
執
筆
の
契
機
は
、
失
わ
れ
た
司
教
区
の
返
還
要
求
と
並

ん
で
、『
パ
ル
サ
リ
ア
』
の
叙
述
が
与
え
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
に
由
来
す
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

（
67
）

第
四
巻
の
み
序
詩
が
欠
如
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
先
行

す
る
オ
ッ
ト
ー
二
世
の
晩
年
に
始
ま
っ
た
混
乱
の
時
代
と
神
の
罰
（
第
三
巻

序
詩
）
が
、
統
治
者
の
交
代
を
越
え
て
な
お
存
続
し
て
い
る
と
の
テ
ィ
ー
ト

マ
ル
の
理
解
に
起
因
す
る
、
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。K

o
rn
tg
en
,

K
on
igsh

errsch
aft u

n
d
 
G
ottes G

n
ad
e,
S
.130.

（
68
）

S
ch
u
lm
ey
er

A
h
l,
D
er A

n
fan

g vom
 
E
n
d
e d
er O

tton
en
,
S
.80ff.

（
69
）

例
え
ば
、
第
七
巻
四
〜

章
（
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
に
よ
る
誘
拐
事
件
）
と
九

〜
一
三
章
（
ボ
レ
ス
ワ
フ
の
召
喚
）
の
二
つ
の
記
事
は
、
こ
れ
ま
で
単
な
る

ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
の
混
乱
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、「
時
間
」（
一
〇
一

五
年
の
復
活
祭
）
と
「
空
間
」（
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
）
に
お
い
て
見
事
に
一
点

に
収
斂
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。S
ch
u
lm
ey
er

A
h
l,
D
er
 
A
n
-

fan
g vom

 
E
n
d
e d

er O
tton

en
,
S
.111ff.

（
70
）

E
rn
st S

ch
u
b
ert,

D
ie C

h
ro
n
ik T

h
ietm

a
rs v

o
n M

erseb
u
rg
,
in
:

B
ern

w
ard von H

ild
esh
eim
 
u
n
d d

as Z
eitalter d

er O
tton

en
.
K
atalog

 
d
er A

u
sstellu

n
g H

ild
esh
eim

 
1
9
9
3
,
h
g
.
v
.
M
ich
a
el B

ra
n
d
t

A
rn
e

 
E
g
g
eb
rech

t,
B
d
.2,
H
ild
esh

eim
M
a
in
z 1993,

S
.239

241.

（
71
）

さ
し
あ
た
り
、
ゲ
ッ
ツ
（G

o
etz

）
の
諸
論
稿
を
参
照
。
著
名
な
哲
学
者

に
よ
る
自
伝
文
学
と
し
て
の
精
神
史
的
観
点
か
ら
の
研
究
も
あ
る
。G

eo
rg

 
M
isch

,
G
esch

ich
te d

er A
u
tobiograph

ie,
B
d
.2:
D
a
s M

ittela
lter:

D
ie

 
F
ru
h
zeit,

2.
H
a
lfte,

F
ra
n
k
fu
rt a

.
M
.
1955,

N
D
.
1992,

S
.500

518.

（
72
）

S
ch
u
lm
ey
er

A
h
l,
D
er
 
A
n
fan

g
 
vom

 
E
n
d
e
 
d
er
 
O
tton

en
,
S
.

35ff.,
S
.365

372.
K
a
rl U

b
l,
D
er k

in
d
erlo

se K
o
n
ig
.
E
in T

estfa
ll fu

r
 

d
ie A

u
sd
ifferen

zieru
n
g
 
d
es P

o
litisch

en
 
im
 
11.

Ja
h
rh
u
n
d
ert,

in
:

H
istorisch

e Z
eitsch

rift,
292,

2011,
S
.323

363,
h
ier S

.338ff.

拙
著
『
ド

イ
ツ
史
の
始
ま
り
』、
二
七
五
頁
。

（
73
）

以
下
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ク
ヴ
ェ
ー
ア
フ
ル
ト
の
ブ
ル
ー
ノ
の
語
法

と
対
比
し
つ
つ
考
察
し
た
拙
著
『
ド
イ
ツ
史
の
始
ま
り
』、
二
七
三
｜
二
七
五
、

二

九
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
74
）

一
例
と
し
て
「
東
方
研
究
」
の
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
に
よ
る
、
ホ
ル
ツ
マ
ン

の
刊
本
に
対
す
る
書
評
論
文
の
み
を
挙
げ
て
お
く
。A

lb
ert

 
B
ra
ck
m
a
n
n
,

W
id
u
k
in
d
s v

o
n K

o
rv
ei S

a
ch
sen

g
esch

ich
te u

n
d d

ie C
h
ro
n
ik
 
d
es

 
T
h
ietm

a
r
 
v
o
n
 
M
erseb

u
rg
 
in
 
n
eu
er
 
A
u
sg
a
b
e
 
u
n
d
 
d
ie
 
letzten

 
F
o
rsch

u
n
g
en
 
u
b
er ih

ren
 
Q
u
ellen

w
ert,

in
:
D
eu
tsch

es A
rch

iv
 
fu
r

 
L
an
d
es

u
n
d
 
V
olksforsch

u
n
g,
5,
1941,

S
.162

174.

中
世
史
学
に
お
け

る
「
東
方
研
究
」
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、G

erd A
lth
o
ff,
D
ie B

eu
r-

teilu
n
g d

er m
ittela

lterlich
en O

stp
o
litik

 
a
ls P

a
ra
d
ig
m
a fu

r zeit-

g
eb
u
n
d
en
e
 
G
esch

ich
tsb
ew
ertu

n
g
,
in
:
D
ie
 
D
eu
tsch

en
 
u
n
d
 
ih
r

 
M
ittelalter.

T
h
em
en
 
u
n
d
 
F
u
n
ktion

en
 
m
od
ern

er
 
G
esch

ich
tsbild

er
 

vom
 
M
ittelalter,

h
g
.
v
.
d
em
s.,
D
a
rm
sta
d
t 1992,

S
.147

164,
S
.210

217

を
、
グ
ニ
エ
ズ
ノ
問
題
に
つ
い
て
は
、P

olen
 
u
n
d
 
D
eu
tsch

lan
d
 
vor

 
1
0
0
0
 
Jah

ren
.
D
ie B

erlin
er T

agu
n
g u

ber d
en

”
A
kt von G

n
esen

“,

h
g
.v
.M

ich
a
el B

o
rg
o
lte,(E

u
ro
p
a im

 
M
ittela

lter,5),B
erlin 2002

所

収
の
関
連
論
稿
を
参
照
。

（
75
）

L
u
d
a
t,
A
n
 
E
lbe u

n
d
 
O
d
er u

m
 
d
as Jah

r 1
0
0
0
.

本
訳
書
で
繰
り

返
し
挙
げ
た
「
史
料
要
録
」
を
ま
と
め
た
リ
ュ
プ
ケ
（L

u
b
k
e,
R
egesten

）

は
、
そ
の
門
下
生
で
あ
り
、
今
日
の
研
究
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
で
あ
る
。
ポ

ー
ラ
ン
ド
人
の
研
究
で
は

訳
文
に
多
々
問
題
が
あ
る
が

、A
n
d
rzej

 
P
leszczy

n
sk
i,
T
h
e B

irth of a S
tereotype.

P
olish R

u
lers an

d
 
th
eir

 
C
ou
n
try
 
in
 
G
erm

an
 
W
ritin

gs,
c.
1
0
0
0
 
A
.D
.,
(E
a
st C

en
tra
l a
n
d

 
E
a
stern E

u
ro
p
e in th

e M
id
d
le A

g
es,

450
1450,

15),
L
eid
en 2011

を

挙
げ
て
お
く
。

（
76
）

G
erd A

lth
o
ff,
O
tto III.u

n
d H

ein
rich II.in K

o
n
flik

ten
,in
:O
tto

 
III.

u
n
d
 
H
ein
rich II.

（
注
13
）,S

.77
94.

K
n
u
t G

o
rich

,
E
in
e W

en
d
e

 
im
 
O
sten

.
H
ein
rich II.

u
n
d B

o
lesla

w
 
C
h
ro
b
ry
,
in
:
eb
d
.
S
.95

167,

h
ier S

.142ff.

（ ）
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（
77
）

H
o
ltzm

a
n
n
,
B
istu

m
 
M
erseb

u
rg
,
S
.74
 
A
n
m
.92.

L
u
d
a
t,
A
n

 
E
lbe u

n
d O

d
er u

m
 
d
as Jah

r 1
0
0
0
,
S
.81f. ：

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
公
に
対
す

る
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
戦
役
の
遂
行
が
、
主
要
な
負
担
を
担
わ
ね
ば
な
ら
な
い
ザ

ク
セ
ン
人
貴
族
に
と
っ
て
、
既
に
一
〇
一
三
年
以
前
の
最
初
の
段
階
に
お
い

て
、
い
か
に
多
大
な
嫌
気
と
無
関
心
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
か
、
こ
の
こ
と

は
か
ね
て
よ
り
研
究
者
の
耳
目
を
惹
く
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
」。

（
78
）

Jo
h
a
n
n
es F

ried
,
D
er
 
W
eg in

 
d
ie G

esch
ich
te.

D
ie U

rspru
n
ge

 
D
eu
tsch

lan
d
s bis 1

0
2
4
,
(P
ro
p
y
la
en G

esch
ich
te D

eu
tsch

la
n
d
s,
1),

B
erlin 1994.

N
eu
a
u
sg
a
b
e:
D
ie A

n
fan

ge d
er D

eu
tsch

en
.
D
er
 
W
eg

 
in
 
d
ie G

esch
ich
te,

B
erlin 2015,

S
.681.

（
79
）

H
o
ltzm

a
n
n
,
B
istu

m
 
M
erseb

u
rg
,
S
.71

75.

（
80
）

L
u
b
k
e,
R
egesten

,
152.

（
81
）

P
a
u
l F

.
K
eh
r,
D
as
 
E
rzbistu

m
 
M
agd

ebu
rg
 
u
n
d
 
d
ie
 
erste

 
O
rgan

isation
 
d
er
 
ch
ristlich

en
 
K
irch

e in
 
P
olen

,
(A
b
h
h
.
d
.
P
reu

ß
.

A
k
a
d
.
d
.
W
iss.,

p
h
il.
h
ist.

K
l.,
1920

1),
B
erlin 1920,

(N
D
.
in
:
d
ers.,

A
u
sgew

ah
lte S

ch
riften

,
h
g
.
v
.
R
u
d
o
lf H

iesta
n
d
,
T
eil 2,

(A
b
h
h
.
d
.

A
k
a
d
.
d
.
W
iss.

zu G
o
ttin

g
en
,
p
h
ilo
l.
h
ist.

K
l.,
3
250),

G
o
ttin

g
en

 
2005,

S
.1100

1166

）（
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
批
判
はS

.26
29

）.F
ried

,
O
tto III.

u
n
d
 
B
oleslaw

 
C
h
robry,

S
.109 A

n
m
.209,

S
.153

156.

（
82
）

L
u
b
k
e,
R
egesten

,
265.

（
83
）

年
次
はB

o
h
m
er,

R
eg
esta Im

perii,
II:
S
a
ch
sisch

es H
a
u
s,
A
b
t.

5:
P
a
p
streg

esten
 
911

1024,
b
ea
rb
.
v
.
H
a
ra
ld
 
Z
im
m
erm

a
n
n
,
2.

A
u
fl.,

W
ien

K
o
ln
W
eim

a
r
 
1998,

738

に
従
っ
た
。L

u
b
k
e,
R
eges-

ten
,
314b

.

最
新
研
究
は
、
ボ
イ
マ
ン
の
未
完
に
終
わ
っ
た
遺
稿
で
あ
る
。

B
eu
m
a
n
n
,
T
h
eu
ton

u
m
 
n
ova

 
m
etropolis,

S
.1
6,
S
.120

138,
S
.166

169.

同
書
で
は
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世
に
よ
る
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
区
再
興

計
画
と
の
関
連
で
一
〇
一
四
年
初
頭
、
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
司
教
座
聖
堂
参
事
会

員
で
宮
廷
司
祭
の
エ
ー
リ
ヒ
（
後
年
の
ハ
ー
フ
ェ
ル
ベ
ル
ク
司
教
、
第
六
巻

三
七
章
）
の
関
与
の
下
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。P

U
U

412

と

テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
関
係
は
扱
わ
れ
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
が
（S

.3 A
n
m
.

10

）、
司
教
座
聖
堂
参
事
会
員
と
し
て
ギ
ー
ゼ
ラ
ー
・
タ
ー
ギ
ノ
の
両
大
司
教

に
仕
え
た
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
が
、「
ポ
ズ
ナ
ニ
問
題
」
に
つ
い
て
同
証
書

と
同
じ
主
張
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。K

eh
r,

D
as
 
E
rzbis-

tu
m
 
M
agd

ebu
rg

（
注
81
）,S

.63 ：

「
そ
れ
が
、
九
六

年
の
事
件
に
関
す
る

テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
叙
述
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
不
可

思
議
で
な
ら
な
い
」。

（
84
）

こ
の
事
件
の
解
釈
は
、
双
方
の
立
場
に
即
し
て
、「
保
護
」
あ
る
い
は

「
監
禁
」
と
大
き
く
異
な
る
。A

lth
o
ff,

A
d
els

u
n
d
 
K
on
igsfam

ilien
,
S
.

304
(B
 
55).

L
u
b
k
e,
R
egesten

,
383a

,
445.

（
85
）

H
o
ltzm

a
n
n
,
B
istu

m
 
M
erseb

u
rg
,
S
.70.

フ
シ
ュ
ナ
ー
は
、
よ
り
具

体
的
に
同
じ
一
〇
一
二
年
の
一
〇
月
の
国
王
ハ
イ
ン
リ
ヒ
と
の
返
還
請
求
交

渉
（
第
六
巻

一
章
）
の
失
敗
に
、
執
筆
の
直
接
的
動
機
を
求
め
て
い
る
。

H
u
sch

n
er,

E
ch
t,
g
efa

lsch
t,
o
d
er v

erlo
ren

?,
S
.141

143,
S
.145.

同
月

一
七
日
、
国
王
は
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
で
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
の
請
願
に
応
じ
て

同
司
教
教
会
宛
証
書
を
発
給
し
た
が
（D

H
II 250

）、
司
教
が
期
待
し
た
新
た

な
寄
進
は
見
送
ら
れ
た
。
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
が
『
年
代
記
』
の
執
筆
を
開
始
し

た
の
は
、
上
述
の
よ
う
に
同
年
秋
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

（
86
）

U
rku

n
d
en
bu
ch d

es H
och

stifts M
ersebu

rg,
T
eil 1,

19
21,

37,
43

44,
47

48.

（
87
）

H
o
ltzm

a
n
n
,
B
istu

m
 
M
erseb

u
rg
,
S
.69

71.
S
ch
lesin

g
er,

K
ir-

ch
en
gesch

ich
te S

ach
sen

s,
B
d
.1,
S
.42f.,

S
.50f.,

S
.82,

S
.304f.,

S
.307,

S
.

309

（
引
用
文
はS

.43,
S
.82

）.

次
の
詳
述
も
参
照
。L

ip
p
elt,

T
h
ietm

ar
 

von
 
M
ersebu

rg,
S
.89

115.
H
u
sch

n
er,

E
ch
t,
g
efa

lsch
t,
o
d
er v

erlo
r-

en
?,
S
.134

136,
S
.143.

（
88
）

D
ietrich C

la
u
d
e,
G
esch

ich
te d

es E
rzbistu

m
s M

agd
ebu

rg bis in
 

d
as 1

2
.
Jah

rh
u
n
d
ert,

T
eil 1,

(M
itteld

eu
tsch

e F
o
rsch

u
n
g
en
,
67),

K
o
ln
W
ien 1972,

S
.107.

（
89
）

H
o
ltzm

a
n
n
,
B
istu

m
 
M
erseb

u
rg
,
S
.69f.

（
90
）

参
考
ま
で
に
、
一
二
世
紀
末
ま
で
に
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
の
教
会
の
森
林

内
で
建
設
さ
れ
た
村
落
の
数
は
、
一
二
五
を
数
え
る
と
の
所
見
が
あ
る
。

（ ）

三佐川亮宏

東海大学紀要文学部



L
ip
p
elt,

T
h
ietm

ar von
 
M
ersebu

rg,
S
.95 A

n
m
.33.

（
91
）

注
87
の
文
献
の
他
、H

a
ra
ld
 
W
in
k
el,

G
efa

lsch
tes

 
D
ip
lo
m
 
a
u
f

 
K
a
iser O

tto II.
fu
r M

erseb
u
rg
,
in
:
K
u
n
d
e et a

l.
(H
g
.),
Z
w
isch

en
 

K
ath
ed
rale u

n
d
 
W
elt.

1
0
0
0 Jah

re D
om
kapitel M

ersebu
rg,

K
atalog,

S
.52

54

を
参
照
。

（
92
）

S
ch
lesin

g
er,

K
irch

en
gesch

ich
te S

ach
sen

s,
B
d
.1,

S
.307f.

参
照
、

L
ip
p
elt,

T
h
ietm

ar
 
von

 
M
ersebu

rg,
S
.105f.

T
h
o
m
a
s L

u
d
w
ig
,
U
r-

k
u
n
d
e
 
K
o
n
ig
 
H
ein
rich

s
 
II.

fu
r
 
d
a
s
 
w
ied
erb

eg
ru
n
d
ete

 
B
istu

m
 

M
erseb

u
rg
,
in
:
K
u
n
d
e et a

l.
(H
g
.),
Z
w
isch

en K
ath
ed
rale u

n
d
 
W
elt.

1
0
0
0
 
Jah

re
 
D
om
kapitel

 
M
ersebu

rg,
K
atalog,

S
.37f.,

h
ier
 
S
.38.

H
u
sch

n
er,

E
ch
t,
g
efa

lsch
t,
o
d
er v

erlo
ren

?,
S
.139f.

（
93
）

H
u
sch

n
er,

E
ch
t,
g
efa

lsch
t,
o
d
er
 
v
erlo

ren
?,
S
.141.

L
isa

 
M
erk

el,
K
o
n
ig
 
H
ein
rich

 
II.

sch
en
k
t d

em
 
M
erseb

u
rg
er B

isch
o
f

 
T
h
ietm

a
r F

a
m
ilien v

o
n a

llen K
o
n
ig
sh
o
fen in S

a
ch
sen u

n
d T

h
u
-

rin
g
en
,
in
:
C
o
ttin

M
erk

el
(H
g
.),
T
h
ietm

ars
 
W
elt,

S
.354.

（
94
）

H
u
sch

n
er,

E
ch
t,
g
efa

lsch
t,
o
d
er v

erlo
ren

?,
S
.143f.

（
95
）

一
例
と
し
て
、K

a
rlh
ein
z
 
H
en
g
st,

T
h
ietm

a
r
 
a
ls
 
S
p
ra
ch
k
u
n
-

d
ig
er u

n
d In

terp
ret v

o
n O

rts
u
n
d P

erso
n
en
n
a
m
en
,
in
:
C
o
ttin

M
erk

el
(H
g
.),
T
h
ietm

ars
 
W
elt,

S
.306

323

を
参
照
。

（
96
）

一
例
と
し
て
、
ジ
ャ
ン

ク
ロ
ー
ド
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
小
林
宜
子
訳

『
中
世
の
幽
霊

西
欧
社
会
に
お
け
る
生
者
と
死
者
』
み
す
ず
書
房

二
〇

一
〇
年
、
五
〇
｜
五
四
頁
（
原
著
一
九
九
四
年
）。S

ch
lesin

g
er,

K
irch

en
-

gesch
ich
te S

ach
sen

s,
B
d
.1,
S
.215

238,
b
es.

S
.226ff.

Jo
h
a
n
n
es F

ried
,

R
itu
a
l u

n
d
 
V
ern

u
n
ft.

T
ra
u
m
 
u
n
d
 
P
en
d
el d

es
 
T
h
ietm

a
r
 
v
o
n

 
M
erseb

u
rg
,
in
:
D
as Jah

rtau
sen

d
 
im
 
S
piegel d

er Jah
rh
u
n
d
ertw

en
-

d
en
,
h
g
.
v
.
L
o
th
a
r G

a
ll,
B
erlin 1999,

S
.15

63.S
eb
a
stien R

o
ssig

n
o
l,

D
ie S

p
u
k
g
esch

ich
ten T

h
ietm

a
rs v

o
n M

erseb
u
rg
:
U
b
erleg

u
n
g
en

 
zu
r V

o
rstellu

n
g
sw
elt u

n
d zu

r A
rb
eitsw

eise ein
es C

h
ro
n
isten a

u
s

 
d
em
 
11.

Ja
h
rh
u
n
d
ert,

in
:
C
on
ciliu

m
 
m
ed
ii aevi,

9,
2006,

S
.47

76.

M
iria

m
 
K
ro
g
,
”
W
ie d

en L
eben

d
en d

er T
ag,

so geh
ort d

ie N
ach

t

 

d
en
 
T
oten

.“
D
er
 
W
an
d
el d

es Jen
seits u

n
d
 
d
ie
 
W
ied
erkeh

r
 
d
er

 
T
oten am

 
U
bergan

g vom
 
fru
h
en zu

m
 
h
oh
en
 
M
ittelalter im

 
L
ich
t

 
d
er
 
C
h
ron

ik
 
T
h
ietm

ars von
 
M
ersebu

rg,
D
ip
lo
m
 
A
rb
eit U

n
iv
er-

sita
t In

n
sb
ru
ck 2015.

K
la
u
s K

ru
g
er,

T
h
ietm

a
r,
T
o
d u

n
d T

eu
fel.

Z
u G

la
u
b
en
sv
o
rstellu

n
g
en im

 
K
o
n
tex

t v
o
n T

o
d u

n
d Jen

seits b
ei

 
T
h
ietm

a
r v

o
n M

erseb
u
rg
,
in
:
C
o
ttin

M
erk

el
(H
g
.),
T
h
ietm

ars
 

W
elt,

S
.244

263.

（
97
）

拙
著
『
紀
元
千
年
の
皇
帝
』、
第

章
「「
紀
元
千
年
」
と
終
末
論
」
を

参
照
。
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Thietmars Chronik,in:Cottin -Merkel (Hg.),Thietmars Welt, S.130-147.

Korntgen, Ludger,Konigsherrschaft und Gottes Gnade. Zu Kontext und Funktion sakraler
 

Vorstellungen in Historiographie und Bildzeugnissen der ottonisch-fruhsalischen Zeit,

(Orbis mediaevalis,2),Berlin 2001.

Kunde,Holger et al.(Hg.),Zwischen Kathedrale und Welt.1000 Jahre Domkapitel Merseburg,

Katalog /Aufsatze, (Schriftenreihe der Vereinigten Domstifter zu Merseburg und Naum-

burg und des Kollegiatstifts Zeitz,1/2),Petersberg 2004/2005.

Lippelt,Helmut,Thietmar von Merseburg, Reichsbischof und Chronist, (Mitteldeutsche For-

schungen,72),Koln-Wien 1973.

Lubke,Christian,Regesten zur Geschichte der Slaven an Elbe und Oder (vom Jahr 900 an),5
 

Teile,(Giessener Abhandlungen zur Agrar-und Wirtschaftsforschung des europaischen
 

Ostens,131,133,134,152,157),Berlin 1984-88.

Ludat,Herbert,An Elbe und Oder um das Jahr 1000.Skizzen zur Politik des Ottonenreiches
 

und der slavischen Machte in Mitteleuropa,Koln-Wien 1971,Weimar-Koln-Wien 1995.

Naß,Klaus,Die Reichschronik des Annalista Saxo und die sachsische Geschichtsschreibung im
 

12. Jahrhundert, (MGH Schriften,41),Hannover 1996.

Schlesinger,Walter,Kirchengeschichte Sachsens im Mittelalter, 2 Bde., (Mitteldeutsche For-

schungen,27),Koln-Graz 1962.

Schulmeyer-Ahl, Kerstin, Der Anfang vom Ende der Ottonen. Konstitutionsbedingungen
 

historiographischer Nachrichten in der Chronik Thietmars von Merseburg, (Millennium-

Studien,26),Berlin-New York 2009.

早川良弥「
”
Merseburger Totenbuch“について」，『梅花女子大学文学部紀要』（人文・社会・自

然科学編）14号，1977年，43-78頁．

三佐川亮宏『ドイツ史の始まり 中世ローマ帝国とドイツ人のエトノス生成』創文社 2013年．

『紀元千年の皇帝 オットー三世とその時代』（刀水歴史全書，95），刀水書房 2018年．
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三佐川亮宏
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Akad.d.Wiss.,phil.-hist.Kl.,174,177,198),Wien 1984/85/89.Bd.1-2,2.Aufl.,1988.

Die Totenbucher von Merseburg, Magdeburg und Luneburg, hg. v. Gerd Althoff -Joachim
 

Wollasch,(MGH Libri memoriales et Necrologia,NS.2),Hannover 1983.

Urkundenbuch des Hochstifts Merseburg, Teil 1,bearb.v.Paul Kehr, (Geschichtsquellen der
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Abstract

 

Thietmar of Merseburg (1009-1018)and The Chronicon
 

His Life and Works

 

MISAGAWA Akihiro
 

Als einen Voabdruck von meiner japanischen Übersetzung der Chronik von
 

Merseburger Bischofs Thietmar(geb.975/76,Bischofsweihe 1009,gest.1018),die
 

voraussichtlich im Jahre 2020/21 erscheinen wird, lege ich hiermit einen For-

schungsrejumeuber sein Leben und Werk.Die Chronik wurde niedergeschrieben
 

zwischen 1012 und 1018,genau vor tausend Jahren,vom Merseburger Bischof
 

Thietmar. Sie zahlt, nebst Bischof Liudprands von Cremona Antapodosis,

Widukinds von Korvei Sachsengeschichte, und Adalberts von Weissenburg
 

Fortsetzung der Chronik Reginos, zum Hauptwerken der Historiographie aus
 

der Zeit der ottonischen Konigen und Kaisern.

Die Chronik umfasst in acht Buchern zeitlich fast die ganzen Ottonenzeit

(919-1024),gilt vor allem als die zeitgeossische Hauptquelle fur Untersuchung
 

zur Politik, Verfassung, Gesellschaft und Mentalitat der spaten Ottonenzeit
 

unter Otto III.(983-1002,Buch IV)und Heinrich II.(1002-1024,Buch V-VIII).In
 

diesem Forschungsbericht habe ich vor allem die folgenden funf Problemekreise
 

zur Diskussion gestellt. I:Thietmars Leben, II:Entstehungsprozess und Über-

lieferungsgeschichte der Chronik, III:Hauptquellen der Chronik, IV:Struktur
 

und Themen der Chronik, sowie V:die Chronik als Geschichtsquellen. In der
 

letztgenannten Abschnitt habe ich mich speziell mit den zwei diesbezuglichen
 

Problemen beschaftigt,namlich 1:Thietmars Chronik im Kontext der deutschen
 

Ostforschung um die Zwischenkriegszeit und NS-Zeit,2:Falschungsverdacht im
 

Bemuhen um die Wiederherstellung des Bistums Merseburg.
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